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    　当店自慢のフラワーガーデン──これを一望できるテラス席に、一人の女子高生の姿があった。


    「うーん……引き、これは引きで撮った方がいいのかな……？　ううん、接写……シズル感……」


    　スマートフォンの画面越しに、出来立てのパンケーキとにらめっこをする少女。


    　俺はそんな彼女を遠目に眺めながら、ぽつりとつぶやく。


    「佐さ藤とうさん……だよな？」


    　同じクラスの佐藤こはる。またの名を〝塩対応の佐藤さん〟。


    　肩口のあたりで切り揃そろえられ、ふわりと内に巻かれたボブカットの黒髪、切れ長の大きな瞳ひとみ、通った鼻筋。可か愛わいいと美人のちょうど中間にいるような彼女は、その整った容姿からたいへん注目を浴びる。こはる、なんて可愛らしい名前も手伝って、今まで彼女とお近づきになろうとした者は数知れず、だ。


    　しかし、今を以もつて彼女と懇意になれたクラスメイトはただの一人としていない、それは何故なぜか？


    　──そもそも私、あなたとそんなに仲良くない。


    　これは他クラスのイケメン君が、無謀にも彼女をデートに誘った際、佐さ藤とうこはるから賜たまわった伝説的なお返事である。


    　イケメン君が声をかけてから僅わずか数秒の出来事であり、この間彼女は表情筋をぴくりとも動かさなかったんだとか。


    　……おわかりいただけただろうか。


    　佐藤さんは顔の美醜はもちろん、老若男女分け隔てなく、誰に対してもきまって〝塩対応〟なのだ。


    「いや」「めんどうくさい」「だからなに」「もう帰っていい？」


    　等々……、温かみの欠か片けらもない言葉の数々が、全くの無表情からショットガンのごとく放たれる。


    　それでもなお人を引き寄せるのは、ひとえに彼女の整いすぎた容姿のなせる業だろう。


    　まぁ、これにまんまと寄せられてきた人たちを片っ端から撃ち抜いてきた功績を認められ、挙句についたあだ名が〝塩対応の佐藤さん〟というわけである。


    　それはさておき……


    「佐藤さん、一人で何やってるんだ……？」


    　そんな彼女は今、俺の視線の先でスマホを覗のぞき込みながら、上体を前後左右に揺らして、あーでもないこーでもないと繰り返している。


    　状況から察するに、パンケーキの写真を撮ろうとしているのだろうが……


    「……あんな真剣な顔でパンケーキ撮るかな、ふつう」


    　よっぽど集中しているらしく、ついさっきパンケーキを運んでいった際もこちらに気付かなかったほどである。


    　いや、佐藤さんのことだから俺をクラスメイトと認識していないって可能性はおおいにあるけれど。そんなこと本人の口から聞いたら心が壊れてしまいそうなので、こちらも気付かないふりをした。


    　──ちなみに、そんなナイーブな男子高校生の名前は押おし尾お颯そう太たと言う。ここ、桜さくら庭ば市の隠れ家的ガーデンカフェ〝cafe tutuji〟のアルバイトである。


    　熟練アルバイターとしての経験上──といってもアルバイトは俺一人だけど──一人で来店するお客さんは珍しい。女子高生となれば、もっとだ。


    　しかも、


    「どの角度からが一番映ばえるんだろ……？」


    　……なんて、面白そうな独り言まで呟つぶやいている。こんなの注目するなという方が無理だ。


    　とはいえ、今の彼女は仮にもお客さま、あまり聞き耳を立てるのもよくない。


    　そう思いなおして、とりあえず店の奥へ引っ込もうとした、その時のことだ。


    「──おねーさん、さっきからなにやってんの？」


    　どことなく鼻につく、作ったように甘い声が聞こえたので改めて振り返ってみれば、隣のテーブルの男子大学生３人組が佐さ藤とうさんに絡んでいた。


    　佐藤さんは突然声をかけられて初めは少し困惑していたようだったが、すぐにいつも通りの美しい無表情を取り戻す。


    「関係、ありますか？」
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    　背筋すら凍る冷たい声音に、思わず「おお……」と感嘆の声が漏れてしまった。


    　塩対応の佐藤さん、学外でも健在である。


    　しかし……


    「はは、カワイー、そんなに警戒しないでよ」


    「ミンスタにあげる写真撮ってたんでしょ？　スマホ貸してよ、代わりに撮ってあげるからさ」


    「ついでにＭＩＮＥマインも交換していーよね、シェアしよーよシェア」


    　大学生たちはへらへら笑うばかりでマトモに取り合わない。佐藤さんの〝塩対応〟が通じないのだ。


    　それどころか半ば無理やり、佐藤さんのスマホをひったくろうとしている。


    「ちょ、ちょっと……っ！」


    　これにはさすがの佐さ藤とうさんも分が悪いか。


    　俺はすぐさま踵きびすを返して、大学生たちにずんずん詰め寄り、彼らの前に立つと──


    「ウチ、そういう店じゃないんですよ」


    　そう言って、店の入り口にある〝ナンパ禁止〟の貼り紙を指す。


    「彼女も困ってるようですし、やめてもらってもいいですか」


    　佐藤さんには及ばないが、それなりに冷たい口調できっぱりと言い切った。


    　大学生３人と佐藤さんが呆ほうけたようにこちらを見上げている。


    　これで諦あきらめてくれればいいが、果たして──


    「ははは、やだなバイト君、ただお喋しやべりしてるだけじゃんかさ」


    「そーそ、早く仕事に戻ってよ、お金もらってるんでしょ？」


    　……そのにやけ面づらを見る限り、やめる気はないらしい。


    　ならこっちにも考えがある。


    　俺はすうう、と息を吸い込んで、厨ちゆう房ぼうに向け──一声。


    「──父さ──ん！　お客さんがパンケーキ美う味まかったってさあ！」


    「は？」


    　俺の突然の奇行に、大学生のうち一人が素すっ頓とん狂きような声をもらす。


    　しかし彼らの間抜け面は一瞬にして蒼そう白はくすることとなった。


    　何故なぜならば次の瞬間、店の奥からぬうと這はい出してきた〝洋画でしか見たことのないような筋肉ダルマの強こわ面もて男〟が、肩を怒らせながらまっすぐにこちらへ向かってきたからだ。


    　これはもう理屈ではない、本能に訴えかける恐怖である。


    「ひぃっ!?」


    「おいやべえやべえやべえ!!」


    「殺されるっ!?」


    　あとはもう、早いものである。


    　相手が高校生だからと舐なめてかかっていたにやけ面の大学生たちは、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出して、あっという間にいなくなってしまった。


    　遅れてやってきた筋肉ダルマは、これを見て文字通りダルマみたくぎゅっと顔をしかめ、ぐおんと吼ほえる。


    「──また逃げられた！　今日こそいけると思っていたのに！」


    　ちなみにこのダルマの名は、押おし尾お清せい左ざ衛え門もん。


    〝cafe tutuji〟の店長にして、俺の父親である。


    　あまりにも映えなさすぎる見た目から、普段は厨房の奥に引っ込んでいるが、夢はいつかお客さんから直接「美お味いしかったです」と言ってもらうこと、だとか。


    　この地に店を構えて17年、未いまだ夢は叶かなわず、である。


    　ともあれ、俺は呆あつ気けにとられる佐さ藤とうさんへと駆け寄った。


    「佐藤さん、大丈夫？」


    　気付かないふりをしていた、ということも忘れて、うっかり名前で呼んでしまった。


    　名前を呼びかけられると、彼女は驚いたように俺の顔を見上げる。


    「押おし尾お、君……？」


    　あ、名前覚えててくれてる……


    　そこはかとない嬉うれしさが胸を満たしたその矢先のこと、佐藤さんが、俺に抱き着いてきた。


    「えっ……？」


    　佐藤さんの瞳ひとみからこぼれた熱い雫しずくが、シャツの胸元を濡ぬらす。


    　そして彼女は、


    「う、ううう……こわかったあぁぁ……！」


    　……塩対応の佐藤さん、とはなんだったのか。


    　あの〝佐藤さん〟が、俺の胸に顔をうずめて泣いている。あまりにも予想外の事態に、しばらくの間固まってしまったのは俺の落ち度だ。


    　──馬ば鹿かか、どんな理由であれ、屋外で女の子の泣き顔を晒さらしていいはずないだろ。


    「父さん、ごめんちょっと引っ込む」


    「いいよ！　父さんワンオペ頑張るから！」


    　父さんは特に理由も聞かず二つ返事でこれを了承して、ついでに華か麗れいなフロント・ダブル・バイセップスではちきれんばかりの筋肉を見せつけてきた。


    　……任せておけ、とかそういうニュアンスだろうか？


    　いや、そんなことより……！


    「佐藤さん、こっちに」


    　俺は泣きじゃくる佐藤さんに肩を貸しながら、ひとまずはカフェに併設された住居部分──すなわち俺の部屋へと彼女を導いた。


    



    「……おいしい」


    　椅い子すにちょこんと座った佐藤さんが、赤らんだ目を細めて、ほうと息を吐く。


    　その手の内には湯気立つティーカップ。


    「アールグレイ、俺がいつも飲んでるやつ」


    　対面のベッドに腰かけた俺は、それだけ言って自分の分の紅茶に口をつけた。


    　ベルガモットの華やかな香りと柑かん橘きつ系の爽さわやかな香りが混じり合って、鼻に抜ける。


    　まぁ小難しいことは抜きにして、自然と溜ため息いきが出るくらい落ち着く味、ということだ。


    　佐藤さんはそれから何度かちびちびとティーカップを口へ運ぶと──ようやく状況が整理できてきたらしい。


    　ティーカップに口をつけたまま、申し訳なさそうに上目遣いでこちらを見つめると……


    「押おし尾お君……私のこと知ってる……？」


    「……」


    　おそらく塩対応の佐さ藤とうさんを知らない人は、同学年にいないと思うけど。


    「……知ってるよ、声かけようか迷ったけど、佐藤さんがすごく真剣な顔でスマホ覗のぞき込んでたから、やめた」


    　本当はただ自分の存在を認識されていないことが明らかになるのが怖かっただけなのだが、若干の噓うそはナイーブな男子高校生ゆえのご愛あい敬きよう、ということで……


    「あんな真剣な顔で、なにしてたの？」


    「うっ……」


    　聞かれたくないことだったのだろうか。


    　佐藤さんはかああっ、と顔を赤らめてしどろもどろ。カップの縁で忙せわしなく両手の親指をこねくり回している。


    　……本当に、塩対応の佐藤さんとはなんだったのか。


    「いや、言いたくないなら別に……」


    「……お、押尾君！　これ、見てくれないかな!?」


    　親指をこねくり回している間に、なんらかの決心ができたらしい。佐藤さんは食い気味に言って、自らのスマホを差し出してきた。


    　スマホカバーはいかにも[image: ]円ショップで売っていそうなシンプルなもので、装飾の類たぐいは一切なく、女子高生のソレとは思えないほど質素な見た目だ。


    　佐藤さん本人よりよっぽど〝塩〟っぽい。


    「スマホがどうかしたの？」


    「その……この、写真を……」


    　そう言って、おずおずとスマホのディスプレイを指し示す佐藤さん。


    　そこには、ずらりと写真ファイルが並んでいるが……


    「……見ていいの？」


    　女子高生の写真フォルダ覗くのって、なんらかの罪に問われたりしないのか？


    　そう思って恐る恐る尋ねたわけだけど、彼女は顔面をリンゴみたく真っ赤にしながら、こくこくと繰り返し頷うなずいた。


    　若干の躊躇ためらいを残しながらも、ディスプレイを覗き込んで、俺は、


    「……なにこれ」


    　思わずそんな声を漏らしてしまった。


    　いや、もちろん内容は分かる。画面の端から端まで、今まで撮り溜ためてきた〝スイーツの写真〟がずらりと並んでいるのだ。


    　まぁこれだけなら、「へー、甘い物好きなんだ、いいじゃん、可か愛わいいと思うよ」などのコメントを述べるのが無難だろう。


    　だけど……


    「佐さ藤とうさん写真撮るの、めっちゃヘタだね……」


    　ストレートすぎる感想が無意識に口から飛び出してしまい、佐藤さんの顔はとうとう耳の先まで真っ赤に染まってしまった。


    　いや、もうちょっと……信じられないぐらいのヘタさだった。


    　ほとんど話したことのない女子にこんなことを言うのもなんだが、絶望的にヘタだ。


    　映ばえるとか、それ以前の問題である。


    　例えばこのケーキの写真、全体が暗すぎて、最初は食べ物と認識できなかったほどで、美お味いしそうという感情が微み塵じんも湧わいてこない。


    　そして特にひどいのが……この、なんかよく分からない写真。


    　モロ逆光で、食べ物どころか画面全体が白飛びしてしまっており、そもそも何が映っているのかすら定かでない。


    　え、なにこれ？　シャッター切った瞬間、近くに隕いん石せきでも落ちてきたの？


    　──と思ってよく見てみたら、映っていたのはさっき佐藤さんが撮ってたウチのパンケーキだった。冗談だろ。


    　そんな衝撃写真の数々が、写真フォルダの上から下までを、所狭しと埋め尽くしているのだ。


    　俺がすっかり閉口してしまっていると、佐藤さんは小刻みに肩を震わせながら、ゆっくりと口を開く。


    「恥ずかしい話なんだけど、実は私……友達がいなくて……」


    「え？　てっきり……」


    　てっきり他人に興味がないのかと思ってた。そう言いかけて、俺は慌てて口を噤つぐむ。


    　危ない！　さすがにそれは失礼が過ぎる！


    「そ、そうなんだ……意外だね……」


    「私、話がつまらないみたいで……みんなすぐに離れていっちゃうんだ……」


    「……」


    　違う、違うぞ押おし尾お颯そう太た。別にこれはフリとかじゃない、だから絶対にツッコむんじゃないぞ。


    　佐藤さんは今、真剣に悩みを打ち明けてるんだ……！


    「でも、やっぱり私も女子高生だし、友達も欲しいんだ……だから……」


    「……だから？」


    「ミンスタグラマーになれば、友達もできるかと思って……」


    「……」


    　俺はきゅっと、真一文字に口を結んだ。


    　笑うなよ、絶対に笑うな押おし尾お颯そう太た！


    「……私、甘い物が好きで、放課後とか週末にはよく一人で甘い物を食べに行くの。だからそれをミンスタに投稿すれば皆との話の種になるかな……なんて」


    「み、ミンスタね、うん、女子高生は皆やってるもんね……」


    　……さて、一応補足しておこう。


    　ミンスタとは写真投稿を主体としたＳＮＳアプリ〝ミンスタグラム〟の略称だ。


    　全国の女子高生をはじめとして数多くの著名人も利用しており──平たく言えばオシャレな写真をシェアして不特定多数の人間とのコミュニケーションをはかる、そういうアプリである。


    　そしてミンスタグラマーとは、このアプリを利用する者のことだ。


    「い、いいじゃん！　ミンスタに写真を投稿すれば、皆の佐さ藤とうさんを見る目も変わるんじゃないかな!?」


    　これは本音だった。


    　そりゃあもう、変わりまくるだろう。


    　だってあの〝塩対応の佐藤さん〟が、休日オシャレなカフェを巡って、いかにも〝ミンスタ映ばえ〟するスイーツの写真を投稿してるんだぞ？


    　そうなったら、周りの目も変わるだろうし、友達ぐらいすぐに……


    　と思ったら、佐藤さんは今にも消え入りそうな声で、


    「でも私、写真を撮るのがちょっとヘタで……」


    　ちょっと、か、なあ……？


    「こんな写真をミンスタにアップしたら私、次の日からそれはもう壮絶ないじめに遭うんじゃないかと不安で不安で……上履きを隠されたり、画びょうを仕込まれたり……！　そう思ったらアカウントも作れなくて……！」


    　自分で言っておきながら、さああっと顔を青ざめさせる佐藤さん。


    　佐藤さん、成績は学年でもトップの方だったと思ったんだけど、実はアホなのかな……？


    　──しかしまぁ、大体分かった。


    　佐藤さんの悩みも、皆から〝塩対応の佐藤さん〟と呼ばれる彼女が、本当は全然そんな子じゃないことも。


    　そして彼女がその現状をなんとか変えようと、努力をしていることも。


    「ちょっと借りるね」


    「えっ？　い、いいけど、なにを……」


    　俺は彼女のスマホを預かり、カメラアプリを起動する。


    　それから慣れた手つきでピントと明るさをいじって、フィルターを選択、そしてシャッター、ぴこんと音が鳴って、写真が保存された。


    「はいどうぞ」


    「……？」


    　初めは訝いぶかしんでいた佐さ藤とうさんであったが、画面を見るなり、そのただでさえ大きな瞳ひとみが更に見開かれていって──


    「これ……！」


    　驚きよう愕がくする佐藤さんの視線の先、スマホのディスプレイには今、いかにもミンスタ映えしそうな紅茶の写真が表示されていたのだ。


    「私より上う手まい……！」


    　そりゃそうでしょ。


    「な、なんで……！　こ、これ……押おし尾お君!?」


    　興奮のあまり言葉が出てこないのか、俺の名前を口にする佐藤さん。


    　俺は自らのスマホを取り出し、その疑問に答える。


    「──俺もやってるんだよミンスタ……正確には〝cafe tutuji〟の宣伝用のアカウントだけど」


    　俺のスマホに表示されているのはミンスタのマイページ。


    　そこには、ＳＮＳに疎うとい父さんに代わって、俺が今まで撮り溜ためてきた〝cafe tutuji〟の写真の数々が並んでいる。


    　看板メニューのパンケーキに、期間限定のフレーバーティー、そしてフラワーガーデンに咲き誇る季節の花々。


    　総写真投稿枚数[image: ]、そしてそのフォロワー数は……


    「フォロワー数、5,000……っ!?」


    　佐藤さんが信じられないものでも見るかのように、スマホの画面と俺の顔に視線を行き来させ、そしてぼそりと、


    「ミンスタグラマーだ……」


    　と、呟つぶやいた。


    　……なるほどミンスタでイメージの転換を図るという彼女の策は、あながち間違っていなかったのかもしれない。


    　なんせ佐藤さんの俺を見る目が、完全に尊敬のソレへと変わっていたのだから。


    



    　この１時間で、佐藤さんについて分かったことが二つある。


    　一つ、佐藤さんは〝塩対応〟であるが、これは他人に興味がないわけでも、感情が希薄なわけでもない、むしろ他者に対して過敏すぎるのだ。


    　本人曰いわく、


    「私、昔から人と喋しやべる時ガチガチに緊張しちゃって、口数も少なくなっちゃうみたいなんだよね……あ、お母さんとかなら大丈夫だよ！」


    　蓋ふたを開けてみれば、なんのことはない。


    〝塩対応の佐さ藤とうさん〟の正体とは、単なる〝極度の人見知り〟だったのである。


    　……なんだそりゃ。


    　そしてもう一つ。


    　──彼女は撮影のセンスが壊滅的だ。


    「こ、今度はどうかな押おし尾お君!?」


    「ううん……」


    　俺は、自信満々に差し出された彼女のスマホを睨にらみつけて、低く唸うなった。


    　一応言っておくと、これは彼女の写真の善よし悪あしを判断しかねているわけではない。


    　どうすれば彼女の繊細なハートを傷つけずに、この写真が最悪だと伝えられるだろうか？　と言葉を選んでいるのだが──


    「……いや最悪、なんでこうなるのか分からない」


    　結局、素直に伝えることにした。


    　いや……もういっそ芸術的なまでのセンスのなさだ。なんでただの紅茶を、ここまで美お味いしくなさそうに撮れるんだろう……これはもはや唯一無二の才能ではないか……？


    　なんて感じで思考が哲学の領域にすら突入し始めた頃、佐藤さんがいつからか静かになっていることに気付く。


    　はっと我に返って面を上げてみれば──佐藤さんが両目に涙を浮かべて、ぶるぶると肩を震わせているじゃないか！


    「えっ、ちょっ……佐藤さん？」


    「そ……そこまで言わなくていいじゃんかぁ……」


    　見る見る内に唇が尖とがっていって、大きめの涙袋がふるふると震える。


    　──ヤバい。


    「──ああ！　いや、でもまぁ……うん！　さっきよりは良くなってる……と思う！」


    「本当に!?」


    　途端に、ぱああっ、と表情を明るくさせる佐藤さん。


    　……人を傷つけない噓うそは、優しい噓である。


    　というか何が〝塩対応の佐藤さん〟だ！　すこぶる感情豊かじゃないか！


    「私ももう少し練習したら有名ミンスタグラマーになれるかなぁ」


    　あ、ほら、ちょっと褒ほめただけなのに一瞬で調子に乗った。


    　このままでは、あのおぞましい写真がネットの海へ放流されてしまう。それだけは、避けなくてはならない。彼女自身のためにも、世のためにも。


    　俺は一種の使命感に駆られて、ベッドから下り、椅い子すに座る彼女の背後へと回り込んだ。


    「でも、こうした方がもっといいと思うよ」


    「えっ？　押おし尾お君……？」


    「カメラアプリ起動して」


    「えっ……う、うん、したよ……って、ひゃっ！！？」


    　俺が背後から腕を伸ばして、彼女の持つスマホへ自らの手を添えると、佐さ藤とうさんが甲高い悲鳴をあげた。耳がきーんとなる。


    「うわびっくりした……」


    「びっびびびび、びっくりしてるのは私だよ!?　手っ……顔も近っ……！」


    「こうやって同じ画面見たほうが教えやすいでしょ……佐藤さんピントも合わせらんないんだから」


    「ううっ……！」


    　かああああっ、と佐藤さんの顔面が後ろからでも分かるぐらい朱に染まった。

  


  [image: ]


  
    　確認のためもう一度言うが、佐藤こはるは美少女だ。


    　そりゃあもう間違いなく学内では五本の指に入るし、読者モデルだって狙ねらえるぐらいスタイルもいい。


    　……だからそんな彼女にそういう反応をされると、こっちまで意識してしまうじゃないか。


    　さらさらした髪からほのかに立ち上ってくるシャンプーの香りとか、白くて綺き麗れいなうなじとか、彼女の荒くなった息遣いとか……いかん。


    　俺は小さく顔を振って煩悩を抑え込み、スマホの画面に集中する。


    　そしていざ〝ミンスタ映えする写真の撮り方講座〟を開講しようとした、その時だった。


    「……押おし尾お君……」


    　佐さ藤とうさんが、かぼそい声で俺の名前を呼ぶ。


    　緊張のせいか声音が熱を帯びており、この熱にあてられて一瞬くらりときたが、なんとか持ちこたえた。


    「……なに？」


    「こんな時に……その、あれだけど……」


    　彼女はしばらく口をもごつかせたのち、なにか意を決したように──


    「──その、さっきはありがとうね……すごくかっこよかった」


    　ぴこん。


    　佐藤さんのスマホが、そんな間の抜けた音を鳴らした。


    　遅れて俺と佐藤さん、お互いの発した「あっ」の声が重なり、その直後、部屋のドアが開け放たれて──


    「颯そう太たぁ！　ヤバいよ団体さんきちゃった！　ちょっと手伝っ……」


    　父さんはこちらを見るなり、凍り付いたように固まる。


    　そしてしばしの気まずい沈黙ののち、父さんは華か麗れいなバック・ラット・スプレッドで背中の逆三角をアピールすると──


    「ワンオペ頑張ります！」


    　という言葉を残し、力強くドアを閉め、慌ただしく退場していった。


    　再び静寂、遅れて圧倒的な羞しゆう恥ちが押し寄せてくる。


    　今や彼女だけではない、俺もまた、耳の先まで顔面を紅潮させていた。


    「は、はは、団体さんだって……俺、戻らないと、ヤバいかも」


    「そっ……そうだね、ヤバいね！　あはは……」


    　俺と佐藤さんは、弾はじかれたように距離を取る。


    　お互いが感じ取っていた。もう色々と限界であると。


    「じゃじゃ、じゃあ！　私帰るよ！　ごめんね！　色々とお邪魔しちゃって！　その、お父さんにもごめんなさいって伝えてもらえると嬉うれしいかな!?　あと、あと……が、学校でまた会おうね！」


    　跳ねるように椅い子すから立ち上がって、そそくさとドアまで走り寄る佐藤さん。


    　そして、


    「──じゃあお邪魔しましたぁっ！」


    　ほとんど怒鳴りつけるような挨あい拶さつを最後に、佐藤さんは俺の部屋を後にした。


    　残された俺はと言うと……


    「あぁぁぁぁぁ……」


    　声にならない叫びをあげて、その場に崩れ落ちた。


    　心臓が未いまだにばくばくと鳴っている。


    　きっと今、カフェの方では父さんが慌ただしく走り回っていることだろうが……ごめん、無理だ。


    　俺はベッドに寄りかかって、震える手で飲みかけのティーカップに口をつける。紅茶はすでに冷めきっていた。


    「……ついさっきまで、そこに佐さ藤とうさんがいたんだよな」


    　信じられない、まるで夢でも見ていたかのようだ。


    



    　──まさか俺の初恋の人が、ついさっきまでこの部屋にいて、二人きりで会話をしていただなんて。


    



    「俺、変なこと言ってないよな……」


    　一抹の不安を覚えながらも、残った紅茶を飲み干す。


    　そして空からになったティーカップをテーブルへ置く際、俺は椅い子すの下に落ちているソレを発見してしまった。


    　カバーはいかにも[image: ]円ショップで売っていそうなシンプルなもので、装飾の類たぐいは一切なく、持ち主よりもよっぽど〝塩〟っぽいソレを──


    「……佐藤さん、スマホ忘れていってるじゃん」


    



    　　　♥


    



    　──全力疾走だった。


    　もはやなにがなにやら分からず、がむしゃらに走った。


    　道行く人々が振り返り、こちらを訝いぶかしむが、そんなのはもう意識の外だ。


    　今、私の頭の中を占有するのはたった一つの事実。


    　それは……


    「私、初恋の人の部屋に入っちゃった……！」


    　熱を持った私の頭の中で、今日の自分が犯した失態の数々と、そしてあまりの緊張から喋りすぎてしまったことに対する後悔がぐるぐると渦巻いている。


    　もう自分が何を喋しやべったのかも思い出せない。


    　上う手まく喋れていただろうか、何か変なことは言わなかっただろうか!?


    　そんなことばかり考えていたせいであろう。


    　私が自らの致命的な失態に気が付いたのは、日も暮れかけてからのことである。


    



    　──スマホを忘れた。


    　それに気付いたのは、今日犯した失態の数々を思い出しながら、枕まくらに顔を埋うずめて叫びまくっていた時のことだ。


    　今日一日だけでも今年分の〝やらかし〟を使い切ってしまった感があるが、最後に一つ、来年分さえ使い切りそうな勢いの〝やらかし〟をしてしまった。


    　……よりにもよって、なんで好きな人の家に忘れてくるかなぁ、スマホ……


    　でも、後悔先に立たず。ひとまず選択肢は二つ、スマホを取りに戻るか否か。


    　これは私にとってたいへんな難問だった。カフェはもう閉まっている時間だし、あんまり遅くに訪ねては押おし尾お君にも迷惑がかかる。


    　それになにより、もう一度顔を合わせようものなら、今度こそあまりの恥ずかしさにどうなってしまうか分からない！


    　悩んだ。


    　たぶん再来年分ぐらいまで悩んだ。


    　そして知恵熱が出そうなぐらいに悩んだ末──


    「……お風ふ呂ろ入ってから、取りに戻ろう」


    　そういう結論に落ち着いた。


    　念入りにシャワーを浴びたのち７時を回ってから化粧を始める私を見て、お母さんはかなり不思議がっていたようだけれど、なんとかごまかした。


    　そんなわけで今、私は再び来た道を引き返して、ようやくここまで戻ってきたんだ。


    　初夏の夜のなまぬるい空気に包まれながら、私、佐さ藤とうこはるは苦しいぐらいに高鳴る胸を、ぎゅっと押さえた。


    「うぅ……」


    　すぐそこの角を曲がれば〝cafe tutuji〟──すなわち押尾君の家が見える。


    　ここにきて心臓の〝ばくばく〟が最高潮に達する。呼吸も荒いし、顔も赤い気がする。


    　──だって押尾君は私の初恋の人だ。


    　クラスではいつも話しかけられず、気付かれないように遠くから眺めるのが精一杯だったけど、それでも彼のカッコよさは、私の目に焼き付いてしまっている。


    　すらりと伸びた足、少し眠たげな瞳ひとみ、柔らかそうな髪の毛、笑った時に浮かび上がるえくぼ……。


    　そして今日、あんなオシャレなカフェの店員さんで、しかもミンスタグラマーであるという新事実まで発覚してしまった！


    　きっと私なんかとは違って、すごくモテるのだろう……


    　そこまで考えると、改めて自分の情けなさを再確認してしまって、ひときわ足が重くなった。


    　やっぱり帰った方がいいのかな……なんて気持ちまで湧わいてくる。


    　でも──


    「……ここまできたんだもん」


    　私は自分に言い聞かせて深呼吸。意を決して、とうとう角を曲がった。


    　そして、目の前に広がる光景にはっと息を呑のむ。


    「えっ……」


    　すでに閉店したはずの〝cafe tutuji〟に、明かりが灯ともっている。


    　煌きらびやかで、しかし暖かい光を放つ電飾が、フラワーガーデンを薄く照らし、幻想的な美しさをたたえている。子どもっぽいたとえだけれど、まるで絵本の世界に迷い込んでしまったかのようだった。


    「これは……」


    　誘いざなわれるように、私は一歩、また一歩とフラワーガーデンを進んでゆく。


    　そして花のアーチをくぐったところで、そんな幻想的な世界の中心に、彼の姿を認めた。


    　ティーカップを片手に、テラス席の一つで足を組む押おし尾お君が、そこにいたのだ。


    「押尾君……」


    　無意識に、私は彼の名前を呟つぶやいていた。


    　その声が届いた──わけではないだろうが、こちらに気付いた押尾君は、飲みかけのカップをテーブルに置き、優しげに微笑ほほえんで──


    「佐さ藤とうさん、待ってたよ」


    　──その声を聴いた瞬間、あれだけ高鳴っていた私の心臓が、本気で止まってしまったのかと思った。


    　頭の中が真っ白になってしまい、次の言葉が出てこない。


    　そんな私を見かねてか、押尾君が立ち上がって、ゆっくりとこちらへ歩み寄ってくる。


    　待って、今はヤバい、今はヤバい今ヤバいから──！


    「スマホ、取りに来たんでしょ？　はいこれ」


    　押尾君が、私のスマホを手渡してくる。


    　私はやっとの思いで固まりきった喉のどを開いて、


    「も、もしかして、待っててくれたの？」


    「うん、取りに戻るかなと思って、電気つけて待ってた。男子の家にスマホ置きっぱなしなんて嫌でしょ？」


    「そ、そんなっ！」


    　ぶるぶるぶるっ！　とかぶりを振る。


    　駄目だ、どれだけスマートに振る舞おうとしても、押尾君の前だと頭が真っ白になって言葉が出ない……！


    　そんな私を見て、押おし尾お君はにこりと微笑ほほえみ、


    「家、近いのかな？　まだ完全には暗くなってないけど、気を付けて帰ってね」


    　最後にそれだけ言い残して、踵きびすを返そうとする。


    　ああ、押尾君が行っちゃう──


    「──あのっ！」


    　私の意思とは無関係に、口から言葉が飛び出していた。


    　わざわざありがとう、明日また学校でね。


    　それでいいじゃないか、それで終わりが一番綺き麗れいなかたちじゃないか。


    　頭では分かっているのに、口が勝手に──


    「しゃっ──写真撮ってもいいかなっ!?」


    　その言葉を口にした途端、全身から一気に血の気が引くのを感じた。


    　何を、何を言っているんだ私はっ!?


    「あっ……ち、違うの！　その、カフェの庭がとてもそのっ……綺麗だから！　ほら！　私ミンスタグラマー目指してるし!?　いかにも映ばえそうだしっ!?」


    「……ウチの庭の写真が撮りたいの？　それはもちろん、いいけど……」


    「う……うん！　や、やったー！　ごめんね!?　色々迷惑かけちゃって、あはは……」


    　何があはは、だ。


    　私は横手持ちにスマホを構えて、わざとらしく「今から撮りますよー」というポーズをとる。


    　しかし、頭の中はもうぐちゃぐちゃだった。


    　スマホを持つ手が、どうしようもなく震えている。目の前が滲にじんで、画面に何が映っているのかも分からない。


    　私は駄目だ、本当に……本当に駄目だ。


    　押尾君にはこれ以上どんくさい女だと思われたくないのに、身体からだが言うことを聞かない。


    　もう、今すぐにでも消えてしまいたかった。


    　──そんな時、私の後ろから伸びてきた手が私の手の上に重ねられる。


    　細くて綺麗で、でもちゃんと男の人のソレだと分かる、そんな指。


    　数秒が数分にも数時間にも思える、引き延ばされた時間の中で、彼はいつものように優しげな声音で言うのだ。


    「手伝うよ」


    　瞬間、私の指が滑って、あるボタンをタップしてしまう。


    　それは外カメラと内カメラを切り替えるボタン。


    　つまり今、スマホの画面には私と、後ろから私の手を支える押尾君の姿が映っていて──


    　ぴこん。


    　再び「あっ」という二人の声が重なり、私と押おし尾お君のツーショットがスマホに保存される。


    　しばしの静寂が、二人の間に流れた。


    「……あ、ご、ごめん……自撮りになっちゃった、撮り直そうか？」


    「う、ううん！　大丈夫、良い写真撮れたから！　あ、ありがとう、押尾君……！」


    　私は弾はじかれたように押尾君から距離を取る。震えはもう、止まっていた。


    「……また、学校で会おうね」


    　その言葉を最後に、私はスマホを強く握りしめて、〝cafe tutuji〟を後にする。


    　後にして、曲がり角を曲がったところで、膝ひざから崩れ落ちた。


    「～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！！！！」


    　もう色々と、限界だったのだ。


    



    　　　♠


    



    　佐さ藤とうさんの後ろ姿が見えなくなったあと、俺はその場に膝から崩れ落ちた。


    「～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！！！！」


    　もうとっくに、色々と限界だったのだ。


    「──颯そう太たぁ！」


    　獣のような咆ほう哮こうとともに、奥の茂みから筋肉ダルマ──もとい父さんが飛び出してくる。


    　父さんはこちらに駆け寄ると、そのごつい手で背中をさすりながら、タオルをかぶせてきた。


    　そこで初めて気が付いたのだが、背中が汗でびしょびしょになっている。喉のどもからからだ。


    　俺は、震える手でティーカップをわし摑づかみにして、とうの昔に冷め切った紅茶を、一息に飲み干した。


    「とっ、父さん……！」


    「なんだ颯太！」


    「俺、変なこと言ってなかった……!?　キモくなかったか……!?」


    「大丈夫！　イケメンみたいだった！　すこぶるイケメンみたいだったぞ！」


    　よかった……


    　父さんにタオルで扇あおがれながら、俺は心からの安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。


    　本当に、心臓が止まるかと思った。
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    　　　♥


    



    　あなたは覚えていないかもしれないけれど、私が押おし尾お君と話すのは、アレが初めてじゃない。


    　そりゃあ同じクラスなんだし、挨あい拶さつぐらいはしたことがあるだろうけど、そうじゃない。


    　私が言いたいのは、初めてあなたと出会った、あの日のこと。


    　県立桜さくら庭ば高等学校、入試当日。


    　その日の私は、間違いなく人生で一番緊張していた。


    　試験当日までにこれでもかと勉強した。先生からも太鼓判を押された。


    　でも情けないことに、私はどこまでいったって極度のアガリ症なのだ。


    「……」


    　昼休憩の時間、私は椅い子すから立ち上がることすらできなかった。


    　まだ前半が終わっただけだというのに、すでに限界を迎えていたのだ。


    　吐きそうなぐらい気持ち悪い、妙な浮遊感が全身を包み込む、同じ中学校同士で集まって昼食をとる皆の声が、ずっと遠くに聞こえる。


    　……食欲が湧わかない。一口入れた途端、戻す自信さえあった。


    　ぐるぐる、ぐるぐると思考が巡る。


    　机の一点を見下ろしていると、まるで自分が頭から机に吸い込まれて行くかのような、そんんな錯覚さえ覚えた。


    　馬ば鹿かげた話だけれど、その時の私は、自分が世界でただ一人孤独なのではないかとさえ思っていたのだ。


    　たすけて……。


    　とうとう耐え切れなくなり、口の中で小さく呟つぶやく。そんなことをしたって、誰かが助けに来てくれるわけでもないだろうに……


    　しかしそんな時、視界の外から何かが割り込んできた。


    　それは細くて綺き麗れいで、でもちゃんと男の人のソレだと分かる、そんな指だ。


    「えっ……？」


    　現実に引き戻された私は、ごく自然に差し出された手を視線でたどった。


    　そのまま顔を上げてみれば一人の男子中学生が、不思議そうな顔でこちらを見下ろしているではないか。


    　彼は私の顔を認めるなり、


    「すげー顔色」


    　と呟つぶやく。


    　……カチン、ときた。


    「放っておいてください」


    　私は冷たく言い放って、これ以上話しかけてこないで、という意思表示をした。


    　しかし彼は、どこか眠たげな目でこちらを見つめたまま、一体どういうつもりなのか小さな袋を差し出してくる。


    　私はそれを見て、思わず眉まゆをひそめてしまった。


    「……なんですか、これ」


    「コンペートーだけど」


    「見ればわかりますけど」


    　小分けの袋に入った数粒の金平糖。


    　白、黄色、ピンク、そのやけに子どもっぽい配色を見ていると、なんだか馬ば鹿かにされているような気がしてくる……


    「いる？」


    　いや、違うな、気がするじゃない──馬鹿にされているんだ。


    「からかわないでください、こっちは真剣なんです」


    　私は不快感すらあらわにして言う。


    　でも、それでも彼はあの眠たげな目で……


    「手、震えてるよ」


    「っ……！」


    　私は慌てて自らの手を机の下に引っ込めた。


    　そこはかとない羞しゆう恥ちに、私は一度きゅっと唇を縛って、


    「……関係ありますか、あなたに」


    　明確に、拒絶の意思を示した。


    　でも、あなたは、それでも──


    「──あるよ、関係。これからクラスメイトになるかもしれないのに」


    　考えてみればなんでもない、ただ当然の事実。


    　でも、それでも、私はそんなごく当たり前の言葉をかけられてようやく、現実に帰ってこられたんだ。


    　頭の中の濃いモヤが晴れて、視界が開ける。


    　皆の声が、世界が、私の下もとへ帰ってくる。


    　そうだ、今私の周りにいるのは、あと数か月後には自分のクラスメイトになるかもしれない人たち。


    　当然、目の前の彼もそうだ。


    　そんな単純なことが分からなくなるまで、自分の視野が狭くなってしまっていたことに、ようやく気が付いた。


    「これさ、父さんが持たせてくれたんだ」


    　呆ほうけたように固まる私に向かって、彼は優しげな口調で言う。


    「頭が疲れたら甘い物がいいって、あんまり効果は実感できないけど、まぁ、美お味いしいよ」


    「……ひとつ、もらってもいいですか？」


    「どうぞ」


    　彼は袋の口を開いて、私が差し出した手の上に金平糖を一粒落とす。


    　ピンクの、とりわけ子どもっぽい色合いのそれが、私の手の上に転がった。


    　金平糖……そういえば、こうしてまじまじと見つめるのはいつ振りだろう。


    　私はしばしそれを眺めたのち、きらきらと輝く小さな星のようなそれを、口の中へ放り込む。


    　舌の上をころころと転がるそれは、存外心地よく、そして──思わず、くすりと笑みがこぼれてしまった。


    「……ただの砂糖の塊じゃないですか」


    「そりゃそうでしょ」


    　彼は袋の口に取り付けられたジッパー部分を指で念入りにぷちぷちと潰つぶしながら、冗談っぽく言う。


    　そんな、どこまでも呑のん気きな仕草を見ていると、自然と、私の口をついて言葉が飛び出した。


    「……緊張、しないんですか」


    「うん？」


    「受験です」


    「これでもそれなりに緊張してるつもりなんだけど」


    「とてもそうは見えないですよ、……落ちたらどうしようとか、考えないんですか？」


    「そりゃもう、考えてるよ」


    「たとえば？」


    「まず父さんに謝る」


    「……えっ」


    　あまりにも拍子抜けな答えに私は目を丸くする。


    「……それだけですか？」


    「だけって……大事なことでしょ、お金出してもらってるんだから」


    「いや、そうじゃなくて……こう、将来の不安というか、なんか、そんな感じの……」


    　私は自らの胸の内にある不安を、指をこねくりまわしながらなんとか彼に伝えようとする。


    　すると彼はほんの少しの間黙って、それからこちらへ向き直ると、


    「──まあ、そうなったら考えるよ、別に落ちても死ぬわけじゃないしさ、君もそうでしょ？」


    　微笑ほほえみながら、そう言ったのだ。


    　……ああ、きっとあなたは知らないんだろう。


    　どうしようもない孤独の中で、その悪戯いたずらっぽくて優しげな微笑みが、どれだけ私の救いとなったのか。


    　そして、その時私が人生一度きりの初恋を使ってしまったことも──


    「じゃ、俺友達待たせてるから、頑張ってね」


    　別れの挨あい拶さつもそこそこに立ち去ろうとする彼の横顔を見た時、考えるよりも先に、口が動いていた。


    「あ、あのっ──！」


    　彼が、不思議そうな顔でこちらに振り返る。


    　それに対して私は、へにゃりと頰ほおを緩めて、彼のものと比べるには随分不格好な笑顔を作り──


    「とっても、甘かったです。ありがとうございました」


    　その後の受験の合否は……言うまでもないだろう。


    　それもこれも彼のおかげだ。


    　これは恥ずかしくて誰にも言ったことはないけれど、そんなたった数分のやり取りで、私の中に、どうしてもその高校に受かりたい理由ができてしまったのだ。


    



    　　　♠


    



    　君は覚えていないかもしれないけれど、俺が佐さ藤とうさんと話すのは、アレが初めてじゃない。


    　そりゃあ同じクラスなんだし、挨拶ぐらいはしたことがある──と思うだろうが、どっこいそうじゃない。


    　君は、いつだってすました顔で、誰をも寄せ付けない高たか嶺ねの花だった。それはもちろん俺にだって例外じゃない。


    　まぁそれはともかく俺が言いたいのは、初めて君と出会った時のこと。


    　県立桜さくら庭ば高等学校、入試当日。


    　君はひどく青ざめた顔で、たった一人、昼休憩の時間になっても机から動かなかった。


    　初めはただ興味本位で観察していただけだったんだけれど、でも、小刻みに震える君の手を見た時、俺は思わず声をかけてしまったんだ。


    「すげー顔色」


    　それから短いやり取りがあった。


    　歓迎されていないことはすぐに分かったけど、でも、どうしても放っておけなかった。


    　だから渡したんだ、金平糖をただの一粒だけ。


    　金平糖、これから高校生になろうという人間が、金平糖て。


    　自分でも何をやっているかよく分かっていなかった。


    　でも君は、ただの一粒の金平糖を、まるで宝物のように口の中で転がして、そして──


    「とっても、甘かったです。ありがとうございました」


    　まったく自分の単純さが恨めしい。


    　まさか、ただ一度笑顔を向けられただけで、人生一度きりの初恋を使ってしまうなんて。


    　ともかくその後の受験の合否は……言うまでもないだろう。


    　それもこれも彼女と、俺の単純さのおかげだ。


    　なにはともあれ結果はオーライ、しかし父さんには謝るべきだろう。


    　だって俺は、佐さ藤とうさんにあんなことを言っておきながら、受験の後半戦、父さんのことなんて一ミリも考えていなかったんだから。


    　俺の頭の中を占めていたのは、たった一つのよこしまな理由。


    　──もう一度、彼女のあの笑顔を見たい。


    　ただ、それだけの理由だったのだから。
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    　俺、押おし尾お颯そう太たは〝cafe tutuji〟の店員──とはいっても給料は出ない──である以前に高校生である。


    　週末はカフェ店員だが、当然、休みが明ければ登校する義務がある。


    　……たとえ前日の寝不足がたたって、体調がすこぶる最悪だったとしても。


    　そしてたとえ、教室でひとり昼休みの喧けん騒そうに揉もまれながら、船をこぐ羽目になろうとも。


    「赤べこみてえ」


    　まどろみの中にいると、親友の三み園その蓮れんのバカみたいな笑い声が聞こえてきて、俺はにわかに覚かく醒せいする。


    　どうやらいつの間にか居眠りをしてしまっていたらしい。


    「……あれ、蓮？　次の授業は……？」


    「おーい寝ね惚ぼけてんなよ、もう昼休みだ」


    　そう言って蓮は机を挟んで対面に位置取り、購買から買ってきたらしいコロッケパンにかぶりついた。


    　……どうもここ数十分の記憶があいまいだ。結構な時間、うとうとしていたらしい。


    　しかし眠気は全く晴れない、未いまだ霞かすみでもかかったように頭がぼやあっとしている。


    「まだおねむかよ」


    「いやもうちょっと……本当にきつい……」


    「起きろ起きろ、なんで男の寝顔眺めながら飯食わないといけねーんだ」


    　もうひと眠り決め込もうとしたところで、乱暴に肩を揺さぶられて、無理やり起こされた。


    　起こしてもらっておいて理不尽なのは承知しているが、少しイラっとくる。


    「勘弁してくれ、寝不足なんだから……」


    「寝不足？　何か夜更かしするようなことでもあったか？」


    「……」


    　──好きな女の子と久しぶりに話ができたことにはしゃいでしまって、明け方まで眠れませんでした。


    　なんて口が裂けても言えるものか。


    　特に目の前の、下世話が服を着て歩いているような男には。


    「……別に、Iアイ TUBEチューブ見てただけ」


    「わはははは！　ド馬ば鹿かじゃん！　わはははは！」


    　馬ば鹿か笑わらいである。


    　お前にだけは言われたくない。


    　……というかお前、いつも深夜にＭＩＮＥマインで妙なアイチューバーの動画リンクを送りつけてくるくせに、人のこと言えたクチか。


    　内心そんなことを思いながら、馬鹿笑いをするヤツをかすむ眼めで睨にらみつけていると……


    「なあ颯そう太た、目が覚めること教えてやろうか」


    「……アイチューバーならもう間に合ってるぞ」


    「違う」


    「ドラマの話もグラドルの話もいらない」


    「それより目が覚める」


    「なんだよ」


    「向こう、見てみろ」


    「……？」


    　俺は眉まゆをひそめながら、横目でそちらを見やった。


    　すると……彼の言う通り、眠気が一瞬で吹っ飛んでしまった。


    　何故なぜならば──廊下側に座る俺たちとは真反対、窓のそばに佇たたずんだ佐さ藤とうさんが、すさまじい眼力で、じっとこちらを睨みつけていたからだ。


    　そりゃあもう、飛んでるハエさえ落としてしまいそうな、レーザーじみた熱視線である。


    「っ!?」


    　咄とつ嗟さに顔を伏せる、危うく心臓が止まるところだ。


    　そんな俺の慌てぶりがよほど面白かったのか、蓮れんが悪魔みたいに口元を歪ゆがめている。


    「……目覚めただろ？」


    　俺は咄嗟に蓮の方へ顔を寄せ、押し殺した声で言った。


    「いっ、いつからだ!?　佐藤さん、いつからああしてた!?」


    「かれこれ10分ぐらいは経ったか？　１ミリも動いてない」


    「じゅっ……!?」


    　俺は10分もの間、あの殺気さえ感じるほどの視線を浴びせかけられながら、呑のん気きに居眠りをしていたのか!?


    　そして佐藤さんは佐藤さんでどうしてそんな……


    「颯太さぁ、なんか佐藤さんに嫌われるようなことでもしたんじゃねえの？」


    　蓮がにたにた笑いながら言う。


    　瞬間、俺は全身からさああっと血の気が引くのを感じた。


    「……え？　なんで……？」


    「いやだって、あれぜってー怒ってるじゃん、〝塩対応の佐藤さん〟を怒らせるなんてよっぽどだろ、相当やべーことしたんじゃねえの」


    「ウソ……」


    　頭の中が真っ白になる。


    　今の心境を一言で表すなら〝世界の終わり〟って感じだ。


    「……佐さ藤とうさん、もうずっとあの調子だからな、皆もビビってるぜ、いつ事が起こるのかと……」


    　蓮れんの声がひどく遠くから聞こえる。完全に放心状態であった。


    　……やっぱり昨日のアレが気持ち悪がられたのだろうか……


    　そりゃそうか、ほとんど話したことのない女子を、部屋に連れ込んで、手まで触って……ケダモノと思われても仕方がない……


    「……ん？　おい颯そう太た、なんか佐藤さんがこっちに来て……ちょっ……！」


    　天国から地獄とはまさにこのことか。


    　好きな女子と話せて、昨晩あれだけはしゃいでいた自分が馬ば鹿かのようだ……


    「……うた、颯太……！　おい……！」


    　あー、消えたい消えたい。


    　確かに改めて考えると昨日の俺キモかったな。


    　死のう、死ぬか、死ぬしかないなこれ……


    「──押おし尾お君っ!!」


    　俺が絶望に沈んでいたその時、彼女の声が教室中に響き渡った。


    　我に返って面おもてを上げると、いつの間にか、すぐ傍そばで佐藤さんが俺を見下ろしている。


    　しんと静まり返った教室の中心で、佐藤さんはまるで他の全てが見えていない、とでもいうように、俺のことだけをただまっすぐ見つめ返す。


    　細い肩をぷるぷると震わせ、顔面をリンゴみたく紅潮させながら、彼女は──


    「ま、まままっ、ＭＩＮＥマインっ！　ＭＩＮＥのアイディー交換しないっ!?」


    　たいそう嚙かみまくりながら、そう言い放ったのだ。


    「えっ……？」


    　まったくの意表を突いた、その台詞せりふ。


    　そしてこの発言を受けてクラスの皆は両目を丸くして驚いていたわけだが、何を隠そう一番驚いていたのは俺である。驚きすぎて思考が停止してしまったほどだ。


    　この反応に、佐藤さんは「ち、ちがうのっ！」とわたわた身振り手振りを加えながら弁解を始める。


    「べ、別に私が押尾君とＭＩＮＥしたいわけじゃなくて……いや！　これは失礼だ！　ごめん噓うそ吐ついた！　すごくＭＩＮＥしたい……じゃなくて！」


    「……佐藤さん？」


    「ほ、ほら！　あの写真を送らないとなーと思って！　そう、そうだよあの写真！　覚えてるよね──」


    「佐さ藤とうさ──」


    　なんか分からないけど落ち着いて。


    　そう言葉をかけてあげようと思ったんだけど、機関車みたくしゅぽんしゅぽんと顔から湯気を噴き出しているように見える佐藤さんは、一向に止まる気配がなくて──


    「──昨日の夜！　押おし尾お君の家で、二人で自撮りしたやつ！」


    　ぴきりと、教室の空気が凍り付くのを感じた。


    　……この非常事態に、佐藤さんは気が付いていない。


    　むしろ「ようやく言えた」とでもいった風に、ほっと胸を撫なで下ろしてさえいる始末だ。


    　俺は助けを求めるように蓮れんを見る。


    　蓮はぽかんと口を開けたまま、こちらを見つめて、ただ一言。


    「やば……」


    　──こいつ親友ポジションのくせに馬ば鹿かで気も利かないから嫌いだ。


    　佐藤さんの発言をきっかけに、一斉にこちらへ集中する、クラスメイトたちの刺すような視線。


    　俺が泣きそうになっていることなんてお構いなしに、いよいよクラスメイトたちの間にざわめきが生じる。


    「ＭＩＮＥマインって、佐藤さんもＭＩＮＥやってんの？　意外……っていうか、なんで押尾に……？」


    「というかあの二人、仲良かったの？　佐藤さんが誰かと話してるところなんて見たことないんだけど……」


    「自撮りって言った？　家で？　それもう……」


    「……付き合ってるのかな、あの二人」


    　佐藤さんはしゅぽんしゅぽんと蒸気を噴き出すのに忙しいらしく、それらの声は聞こえていないようだったけれど、俺にはしっかりと聞こえてしまっているわけで、途端、かああああっ、と自らの顔面が急激に熱を持ち始める。


    　これはさすがに……耐え切れない！


    「──さ、佐藤さんっ！　喉のど渇かない!?」


    　椅い子すから立ち上がって、わざとらしく声を張った。


    　しかし一方で佐藤さんは、小動物みたいに可か愛わいらしい仕草で小首を傾かしげて……


    「……えっ？　別に渇いてないよ？　そ、それよりＭＩＮＥは……？」


    「そっかでも俺は渇いたな！　ちょっとジュース買いに行こうジュース！」


    「ＭＩＮＥ……」


    「行こうか！」


    　びっくりするぐらいこちらの意図を汲くみ取ってくれない佐さ藤とうさんを半ば強引に引っ張って、教室から逃げ出した。


    　背中に突き刺さる皆の視線が痛いが、それどころではない。


    　俺はずんずんと廊下を突き進んでいって、中央階段前の角を曲がり、更に別棟へと続く長い渡り廊下を直進。


    　そして人の気配が完全になくなったのを見計らって、深い溜ため息いきを吐ついた。


    「はぁぁぁぁぁ……」


    　まだ心臓がばくばくいっている。


    　あまりの恥ずかしさに死にかける、って本当にあるんだな。蓮れんにはあとでなんて言い訳をしようか……


    　なんて考えていた時のことである。


    「……押おし尾お君……」


    　後ろから今にも消え入りそうなぐらいかぼそい声がした。


    　なんの気なしに振り返ってみると……


    「うわっ！！？」


    　思わず悲鳴をあげてしまった。


    　何故なぜならば、佐藤さんが今までにないぐらいの記録的〝紅あかさ〟を叩たたき出して、ぷるぷると震えていたからだ！


    　ど、どうしたんだこれ!?　もしかして今になって自分がしでかしたことに気付いたのか!?


    　初めはそう思ったのだが、どうやら違うらしい。


    　彼女は片方の手の指で、もう一方の手を指し示して、ぼそりと。


    「その、手が……」


    「テガ……？」


    　視線を下ろして、そこでようやく気が付いた。


    　俺の右手が、彼女の真っ赤な左手をしっかりと握りしめていることに──


    「!?　あっ、ごっ、ごめん！」咄とつ嗟さに手を離す。


    　佐藤さんは、どこか熱に浮かされたような表情で自由になった手のひらを見つめていた。


    　うっ……夢中だったとはいえ、やっぱりいきなり手を繫つながれてキモかったのだろうか……!?　ああ、くそ、手汗とかかいてなかったよな俺!?


    　そんな風に葛かつ藤とうしていると、今度は……


    「うぅ……」


    　これは一体どういうことだろうか。


    　あれだけ紅潮していた佐藤さんの顔面が見る見るうちに蒼そう白はくになっていき、今度は今にも泣き出しそうな顔で俯うつむいてしまったではないか。


    　あまりの急変に、こちらは戸惑うしかない。


    「えっ、ちょ、佐さ藤とうさんどうしたの……？」


    「う、ううう……」


    　尋ねても、どうやら涙を堪こらえるので手一杯らしく、猫みたいに唸うなるだけだ。


    　……無理やり手を繫つながれたのが、泣くほど嫌だったのだろうか……？


    　誰もいない廊下で、ハラハラしながら彼女の言葉を待ち続けると、佐藤さんは震える声で零こぼす。


    「……ごめんね押おし尾お君……やっぱり、いきなりＭＩＮＥマインを交換しようなんて嫌だったよね……」


    　……あ、そっち!?


    「い、いや！　嫌だなんて、そんなことないよ！」


    　上目遣いにこちらを見つめてくる佐藤さんへ、俺はなんとか身振り手振りで「そんなことは微み塵じんも思っていない」とアピールする。


    「……でも押尾君、ＭＩＮＥ交換しようって言ったら話逸そらしたし……遠回しに断りたかったんじゃ……」


    「う────ん……」


    　なるほど、そういうふうに捉とらえるのかぁ……


    「いや、あれはその、皆の前でＭＩＮＥを交換するのが恥ずかしかっただけで……」


    「……？　でも、皆は教室でＭＩＮＥ交換してない……？」


    「う──────ん……」重ねて唸る。


    　佐藤さん、若干空気が読めないというか、コミュ障の気けがあるような……


    　まぁ、ともかく！


    「──嫌じゃないよ、むしろ嬉うれしい」


    　佐藤さんから連絡先の交換を提案してくれたのは素直に嬉しい、これは偽らざる本音だ。


    　そりゃあもう、それこそ天にも昇るぐらい嬉しいに決まっている！


    「本当に……？」


    　佐藤さんが雨に濡ぬれた子犬のように不安げな表情で問いかけてくる。


    　何度聞かれようとも答えは同じだ。


    「ホント。交換しようよ」


    　俺は自らのスマホをポケットから取り出す。


    　すると彼女は、まるで春に花が開くように、ぱああっと笑顔を咲かせて。


    「──うんっ！」


    　そりゃあもう子どものように無邪気に、首を縦に振った。


    「……っ」


    　無む垢くな笑顔にあてられて、俺の中で余計な勘違いが芽生えてしまう。


    　……ああ、もう俺というやつはなんてガキなんだ。


    　さっき佐さ藤とうさん自身が言っていただろう、昨日撮った写真を送るためだと。


    　今時の女子高生なら皆ＭＩＮＥマインぐらい普通に交換する。それに、佐藤さんは友達を欲しがっていた。俺はめでたくその第一号に選ばれたというだけ。


    　だから、あんまり見苦しい勘違いはするんじゃない。


    　ただ少し微笑ほほえみかけられて、ＭＩＮＥを交換しようと言われただけで……


    　──もしかしたら佐藤さんは俺のことが好きなんじゃないか、なんて、そんな勘違いは──


    「……これが俺のＩＤ、登録してもらってもいい？」


    「わかった！」


    　こちらの心境を知ってか知らずか、佐藤さんは「ふんす」と鼻を鳴らして、俺の差し出したスマホの画面を熱心に見つめながら、自らのスマホを操作し始める。


    　そんな彼女を見つめていると胸が締め付けられたが、なんとか悟られないように微笑みは崩さなかった。


    　……彼女は、〝塩対応の佐藤さん〟は、今ようやく自分の意思で変わろうとしているのだ。


    　分厚い殻を破り、友達を作ろうと努力している。


    　俺はあくまでその足掛かりとなる〝最初の友達〟であり、それ以上でもそれ以下でもない。


    　ここで俺が彼女への好意を明かしたら──彼女はきっと、とても困る。だから……


    　ぽこん。


    　俺のスマホが間抜けな声で鳴いて、佐藤さんの友達申請を報しらせてきた。


    「……できた！」


    　佐藤さんがいかにも嬉うれしそうにそれを報告してくる。


    　俺はそんな彼女に向かって、友達として微笑みかけた。


    　……今はまだ無理かもしれないさ。


    　その綺き麗れいな髪の毛に触れることも、華きや奢しやな身体からだに手を添えることも、向日葵ひまわりのような笑顔を好きなだけ見つめることも。


    　──でも、悪いが俺は君を１ミリも諦あきらめちゃいない。


    　そうとも、人生一度きりの初恋をこの程度で諦めてたまるものか、男子高校生を舐なめるな。


    　いつか必ず意識させてみせる、振り向かせてみせる。


    　だから今はまず、友達からだ。


    「よろしくね、佐藤さん」


    　そう言って、俺は彼女をＭＩＮＥの〝友達〟に追加する。


    　それから間を置かず、ぽこん、と間抜けな音が鳴って、俺のスマホがＭＩＮＥのメッセージを受信した。


    〝佐藤 こはるさんから　新着のメッセージが届いています〟


    「……？」


    　不思議に思いながらも、ＭＩＮＥマインのトーク画面を開く。


    　すると、可か愛わいらしいポメラニアンのアイコン──佐さ藤とうさんの飼い犬だろうか──から、吹き出しが伸びており、そこにはこうあった。


    〝放課後一緒にタピオカミルクティー飲みに行きませんか？〟


    　更にメッセージを読み終えたあたりで、続けざまにデフォルメされたポメラニアンが前足で顔を覆って恥ずかしがるスタンプが送られてくる。


    　俺はこのメッセージを送ってきた張本人を見た。


    　佐藤さんは──スタンプのポメラニアンと同じく、真っ赤な顔をスマホで隠している。
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    「……」


    　……こんなに可愛い生き物を前にして、果たして俺はいつまでただの〝友達〟を続けることができるのだろうか。


    



    　その後、俺たちが教室へ戻って、皆からどれだけの注目を浴びたのか、あえては語らない。


    　……というか思い出したくない。


    　そんなことを綴つづったところで俺が羞しゆう恥ちで死にたくなるだけで、誰も得をしないからだ。


    　ただ、これだけは言っておこうか。


    　俺が自らの席へ戻った時、ちょうどコロッケパンを食べ終えたらしい三み園その蓮れんは、深くは追及せずに俺の肩をぽんと叩たたいて、


    「やるじゃん」


    　ただそれだけ言って、入れ替わりに自分の席へと戻っていった。


    　アイツは馬ば鹿かで気も利かない、でも、間違いなく俺の親友だ。


    　──まぁ、そんなこんなで退屈な授業も終わり、放課後、待ちに待った放課後である。


    　俺と佐さ藤とうさんは視線の集中砲火に晒さらされながら、そそくさと教室を抜け出し──そしてやってきたのだ。


    「相変わらず、すごい行列だな……」


    　店内だけに収まりきらず、歩道まで伸びる大だい蛇じやのような行列を見て、俺は感嘆の声を漏らす。


    　いつも遠目に眺めていたソレにまさか自分が加わる日がくるなんて……分からないものだ。


    　店の名前は〝ティー・パール〟。


    　連日行列のできる、この町唯一のタピオカミルクティー専門店だ。


    「お、押おし尾お君っ!?　タピオカミルクティーだよ！　あの！　噂うわさのっ！　とっても映ばえるっ……！」


    「佐藤さん落ち着いて」


    　彼女は行列を前にしてすっかり興奮しきってしまっているようで、きらきらと目を輝かせながら、しきりにふすふすと鼻を鳴らしている。


    　……まるでおもちゃ屋に連れてこられた子どものようだ。


    「……でも結構並んでるよ、大丈夫？」


    「大丈夫！　ここまで来たら帰れないもん！」


    　変わらず、ヤカンか何かみたいにふすんふすんと鼻を鳴らし続ける佐藤さん。


    　しかし途中で何かに気が付いたようにぴたりと動きを止めて……


    「……あ、ごめん……押尾君までこの行列に付き合わせちゃうのは悪いよね……」


    　自分で言っておきながら、露骨にしょんぼりする佐藤さん。


    　……変なところで律儀だな。


    　俺はふう、と一つ溜ため息いきを吐ついて、くるりと踵きびすを返す。


    「早く並ぼう、喉のど渇いちゃったし」


    　そして、列の最後尾に向かって歩き出した。


    　佐藤さんは一度驚いたように目を丸くして、それから慌てて俺の後ろについてくる。


    「お、押尾君いいの!?　結構並んでるよ!?」


    「それさっき俺が言ったやつ。いいよ、ここまで来たら帰れないからね」


    「でも……」


    「俺だって飲んでみたいよ、話題のタピオカミルクティー。それに──佐藤さんのためだから」


    　ぱたぱたぱた、と重なっていた二つの足音が、突然一つになった。


    　不思議に思って振り返ってみると、少し後ろの方で、佐さ藤とうさんがぽかんとした表情を晒さらしている。


    「……？　どうしたの？」


    「え、だって、その、今……押おし尾お君、私のためって……」


    「うん、言ったけど」


    「え、だって、それって、つまり……」


    　彼女の声が震えて、頰ほおが赤らんでいく。


    　その反応の意味は分からないが、俺は答えた。


    「うん、佐藤さんがミンスタグラマーになるために必要なことだもんね、分かってるよ、もちろん協力するから」


    「えっ？」


    「えっ？」


    　今度は、お互いが間の抜けた顔を見合わせる羽目になった。


    「え？　佐藤さん、タピオカミルクティーをミンスタにあげたかったんじゃないの？」


    　……うん？　とリスみたく小首を傾かしげる佐藤さん。


    「だから、最近話題のタピオカミルクティーの写真を使ってミンスタのアカウントを立ち上げるって、そういう作戦でしょ？」


    「……あっ」


    　なんだろう、その「今思い出した」みたいな「あっ」は。


    　少なくとも俺はそういう認識でここへ来たんだけど。


    　しかし、あれだけ全身を強こわ張ばらせていた佐藤さんは、俺の言葉を聞くなりしおしおと萎しぼんでいって、最終的にはがっくりと項うな垂だれながら……


    「ウンソウダヨ……」


    　佐藤さん史上最も小さな声で、それを肯定した。


    　……？


    　なんでそんなに憔しよう悴すいしきったような表情？


    　でもまぁ、引っかかるところはあるけど、本人がそう言うならそうなんだろう。


    　あぁ良かった、危うく「佐藤さんが純粋に俺を放課後デートに誘った」なんて愉快すぎる勘違いをするところだった。


    　これはあくまで〝佐藤さんミンスタグラマー化計画〟の一環なのだ。


    　浮かれるな浮かれるな。


    「じゃあとりあえず並ぼうか、佐藤さん」


    「ナラボウネ……」


    　佐さ藤とうさん、さっきまでの元気は一体どこへ……？


    　ともかく、どうしてかそんな風に萎しおれてしまった佐藤さんと二人で、列の最後尾へと並んだわけだが……


    「あつい……」


    「あついね……」


    　下校時刻とはいえ、季節は初夏だ。


    　まだまだ高い位置にある太陽が、アスファルトに反射して、行列をじりじりと焼いている。


    　冷たい飲み物を買うための行列で暑さに晒さらされるというのは、なんだか本末転倒な感じだ。


    　もちろん、退ひくわけにはいかない、いかないのだが……一つ問題が発生した。


    　──改めて確認するが、タピオカミルクティーとは巷ちまたの女子高生に人気のドリンク兼スイーツである。


    　連日テレビやＳＮＳで取り沙ざ汰たされ、今最も映ばえるドリンクと言っても過言ではない。


    　ゆえに、タピオカミルクティー目当てのこの行列は、９割近くが女子高生によって構成されており、つまり何が言いたいのかというと……


    「──いーや、マジあっついねー脳みそ溶けそー」


    「ねー、見てよコレー、びしゃびしゃ」


    「あはは、ウケる、みーこ滝みたい」


    　俺と佐藤さんの前に並ぶ女子高生の３人組が、けらけら笑いながら、スカートをうちわ代わりにぱたぱたやったり、ワイシャツの襟えり元もとから汗ばんだ胸元を覗のぞかせたりしている。


    　いわゆる〝女子高ノリ〟というやつだろうか。


    　そういうことが、目の前で起こってしまっているのだ。


    「……押おし尾お君」


    　目のやり場に困っていると、おもむろに佐藤さんから名前を呼びかけられる。


    「うん？　どうしたの？」


    　振り返ってみれば、佐藤さんは上目遣いに、こちらをじっと睨にらみつけながら……


    「呼んでみただけ」


    「……だけって顔じゃないんだけど、どうしたの？」


    「そうだ、にらめっこしよ」


    「マジでなんで？」


    　前々から分からない子だなぁとは思ってたけど、今回ばかりは本気で意味が分からない。


    　そして、そんな眉み間けんにシワを寄せながらにらめっこを提案してくる人、初めて見たよ。


    「私、にらめっこ強いから」


    「まずにらめっこする女子高生を初めて見たんだけど……」


    「にーらめっこしーましょー」


    「ああ、もう……えーと、あっぷっぷ！」


    　仕方なく渾こん身しんの変顔を作る。


    　これに対してにらめっこ強者、佐さ藤とうさんのアンサーは……


    「……」


    　一体どういうおつもりなのか、眉み間けんにシワを寄せたまま、上目遣いでこちらを睨にらみ続けている。それはもう「お前の一挙一動を見逃さないぞ」といった調子で。


    　……なにこれ？　もしかして俺の知ってるにらめっこと違うゲーム始まった？


    　一人、そこはかとない羞しゆう恥ちを感じ始めた時のことだ。


    　ふいに、前の女子高生３人組の内一人が……


    「あはは、みーこブラ透けてるんですけど！」


    　──男とは悲しい生き物である。


    　たとえ相手が初対面であろうと、隣に初恋の人がいようと、それは本能に刷り込まれてしまっているのだ。


    　俺はほとんど反射的に、女子高生３人組の方へ横目をやろうとして──


    「──だめなんですけど！！！！」


    「痛っ!?」


    　ぱしぃぃぃぃん！


    　怒声とともに振り抜かれた佐藤さんの稲妻のような右手が、俺の鼻の付け根をしたたかに打った。痛い、びっくりするぐらい痛い。


    「お、おおおっ……佐藤さん、なんで……!?」


    　俺が涙目になりながら尋ねると、佐藤さんは肩をぷるぷると震わせながら、


    「だめ!!　なんですけどっ！！！！」


    　何が駄目なのかは分からないが、たいそうご立腹のようであった……


    



    　そんなこんなで、西日に焼かれながら待つこと30分。


    　多少のトラブル──しっかり書けば佐藤さんの奇行──こそあったものの、俺と佐藤さんはいよいよ、それを手にすることが叶かなったんだ。


    「お待たせいたしました！　アッサムミルクティーブラックパールタピオカ＆ミルクフォームトッピングでございます！」


    　店員のお姉さんが[image: ]点の営業スマイルで、その呪じゆ文もんのようなオーダーを復唱し、俺と佐藤さんにそれぞれ一つずつソレを手渡してくる。


    　透明なカップに満ちるミルクティー、その上にふわりと乗っかった雲のように軽いミルクフォーム。


    　そしてカップの底で僅わずかな透明感をもってベージュ色のミルクティーとのコントラストを成す黒い真珠たちこそが、このドリンク兼スイーツの主役。


    　──すなわちタピオカである。


    「……」


    　これを受け取った佐さ藤とうさんは、それこそタピオカみたいに黒くてまん丸な目を更に丸くして、ほ──と細く息を吐いた。


    　……どうやら感動しているらしい。


    「押おし尾お君、これがタピオカミルクティーだよ……！」


    「知ってるよ」


    　あまりにも子どもっぽい彼女の仕草に、思わず笑みがこぼれてしまう。


    　クラスの皆は知らないんだろうな。


    　教室であれだけ澄ました顔をしている〝塩対応の佐藤さん〟が、タピオカミルクティー一つで、こんなにもきらきらと目を輝かせるなんて。


    　そう考えると、少しだけ優越感を覚える。


    「お、押尾君っ！　これ、これ！　どうやって撮ったら映ばえるのかなっ!?」


    　佐藤さんはいかにも興奮している様子で、もう少ししたらその場でぴょこぴょこ跳ね出しそうな勢いだ。


    　……それはそれで見てみたいな、なんて思いつつも、今の彼女に意地悪をするのは気が引けたので、早速〝映ばえるタピオカミルクティーの撮り方講座〟を開講する。


    　まぁ、講座というほど大したものでもないけれど。


    「やっぱり一番無難なのは看板をバックに撮る方法かな」


    「看板を、バックに？」


    「うん、見てみなよ」


    　佐藤さんに周りを見るよう促す。


    　見ると、先にミルクティーを購入した女子高生たちは、皆が示し合わせたように〝ティー・パール〟の看板を見上げて、カップを高く掲げ、そしてもう片方の手でスマホを構えている。


    　中には反対側の歩道にまではみ出したせいで、誘導員のおじさんに注意されている一団の姿さえ見受けられた。


    「ああいうふうに店の看板とカップを同じフレームに収めるんだよ、タピオカミルクティーはそれそのものよりもどこのタピオカミルクティーか、っていう方が重要だから」


    「ミンスタグラマー押尾君だ……！」


    　きらきらと、尊敬のまなざしをこちらへ向けてくる佐藤さん。


    　まぁ、俺はあくまでカフェの宣伝用にアカウントを持ってるだけだから、自身がタピオカミルクティーの写真をアップしたことはないけれど、それでも日常的にミンスタに触れているとそれぐらいの情報は自然と流れてくる。


    「特に難しい構図でもないし初心者向けだよ、あんまりスマホを覗のぞき込みすぎて人にぶつかったりしないようにだけ、気を付けてね」


    「うん！　分かった！　撮る！」


    　ふんす！　と鼻を鳴らして、小走りで看板が撮れそうな位置まで走っていく佐さ藤とうさん。


    　俺はそんな小動物じみた彼女の仕草を眺めながら、ストローに口をつけた。


    「……あ、美お味いしい」


    　これは味にうるさい女子高生たちが夢中になるわけだ。


    　固すぎず柔らかすぎず、歯に心地よい弾力を伝えてくれるタピオカもさることながら、思ったより甘さ控えめのミルクティーがいい。


    　この香り高さは、きっといい茶葉を使っているのだろう。


    　今度個人的に作ってみようか……うまくいったら、父さんに頼んでメニューに加えるのもありだな……


    　なんて考えていると、佐藤さんがペンギンみたくこちらに走り寄ってきて、


    「撮れたよ！　見て押おし尾お君！」


    「……いや早いな」


    　もうこの時点でちょっと不安なんだけど。


    　しかし佐藤さんはいかにも自信ありげに胸を張って、スマホを差し出してくる。


    　さていかがなものかと思えば、案の定……


    「うーん……」


    　純粋に、ヘタだった。


    　位置取りを失敗しているので、西日によってタピオカミルクティーがほとんど光になっている。


    　加えて肝心のタピオカミルクティーにピントが合ってない。


    　何故なぜか彼女の白くて細く、そして緊張か何かでガチガチに力のこもった腕へピントが合っている。


    　ほとんど光と化したタピオカミルクティーのカップを天高く掲げる腕……


    「……洋画のポスター？」


    「えへへ、そんなに褒ほめられると照れるよ押尾君！」


    　全然褒めてないんだけれど……


    「いや……うん、これはちょっと映ばえないかな……」


    「そんな!?」


    　……逆になんでいけると思ったんだ。


    　さてどう説明したものかな、と頭を悩ませていると……


    「──お───！　みーこすごい！　さすが巨乳！」


    「は、早く撮って！　動画で撮って！　これ結構きついから！　あとおっぱいが冷える！」


    「アハハハハ！　マジでサイコーでしょ！」


    　ティー・パールから少し離れた一角で、なにやら盛り上がっている一団がある。


    　なんの気なしにそちらへ目をやってみると、さっき俺たちの前に並んでいた女子高生３人組の内一人が、タピオカミルクティーを使って、噂うわさの〝アレ〟をやっているじゃないか。


    「うわ、マジでアレできる人いるんだ……」


    「アレ？」


    「いわゆる〝タピオカチャレンジ〟ってやつだよ、佐さ藤とうさん」


    　──タピオカチャレンジ。


    　世間一般のタピオカミルクティーブームの傍ら、ＳＮＳ上から生じた奇妙な試み。


    　それは、女性がその胸の上にタピオカミルクティーのカップを置いて、手を使わずにストローからタピオカミルクティーを飲むという、いかにも俗っぽいゲームである。


    　その特性上、相当に胸の大きな女性しかこれを成し得ないわけだが……


    「すご……」


    　自然とそんな声が漏れてしまった。


    　道行く男性諸君も、思わずこれを二度見してしまっている。


    　行儀が悪いとか、そんな上っつらの感想よりも先に視線が引き寄せられてしまう。


    　あれはもう一種の曲芸だ……


    　が、「あんまり女性の胸をまじまじと見つめるのは良くない」という当然の事実にはたと気付いて、佐藤さんの方へと向き直った。


    「ああ、ごめん佐藤さん、で、さっきの写真なんだ……け、ど……？」


    「……」


    　なんだろう、佐藤さんの様子がおかしい。


    　ほっぺを丸く膨らませて、何か言いたげな表情で、上目遣いにこちらを睨にらみつけている。


    　謎なぞの反応にこちらが困惑していると、佐藤さんは押し殺したような声で、


    「……押おし尾お君は、おっぱいの大きい方が、好きなの？」


    　と、尋ねてくる。


    　その質問の意図を少し考えてから、俺の全身からさあっと血の気が引いた。


    　……まさか、あんまり女子の胸をじろじろ見ていたせいで不潔だと思われた!?


    「ご、ごめん、噂にだけは聞いたことがあったんだけど、まさか本当にできる人がいるとは思わなかったから、つい……」


    　ああ、俺というやつはなんて浅はかなんだ！


    　そりゃそうだ、そんなスケベ丸出しのヤツが隣にいるなんて、佐藤さんだってイヤに決まっている！


    　彼女にだけは絶対に嫌われたくないのに……終わった……


    　そんな絶望感が俺の中を満たそうとした、その時。


    「……私もできるもん」


    　佐さ藤とうさんの口から飛び出したのは意外にも侮ぶ蔑べつの言葉ではなく、そんな一言であった。


    「……え？」


    「できるもん、タピオカチャレンジ……」


    「えっ、それはちょっと……」


    　それはちょっと無理じゃないかな……と言いかけて、慌てて口を噤つぐんだ。


    　馬ば鹿かか！　デリカシーがないにもほどがある！


    　しかし現実問題として、おそらく佐藤さんにタピオカチャレンジは不可能だ。


    　そりゃ、佐藤さんの胸にも女性らしいふくらみはあるし、それは平均よりやや大きめかもしれないけど……さすがに……


    　と、ここまで考えたところで、自分が初恋の人の胸をまじまじと見つめてしまっていることに気付き、赤面した。


    「できるもん！　やるもん！　映ばえるもん！」


    　一方で佐藤さんは何故なぜかムキになってしまっているし、もうなにがなんだか分からない。


    「ちゃんと見ててね！」


    「ちょ、ちょっと佐藤さん……！」


    　とりあえず止めようとしたが、時すでにおそし。


    　佐藤さんがタピオカチャレンジを実行するべく、大きく胸を反り、そしてその盛り上がった双丘の上に、カップを配置したのだ。


    　──こぼれる！


    　一瞬、佐藤さんがワイシャツをびちゃびちゃに濡ぬらして涙目になるビジョンが脳裏をよぎったが……


    「お、おおっ……!?」


    　思わず感嘆の声を漏らしてしまった。


    　こぼれない。カップは、危うげながらも確かに佐藤さんの胸の上で固定されている。


    　佐藤さん、意外と着き[image: ]やせするタイプなのか……!?


    「ど、どう、押おし尾お君……!?」


    　苦しげな、絞り出すような声が聞こえたので視線を上げてみると、佐藤さんはその無理な体勢のせいかふるふると声を震わせながらも、俗に言うドヤ顔でこちらを見下ろしている。


    　すごい、これは本当にすごい！


    　下心さえ忘れて、純粋に拍手を送ろうとしたその時──しかし、あることに気付いてしまう。


    　大きく反った、ワイシャツ越しの彼女の胸部。ここへ結露したカップの水滴が染み込んで、色々と透けてしまっている。


    　あっと思った次の瞬間、道行くサラリーマンの一人がこちらへ振り向こうとして──


    「──佐さ藤とうさんっ!!」


    　俺は、ほとんど反射的に声をあげてしまっていた。


    「えっ……？　うわっ!?」


    　これに驚いた佐藤さんが、バランスを崩して後ろへ仰のけ反ぞる。俺は慌てて身を乗り出し、伸ばした腕で彼女の華きや奢しやな身体からだを支えた。


    　時間が止まる、頭の中が真っ白になる。


    　強い西日に晒さらされながら、ゆっくりと、氷が解けるように現状を理解し始める。


    　俺は今、佐藤さんを抱きかかえていた。


    「……」


    「……」


    　お互いがその体勢のままで固まり、無言で見つめ合った。


    　顔が近い、ワイシャツ越しに彼女の熱を感じる。


    　佐藤さん、腰、細……


    「……ごめん」


    「……こちらこそ」


    　遠巻きにこちらを眺めていた女子高生３人組の内一人が「……あれ、今度彼氏にやろ」と呟つぶやいているのが聞こえた。


    　恥ずかしさで、死にそうだ。


    



    「……」


    「……」


    　夕焼けの中、ティー・パール前のベンチに二人並んで座り、ちうちうと、それぞれのミルクティーを吸う。


    　ただ無言で、時間をかけて、少しずつ、少しずつミルクティーを吸う。


    　目に見えて減っていくミルクティーは、俺と佐藤さんが無言でいられるタイムリミットだ。


    　……そして、もうすぐなくなる。


    　僕と佐藤さんのストローが、同時に、ずず、と空気を含んだ音を鳴らした。


    「……」


    「……」


    　……気まずい。


    　佐藤さんの顔が直視できない。


    　未いまだかつて、こんなに気まずい時間があっただろうか……


    　佐さ藤とうさんも佐藤さんで気まずさは同じらしく、ストローでかき回して、カップの中の氷をいじくっている。


    　顔は……見えない。


    　明らかに不自然に、顔だけがそっぽを向いている。


    　……嫌われた。


    　間違いない、完全に、嫌われた。


    　妙に身体からだが冷えるのは、きっと冷たいミルクティーを飲んだせいだけではないだろう。


    「……」


    　……俺は、どうしようもなく女々しい。


    　すでに嫌われていることなんて分かり切っているのに、言えない。


    　これ以上嫌われたくない、なんて情けない気持ちが俺の喉のどにフタをしていて、その言葉が出てこない。


    　ただ一言、「佐藤さん、さっきはごめん」の一言が。


    「さ……」


    　意を決して、引きつる喉からなんとか言葉を捻ひねり出そうとする。


    　しかし俺はその喉まで出かけた言葉を呑のみ込んだ。


    　何故なぜか？　それは、佐藤さんの肩が小刻みに震えているのを見てしまったからだ。


    「佐藤さん……？」


    「っ……」


    　名前を呼びかけられて、佐藤さんがびくりと身体をこわばらせる。


    　えっ、佐藤さん、泣いて……


    「……ごめん、本当に……ごめんね、押おし尾お君……」


    　佐藤さんが震える声で弱々しく紡いだのは、どういうわけか、謝罪の言葉だった。


    「私……やっぱり、ダメみたい……何をやっても失敗しちゃう……」


    　彼女の細い指が力なくストローをなぞり、中の氷がかしゃりと音を立てる。


    「ダメだね、私……わざわざ押尾君が手伝ってくれても、皆と同じこともできない……このタピオカミルクティーだって、まだ一枚もちゃんと写真を撮れていないのに、飲んじゃった……」


    　ストローをなぞる指が震えている。


    　彼女の頭が僅わずかに俯うつむく。


    　そして今にも彼女の大きな瞳ひとみからひとしずくのソレがこぼれそうになったその時──


    「──佐藤さん」


    　考えるよりも先に身体が動いていた。


    　俺は二人の間に空いた距離を一気に詰めて、佐藤さんへ肩を寄せる。


    「えっ、ちょっと、押尾君、今は……っ」


    　佐さ藤とうさんが自らの顔を覆おうとする。


    　俺はそんな彼女の手を取って、カラになったタピオカミルクティーのカップを、高くかざした。


    「何をっ……」


    　戸惑う彼女の、もう片方の自由な手を取って俺のスマホを握らせる。


    　そして──


    　ぴこん。


    　俺のスマホが間の抜けた音を鳴らして、その光景を切り取った。


    「……さっき言ったじゃん、タピオカミルクティー自体じゃなくて、どこのタピオカミルクティーなのかが重要なんだって」


    　佐藤さんがスマホのディスプレイを覗のぞき込んではっと息を呑のむ。


    　そこには──ティー・パールの看板をバックに、氷の中へ夕ゆう陽ひを通して煌きらめく、透明のカップが映っていた。


    「綺き麗れい……」


    　夢見心地に呟つぶやく佐藤さん。


    　俺はそんな彼女の無邪気な反応をくすりと笑う。


    「あんまり自分のことをダメとか言っちゃダメだよ、そんな佐藤さんのことを好きな人だって、きっといるんだから」


    「……いないよ」


    「いるよ、絶対に、いっぱい」


    　少なくとも、ここに一人。


    「いっぱいなんていらないよ……私は、ただ……」


    　佐藤さんはそこまで言ってから、何やら苦しそうな表情でそれきり口を閉ざしてしまった。


    　静寂の中、わずかに聞こえる女子高生たちの談笑の声が、いやに遠く感じる。


    　そしてしばしの沈黙ののち、佐藤さんはゆっくりと口を開いて、


    「……今度の、土曜日」


    「うん？」


    「今度の、土曜日……」


    　もう一度繰り返し、大きく深呼吸。


    　それからこちらへ向き直ると、


    「──こっ、今度の土曜日にロールアイスを食べに行こうと思うの！　良ければ押おし尾お君もついてきてくれないかなっ！」


    　彼女は早口でまくし立てるように言い、恥ずかしさからか、それとも断られるかもしれないという思いからか、顔を伏せた。


    　それは友達に向けるものとは思えないほど、切実な願い。


    　不安なのだろうか、心細いのだろうか、細い肩が小刻みに震えている。


    　そんな様を見ると、くっと胸が締め付けられたが、しかし──


    「……ごめん、その日は用事があるんだ」


    　この時、佐さ藤とうさんがどんな顔をしていたのか、俺は分からない。


    　でも一つ確かなこととして……彼女の肩は、すでに震えていなかった。


    「で、でも心配しないでよ、佐藤さんはこんなに映ばえる写真が撮れるんだもん、俺の助けなんてなくても、きっと……」


    　よした方がいいと頭では分かっているのに、口が勝手に言葉を重ねてしまう。


    　すると佐藤さんはおもむろに面おもてを上げて、どこか弱々しく微笑ほほえみ返し──


    「……ううん、こっちこそごめん、ちょっと急すぎたね」


    　夕焼け色に染まる彼女の微笑みを見たその時、俺は自分の胸が圧おし潰つぶされるような感覚を覚えた。


    　その笑顔は……


    　そんなこちらの心境を知ってか知らずか、佐藤さんはベンチから立ち上がり、そして言う。


    「──今日はありがとう押おし尾お君、じゃあ帰ろうか」


    　夕ゆう陽ひの中で、踊るようにこちらを振り返る彼女。


    　その様はひどく美しくて、ひどく儚はかなげで、そして……どこか悲しげであった。


    



    　土曜日。


    　時刻は夕方の５時を回り、俺は今ようやく今日のカフェ業務の全てを終了させた。


    「よし、片付け終わりっと……父さん紅茶いる？」


    　エプロンを外しながら尋ねたが、返事が返ってこない。


    　不思議に思って見てみると、キッチンの方で父さんがアブドミナル・アンド・サイで強きよう靭じんな下半身を強調している。


    　……？


    　いる、って意味だろうか？


    　まぁいいか、とりあえず父さんの分も用意しよう。


    　俺は紅茶を淹いれ始めた。


    　──佐藤さんと〝ティー・パール〟へ行ったあの日から５日。


    　あれから俺と佐藤さんは一度も言葉を交わしていない。


    　まるであの日の〝ＭＩＮＥマイン騒動〟が噓うそだったかのように、学校での佐藤さんは以前と同じく〝塩対応の佐藤さん〟として振る舞った。


    　誰の手も届かない高たか嶺ねの花……当然、俺も例外じゃない。


    　どうしてそうなったのかは分からない。


    　でも、間違いなく決定的だったのは最後の会話だったように思う。


    　──こっ、今度の土曜日にロールアイスを食べに行こうと思うの！　良ければ押おし尾お君もついてきてくれないかなっ！


    　彼女の必死に吐き出した言葉が、脳裏によみがえる。


    　俺は、どう答えるのが正解だったのだろうか。


    　……いや、そもそも正解なんてなかったのかもしれない。


    　別に彼女が一人だったところで、写真が撮れなくなるわけではない。


    　俺が佐さ藤とうさんの誘いを断ったことが佐藤さんを変えたと考えること自体、たいへんな思い上がりなのかもしれない。


    　彼女はきっと以前と同じく学校では〝塩対応の佐藤さん〟として振る舞いながら、週末はオシャレなカフェを巡って、写真を撮り溜ため続ける。


    　彼女の撮影センスのなさからすると初めこそ苦労するだろうが、何度か繰り返すうちに少しずつ上達していくはずだ。


    　そしていつかはその写真をミンスタにアップして、それを見たクラスメイトたちが佐藤さんに対する認識を改め、友達もできる……


    　ほら、なんの問題もない。


    　……それで問題があるのは、俺だけだ。


    「……」


    　茶葉を蒸している間、考える。


    　佐藤さんは可か愛わいい。


    　顔かたちはもちろんのこと、たまに笑った時の表情や、意外と子どもっぽいところや、細かな仕草など、知れば知るほど、彼女の魅力に気付かされる。


    〝塩対応の佐藤さん〟という不名誉な称号さえなくなれば、彼女にはきっと友達がたくさんできるし、たいそうモテるだろう。たとえばサッカー部とかバスケ部とかの爽さわやかなイケメンたちに告白されたりして……


    　……自分で想像しておきながら胸が苦しくなった。


    　馬ば鹿かだな、俺は。


    　なんて思いながら、俺はポケットからスマホを取り出し、ミンスタのアプリを立ち上げて、何百回と見たそのページを開く。


    　──それは、あの日の夜に登録したらしい、佐藤こはるのミンスタアカウント。


    　フォロワー数０、総写真投稿枚数０枚。


    　プロフィール写真さえ設定されていない、まっさらなアカウント。


    　……彼女はきっと知らなかったのだろう。


    　ミンスタにはＭＩＮＥマインとの連携機能があり、アカウントを作った際、自動でＭＩＮＥの友達へ通知がいくことを。


    　今日も、総写真投稿枚数は０枚のまま動いていない。


    「……ははっ」


    　自身のあまりの女々しさに、思わず乾いた笑いがもれた。


    　まさか今日も写真が投稿されていないことに、安あん堵どしてしまうなんて……


    　仕方がない、仕方がないんだ。


    　そんな風に自分に言い訳をしながら紅茶を淹いれ、テラス席で待つ父さんの下もとへ向かうと──


    「筋肉が泣いてるね」


    　ガーデンチェアに深く腰掛けた父さんが、あまりにも意味不明なことを言うので、


    「は？」


    　思わず、素の反応を返してしまった。


    　何言ってんのこの筋肉ダルマ……


    「……筋肉がなんだって？」


    「筋肉が泣いていると言ったんだよ」


    「輪をかけて意味が分からない」


    　実に優雅な所作で、ティーカップに口をつける父さん。


    　……おい、飲んでないで答えろ。


    「颯そう太たよ、私は咲さき子こ……母さんに先立たれてから、男手一つでこの〝cafe tutuji〟と颯太を守ってきた。どちらも母さんの残してくれた、かけがえのない大事なものだ」


    「それは……本当にありがたいと思ってるけど、どうして今その話？」


    「私にこのカフェと颯太のことで知らないことは何もないのさ」


    「だから何を……」


    「──颯太、私と〝cafe tutuji〟のために、好きな子のことを諦あきらめようとしているだろう？」


    「……」


    　きゅっと口を噤つぐむ。しかしその反応がなによりの肯定であった。


    「……どうして、それが」


    「ふふ、顔を見ればわかるさ、私は今までパンケーキの次に颯太の顔を見てきたからね」


    　そこは噓うそでも息子を一番にしてくれよ。


    「……しょうがないだろ」


    　どうせ父さんに取り繕っても無駄なのだ。俺はぽつぽつと語り始めた。


    「……〝cafe tutuji〟の客入りはいい。でもバイトを雇ったりするほど余裕があるわけじゃない、それぐらい俺も知ってる」


    　俺だって、生まれてからずっとこの〝cafe tutuji〟で育ってきた。


    　具体的な数字を見なくても、そのへんの事情はなんとなく肌で分かるんだ。


    「父さんは言わないけど、たとえば俺が週末気になる女の子とデートに行ったりしたら……父さんは困る、分かってるんだそれぐらいは……」


    　──そう、佐さ藤とうさんの誘いを断った理由は、それだ。


    〝cafe tutuji〟にはバイトを雇うだけの余裕なんてない。


    　だからこそ、もっとも忙しい週末に俺がここを離れて父さんを一人にしてしまうと、店は回らない。


    　父さんのせいにするみたいで気が引けたので、佐藤さんにはその理由を伏せたわけだが……


    「こればっかりはどうしようもない、〝cafe tutuji〟は俺にとっても大事な場所なんだ。せっかくミンスタでの宣伝のおかげで今軌道に乗ってきてるのに、そんなことはできない……」


    　これが偽らざる本音であった。


    　佐藤さんのことはもちろん好きだ。でもそれと同じくらい、ここも好きなんだ。


    　父さんは口の中で紅茶を転がしながら、静かに俺の話を聞いていた。


    　そしてしばらくして紅茶を喉のどへ流し込むと、ゆっくりと口を開いて──


    「……あれは、私が大学時代、スイーツ同好会に所属していた時のことだ……」


    「えっ、いきなり何か始まったけど」


    「黙って聞いて!!」


    　一喝されたので、仕方なく傾聴の姿勢をとった。


    　父さんはごほんと一つ咳せきばらいをして、話を再開する。


    「スイーツ同好会は男４人からなる少人数の同好会でね。きわめて平和的に活動していた、あの頃の私たちは甘味とカロリーの虜とりこだったんだ」


    　……すげえ会だな。


    　声に出してツッコミたい衝動に駆られるが、父さんが珍しくシリアスムードなので黙ることにした。


    「──しかし父さんが３回生の頃に転機が訪れる、アメフトサークルを追放された〝筋肉卿きよう〟と呼ばれる人物が、ウチへの入会を希望してきたんだ」


    「その二つ名も気になるけど……サークルを追放？　なんで？」


    「隠れてメンバーのドリンクにプロテインを盛っていたそうだ」


    　なんでだよ。


    「筋肉卿はその名の通り筋肉に魅入られていてね……筋肉への異様な執着のために、筋肉面に落ちてしまっていたんだ」


    　筋肉面ってどこだよ、どこから通じてるんだよ。


    「その過激な思想と過度な見せ筋を嫌ったアメフトサークルから追放された筋肉卿は、比較的平和かつアメフトサークルの影響の及ばないウチの同好会へ逃げ込んできたということさ」


    「……父さんたちはどうしたの？」


    「受け容いれたさ。同じパンケーキをつつけばもう兄弟みたいなものだからね」


    　同じ釜かまの飯みたいに言うな気色悪い。


    「……で？　その筋肉の人は？」


    　この問いに対して、父さんはにこりと微笑ほほえんで、


    「パンケーキにプロテイン盛ってた……」


    「もうサイコパスだろそいつ」


    　とうとう口に出してツッコんでしまった。


    　これはもう、しょうがない。


    「それからプロテインの過剰摂取によりぶくぶくと肥えてしまった私たちに、ダイエットのためと称して過酷な筋トレを課し、気付いたら筋肉卿きようの思惑通りにメンバー全員がこの身体からださ」


    「……え、その筋肉、そんなふざけた由来だったの……」


    　いらんことを知ってしまった。


    「で、騙だまされたことに怒った私たちと筋肉卿は戦い……まぁなんやかんやでお互いを許し合って最終的には和解したわけなんだが……」


    「そのなんやかんやが一番大事だと思うんだけど……」


    「いや、大事なのは、この争いの中で私たちは筋肉の良さに目覚め、筋肉卿もまた改心して、望まれない筋肉の強要をしなくなったことさ」


    「ああ……筋肉サイコパスさん、人の心取り戻したんだ……」


    「まぁそれが颯そう太たの母さんなんだけど」


    　……


    　…………


    　………………はぁっ！！？


    「俺の母さん筋肉卿！！？」


    　あまりにも衝撃的すぎてしばらくフリーズしてしまった！


    　えっ、ちょっ……ウソだろ!?


    　遺影の中であれだけお淑しとやかに微笑んでいた母さん、筋肉卿!?


    「おっと話が脱線してしまったね……えーとなんだったか」


    「いや脱線も何も、衝撃的すぎてなんの話してたのか思い出せないんだけど……」


    「そうだ、颯太の筋肉が泣いているって話だ」


    　そうだっけ……？


    　首を傾かしげていると、父さんはこちらに向かって優しげに微笑みかけてきて……


    「──颯太、筋肉っていうのはね、傷つけあって初めて成長するんだ、父さんと、母さんみたいに」


    「えっ……？」


    　今までとは違った静かな語り口に、俺は父さんを見つめ返す。


    「人は人と触れ合うと傷つく、それは痛くて辛つらいけど、でも筋肉は喜ぶんだ、これからの成長が嬉うれしくてね、だからもしも筋肉が泣くとすれば、それは傷つく機会そのものを失った時だ」


    「……」


    　……なるほど、そういう風に話を持っていきたかったのか。


    　でも、そんなこと言ったって……


    「仕方ないじゃないか、現実問題として──」


    「──仕方なくない！」


    　父さんが一喝して、ぱちぃんと指を鳴らす。


    　一体何事かと思えば──突然、庭の茂みのいくつかがざわめいて、中からぬうっと３人の見知らぬ筋肉ダルマたちが現れた。


    　この異常事態に、俺は思わず身をのけぞらせてしまう。


    「どわあっ!?　なになになに!?　不審者!?」


    「不審者じゃない！　父さんの同好会仲間！」


    「えっ!?　それってまさか……！」


    「そう！　スイーツ同好会の皆さん！」


    「さっきのバカ話伏線だったの!?」


    　俺が叫ぶと、彼らはまるでそれを肯定するかのように、各々がバラバラのポーズをとって、自らの筋肉をアピールした。


    　いや、もうこれどういう状況!?　マジで理解が──！


    「……実はね、彼らにお願いしたんだ、週末だけウチのカフェを手伝ってくれるように」


    「えっ……な、なんで……!?」


    　畳みかけるような新事実の連続に困惑しきっていると、父さんはこちらに向かってにこりと、優しげに微笑ほほえんで、


    「──そりゃあ決まってるじゃないか、颯そう太たには自分がやりたいことをやってほしいからだよ、傷つきたい子どもから傷つく機会そのものを奪うなんて父親失格だ、いやむしろ──」


    　そこまで言ってから、父さんは椅い子すから立ち上がった。


    　そして実の息子に深々と頭を下げて、言うのだ。


    「──今まで本当にありがとう、颯太のおかげでなんとかなった。だからあとは父さんに任せて、颯太は自分の好きなことをやってくれ」


    「あっ……」


    　それはどこまでもまっすぐな、感謝の言葉であった。


    　俺はその時、自らの肩にのしかかったソレが、煙のように消えていくのを感じる。


    　そして──きっと神様は見ているのだろう。


    　ポケットの中でスマホが震えた。


    「……」


    　手に取ってみると、スマホのディスプレイにはＭＩＮＥマインからのシステムメッセージが──


    〝佐さ藤とうこはるさんが　ミンスタへ初めて写真を投稿しました〟


    　──俺は、覚悟を決める。


    「……父さん！　ちょっと自転車借りるよ！」


    　言うや否や、俺は仕事着のまま、店先に停とめてあるママチャリへと飛び乗り、ペダルを漕こいで風を切る。


    〝cafe tutuji〟を振り切って、彼女の下へ──


    「──頑張れよ颯そう太た！　父さんはいつだって応援してるからな！」


    　遥はるか後ろから聞こえてくる父の激励に、目に映る夕ゆう陽ひが少しだけ滲にじんだけれど、振り返りはしなかった。

  


  [image: ]


  
    　　　♥


    



    〝aytim 9〟。


    　私たちの町に、最近できたばかりのロールアイス専門店である。


    　そもそもロールアイスというのは、冷たく冷えた鉄板の上に液状のクリームを薄く延ばし、ヘラでこそいで丸め、カップへ盛り付けたもののことを言う。


    　作る工程ももちろん、まるでチューリップの花弁のように飾り付けられたアイスクリームが、とても映ばえる。


    　そんな女子高生に人気のファンシースイーツ……と、ネットの記事で見た。


    「これで、よし……っと」


    　散々迷った挙句、意を決してロールアイスの写真をミンスタへアップした私は「はぁぁぁ～～～～……」っと深い溜ため息いきを吐ついた。


    　とうとう、とうとうやってしまった。


    　どっと疲れが押し寄せてくる。まさかたった一枚の写真をネットへ投稿することが、こんなにも緊張するものだったなんて……


    　……どんな反応が返ってくるんだろう。


    　自分は映ばえる写真が撮れたのだろうか？


    　コメントは？　タグ付けは？


    　しっかり女子高生、できているかな？


    　後悔にも近い感情がぐるぐると頭の中を巡っている。


    　そもそもフォロワーが０なのだから、どんな反応が返ってくるか考えること自体間違っている気も……


    「やっぱり、押おし尾お君はすごいなぁ……」


    　自然と口をついてそんな言葉が出てしまった。


    　──すごい、押尾君はすごいんだ。


    　フォロワー０人の私がこれだけ悩んでいるのに、押尾君は5,000人のフォロワーを抱えて、ほぼ毎日オシャレな写真をアップし続けている。それはつまり、5,000人もの名前も知らない人たちの期待に、押尾君は毎日応こたえ続けているということだ。


    　5,000……想像もつかない、クラスメイトでさえ40人かそこらなのに。


    　押尾君は、本当にすごい……


    　と、きわめて自然にミンスタの〝cafe tutuji〟公式アカウントページを開こうとしている自分に気付いて、赤面した。


    「っ……！」


    　慌ててスマホの電源を切る。


    　また私は……！　一人でアイスを食べに来ても、頭の中は押おし尾お君のことばっかり！


    　それに〝cafe tutuji〟の公式アカウントだって、いったい一日の内に何回アクセスするんだって感じだ！　もう百万回は見てるんじゃないか!?


    　……もしかしたらストーカーってこういう風に生まれるんじゃないかな、なんて自己嫌悪に陥ったりする。


    「アイス、食べよ……」


    　そう、あくまでアイスがメインなんだ。


    　プラスチックのスプーンでアイスをすくって、口へ運ぶ。


    「……」


    　……おいしい、と思う、うん、多分、おいしいんだろう。


    　でも……なんだろう。


    　私自身は、そこまでおいしいと感じられない。


    　舌の上で溶けるそれと、スーパーで安売りしているアイスクリームの違いが、分からない。[image: ]円もしたのに……


    　ふと、周りを見る。


    　まばらにテーブルに陣取った若い女子たちが、おいしいおいしいと笑い合いながら、アイスクリームをつついていた。


    　……私の舌がおかしくなってしまったんだろうか。


    「……」


    　もう一口、やっぱりおいしくない。


    　こんなこと、今まで一度だってなかったのに。


    　ともあれ残すほどではないので、半ば義務的にアイスをスプーンで削って、口に入れるのを繰り返した。食べるというよりは、処理するって感じだ。


    　まるでロボットか何かみたいに無心でアイスを口へ運んでいると、やっぱり彼のことを考えてしまう。


    　──押尾君、彼は本当に優しい。


    　そして、私は彼の優しさに甘え切ってしまった。


    　押尾君は、いつだって優しかった。


    　私みたいに困っている人は放っておけない、そういう人なんだろう。


    　それはきっと入学試験の当日、私に一粒の金平糖をくれた時から何も変わっちゃいないんだ。


    〝cafe tutuji〟で私を助けてくれたのも、部屋に上げて写真の撮り方を教えてくれたのも、一緒にタピオカミルクティーを飲みに行ってくれたことも、全部彼の優しさだ。


    　間違っても私が特別なわけじゃない、彼は誰にだって優しいはずだ。


    　そんなのは分かり切っていたはずなのに……


    　思い返すのはあの日のこと。


    　押おし尾お君と二人でタピオカミルクティーを飲んだ、あの日のこと。


    　押尾君の優しさを心のどこかで勘違いしてしまっていた私は、あの、決定的な台詞せりふを、吐いてしまった。


    　──こっ、今度の土曜日にロールアイスを食べに行こうと思うの！　良ければ押尾君もついてきてくれないかなっ！


    　私は、押尾君をデートに誘ってしまった。


    　これに対して押尾君は、ひどく困ったような顔で、こう応こたえた。


    　──……ごめん、その日は用事があるんだ。


    　これだけなら、とても残念には思ったけれど、まだその言葉の意味通りに受け取ったかもしれない。


    　でも、彼は私を気遣うようにこう続けた。


    　──で、でも心配しないでよ、佐さ藤とうさんはこんなに映ばえる写真が撮れるんだもん、俺の助けなんてなくても、きっと……


    　ここまで言われれば、色恋沙ざ汰たに疎うとい私でもさすがに察する。


    　私は──押尾君と友達でいるための越えちゃいけない一線を越えて、そして優しい彼に拒絶をさせてしまったのだ。


    「……」


    　しゃくしゃくと、アイスを削る。


    　元はあれだけ映ばえていたロールアイスが、どんどん汚く、ぐじゃぐじゃになっていく。


    　……そもそも、私はなんでミンスタグラマーを目指していたんだっけ？


    　友達を作るため……それはもちろんあるけれど、最終目標ではなかった気がする。


    　だって、私は友達がいないことで、それほど困ったことはない。


    　だったら、なんで？


    　少しだけ考える、そして、すぐに思い出した。


    　そうだ──押尾君に少しでも近づくためだ。


    　カッコよくて、誰にでも優しい、そんな押尾君に少しでも近づきたいがために、いっぱしの女子高生になろうと思って、こんなバカなことを始めたんだ。


    　友達もいなければ愛あい敬きようもない。そんな根暗な私でも、キラキラしたミンスタグラマーになれば、彼と同じ舞台に立てるかと思って……


    　でも、浅はかだった。


    　押尾君はとっくの昔から、私なんかには到底手の届かない高たか嶺ねの花だった。


    　そして、とうとう私の見える範囲からはいなくなってしまったんだ。


    「……ああ、そっか」


    　いやにしょっぱいアイスを食べながら、私は全部理解してしまった。


    　そりゃあ[image: ]円もしたのにおいしくないはずだよ。


    　押おし尾お君も言っていたじゃないか、重要なのはタピオカミルクティーそのものじゃないんだって。


    　私は別に、パンケーキが食べたかったわけでも、タピオカミルクティーが飲みたかったわけでも、ましてアイスを舐なめたかったわけでもない。


    　私はただ、押尾君と一緒のフレームに収まりたかっただけだったんだ──


    「……っ」


    　感情がとめどなく溢あふれてきて、私は耐え切れなくなり、顔を伏せる。


    　全身を妙な浮遊感が包み込んで、吐きそうなほどに気持ち悪くなる。


    　女子高生たちの談笑が、まるで別次元から聞こえてくるかのように遠い。


    　そして世界でたった一人、自分だけが孤独な気がしてくる。


    　この感覚には覚えがある。


    　でも、この深海で圧おし潰つぶされそうな感覚は、あの日の比ではなかった。


    　人生一度きりの初恋が、たった今、散ってしまったのだから──


    「……押尾君……っ」


    　まるで助けでも求めるかのように、彼の名を口にする。


    　それが合図となって、私の中のダムが決壊しかけた、その時──


    　頭からすっぽりと覆うように、上着をかけられた。


    「えっ……？」


    　突然視界の上半分が覆われ、私の中から溢れかけた感情が奥へ引っ込んでしまう。


    　え、なに、なにが……？


    「──身体からだ冷えたら悪いから、使いなよ」


    　突然、頭上から聞こえてくる声、夢にまで見た、その声。


    　私はその時、本当に自分の心臓が止まってしまったのではないかと錯覚した。


    〝cafe tutuji〟の制服姿の彼は、ゆっくりと向かいの席に腰をかけると、自分の分のロールアイスをテーブルに置いた。


    　視界の上半分が上着で遮られているせいで顔は見えないが、でも、分かってしまう。


    　その優しげな声と、綺き麗れいな指を見れば、分かってしまう。


    　彼はテーブルにつくなり、プラスチックのスプーンでアイスをすくって、それを口に運ぶ。


    　ここで初めて私は顔を上げ、そして──彼を見た。


    　スプーンを咥くわえて、どこか悪戯いたずらっぽく、しかし優しげに。


    「あっ、写真撮る前に食べちゃった……まぁいっか、あんまり美お味いしくないね、これ」


    　──押尾君はそう言って、いつものように私に微笑ほほえみかけてくれるのだ。


    「……っ」


    　少しでも舞い上がってしまった自分の単純さがイヤになる。


    　私は頭からかぶった上着をぎゅっと握りしめて、更に深くかぶる。


    　こんな顔、押おし尾お君に見られたくない。


    「は……はは、押尾君、どうして私がここにいるって分かったの……？」


    　震える声をなんとか絞り出した。少しでも油断すれば、また爆発してしまいそうだった。


    「……それに、今日は用事があったんじゃなかったっけ……？」


    　言ってから、自分の性格の悪さにうんざりする。


    　でも、そうしないと、また勘違いしてしまいそうだった。


    　決まっているじゃないか、押尾君は一人でロールアイスを食べている私みたいな根暗女を憐あわれんだだけで──


    「──うん、でも、どうしても佐さ藤とうさんとロールアイスが食べたかったから、早めに切り上げてきちゃった、用事」


    「えっ……？」


    　私は思わず顔を上げてしまった。


    　すると、押尾君は口元を手で押さえて、なんだか今までに見たことのない表情で視線を斜め下に落としている。


    　あれ？　押尾君、顔が赤……


    「……ごめん、今のはなんか、口説いてるみたいだったね」


    「えっ、どっ」


    　突然の不意打ちに、顔が火でもついたように熱くなって、私はすかさず上着の殻に引っ込み、再びテーブルへと視線を落とした。


    　どっ、じゃない。女子高生はそんな声を出さない。


    「そ……そーなんだー……あはは」


    　あはは、でもない。もはや自分がどういう反応をするのが正解なのかすら分からなかった。


    　押尾君の顔を見ることができない。


    　情けなくも空になったアイスのカップを見下ろして固まっていた──そんな時だ。


    　頭上から二度三度、すうはあと深呼吸する音が聞こえてきて、その直後、視界の中へ何かが滑り込んできた。


    「えっ……？」


    　それは押尾君のスマートフォン。


    　そのディスプレイには、私がミンスタにアップしたロールアイスの写真が表示されている。


    　押尾君が私のミンスタアカウントを知っていることもそうだが、それ以上に写真をアップしてからすでに30分近く経っていることに驚く。


    　どうやら自分は時間の感覚さえ忘れてしまうほどぼうっとしてしまっていたようだ。


    「……どうしてここにいるのが分かった、って話だけどさ、まず、この桜さくら庭ばにロールアイスを出す店はそんなに多くないからね、オマケにクリームにミントまで添えてあるとなったら、あとはもうタグがなくても分かるよ、〝aytim 9〟しかない」


    　押おし尾お君が探偵みたいに言って、私の設定したタグの一覧を指す。


    　見ると、確かに店名のタグをつけ忘れていた。


    　……押尾君があれだけどこで食べたかが重要なのだと教えてくれたのに、なんて初歩的なミスだろう。自分がイヤになる。


    　その点……


    「……やっぱり、押尾君はすごいなぁ」


    　私は押尾君のスマートフォンを見つめながら、自じ嘲ちよう混じりに呟つぶやいた。


    　ダメだ、もう、感情が抑えきれない。


    「オシャレなカフェの店員さんをやってるだけじゃなくて、私よりもずっと知識があって、写真を撮るのも上う手まいんだもん……はは、私、自信なくしちゃうな」


    　噓うそだ。本当はとっくの昔に、私のちっぽけな自信なんて砕け散ってしまっている。


    　押尾君のことを知れば知るほど、自分の手の届く位置に彼はいないのだと、理解させられてしまう。


    「……こんなヘタクソな写真をミンスタにアップして、ミンスタグラマーになりたいだなんて、私、ちょっと調子に乗りすぎたかも……はは、消しといたほうがいいよね……」


    　私は震える声で言う。


    　すると、これに応こたえて押尾君は──


    「うん、ヘタクソだよ」


    　あまりにもきっぱりとした物言いに、私はきゅっと口を縛った。


    　……分かっていた、分かり切っていたことじゃないか。


    「まずは真上から撮りすぎだね、せっかくカップの側面に〝aytim 9〟のロゴが入っているのにちゃんと映ってない、あとフィルターも変だ」


    　……分かっていた、分かっていたはずなのに。


    　それでもやっぱり、押尾君の口から直接言われると悲しいな……


    　目頭が熱くなって、今にも一粒の雫しずくがこぼれ落ちようという時──


    「でも、俺よりずっと上手い」


    　押尾君の細い指がディスプレイの上を跳ね、スマートフォンの画面が切り替わる。


    　そしてそこへ映し出されたものを見て、私ははっと息を呑のんだ。


    「これは……」


    　──そこに映っているのは、〝cafe tutuji〟のパンケーキだ。


    　でも、なんというか……ミンスタの公式アカウントに載せられているものと比べると……


    「ヘタだよね、これ、俺が初めて撮ったパンケーキの写真なんだ」


    「えっ!?」


    　押おし尾お君が苦笑しながら言うので、私は思わず上着の殻から飛び出し、顔をあげてしまった。


    「これ……押尾君が!?」


    「うん」


    「で、でも〝cafe tutuji〟の公式アカウントにはこんな写真……」


    　口が滑った。


    　これでは私が〝cafe tutuji〟の公式アカウントにアップされた[image: ]枚以上の写真を全てチェックしている気持ち悪いやつだと思われてしまう……！


    　しかし、幸いにも押尾君は私の発言を特に気にしなかったらしく、


    「うん、ヘタすぎて恥ずかしかったからアップしなかった……見てよこれ」


    　そう言って、押尾君は写真フォルダをスクロールする。


    　驚いた。


    　画面の端から端まで、おびただしい数のパンケーキの写真が、ずらりと並んでいるのだ。


    「これは真上から撮りすぎて日の丸になったパンケーキ、これは逆光で光になったパンケーキ、そしてこれは……うわっ、時間をかけすぎてバターが完全に溶けてる、ひどいな」


    「まっ……待って！　押尾君これ何枚あるの!?」


    「最初の写真をミンスタにアップするまでは1,000枚ぐらい撮ったかな？」


    「せっ……!?」


    　それは今〝cafe tutuji〟がミンスタにアップしている写真の、倍を軽く上回る数字だ。


    　ただ一枚の写真をアップするために、押尾君は、そんな──


    「少しでも父さんの助けになりたいと思って軽い気持ちで始めたミンスタだったけど、いやぁ、いざやってみようとしたら皆写真が上う手まくて、最初に写真をアップした時はしばらく手汗が止まらなかったな。何度消そうと迷ったことか」


    「……私は、てっきり、押尾君はそういうのさらっとできちゃうのかと……」


    「はは、無理に決まってるじゃん。メチャクチャ勉強して、それでも不安だった。でも──」


    　押尾君の指がスマホの上を跳ねて、再び私がミンスタへアップした写真を表示させる。


    　そして、


    「──俺も佐さ藤とうさんもアップした。その時点で、もうミンスタグラマーだよ」


    　彼はそう言って、優しげに微笑ほほえんだのだ。


    　その微笑みを見て私は……ああ、なんてバカなんだろう。


    「ところで佐藤さん、最近、隣町にミンスタ映ばえするかき氷屋さんができたらしいんだけど、次の週末、一緒に行かない？　今回はロールアイス、一緒に食べられなかったから、そのお詫わびに」


    　胸が苦しい、身体からだが自然と震えてしまう。


    「でも……私、写真を撮るのが下手で……」


    「俺が教えるよ」


    「話してても面白いこと言えないし、友達いないし……」


    「俺もそんなに面白いことは言えない」


    「全然、女子高生っぽくもないけど……それでも」


    　私は顔を上げて、押おし尾お君を見る。


    「それでも……一緒に、行ってくれるの……？」


    　これに対して押尾君は、はにかんで言う。


    「──俺は佐さ藤とうさんと一緒に行きたいな」


    　その笑顔は、反則だ。


    　私は堪たまらず顔を伏せた。今の顔を、彼に見せたくなかった。


    　バカだ、私は本当に、バカだ。


    　──まさか初恋の相手に、もう一度恋をしてしまうなんて。

  


  
    
      [image: ]

    


    



    　　　♠


    



    　男の見栄はくだらないが、軽々しく捨てていいものではない。


    　迷わず捨てるとするならば、それは惚ほれた女を追いかける時だけだ。


    　これはさる偉人の遺のこした名言──というわけではなく、俺の親友、三み園その蓮れんの言葉である。


    　ちなみに当の三園蓮はこのセリフを吐いたその翌日、元カノに土下座をして復縁を迫ったらしいが、すこぶる軽けい蔑べつされた上、頭に蹴けりを入れられたとか入れられてないとか。


    　男の見栄どころか人間としてのプライドまで捨てたのにこんな仕打ちはあんまりだ……と、他人ひと事ごとながら少し悲しくなったのを覚えている。


    　ともかく結果はどうあれ、良い言葉だ。


    　男が見栄を捨てるのは、惚れた女を追いかける時。


    　──なら、今がその時だ。


    〝頼みがある〟


    　俺はその夜、ＭＩＮＥマインで三園蓮のトークルームを開いて、右の一文を送った。


    　すぐに既読がつき、数秒ほど間を置いて、


    〝ものによる〟


    　とだけ返ってきたので、俺はすかさず用意していた次の一文を送信する。


    〝土曜日のデートに着ていく服を一緒に選んでくれ〟


    



    「──それにしても颯そう太た、すげえところ狙ねらいにいったよな、〝塩対応の佐さ藤とうさん〟だろ？」


    　ＭＩＮＥでメッセージを送った翌日の放課後、隣を歩く蓮が、なんの脈絡もなくそんなことを言ってきたので、俺はしばらく固まってしまった。


    　……そりゃあ気付いてるか、当然、この前の〝ＭＩＮＥ騒動〟もあるし。


    「……そうだよ」


    　俺が若干の恥ずかしさを含んでそれを肯定すれば、蓮は「けけけ」と笑った。


    「恋愛なんて興味がねえのかと思ってたら、まさか相手があの佐藤さんとはな、あんな良くも悪くも目立つところ、俺だったら絶対狙えねー。ちょっと尊敬だぜ」


    「……」


    　くそ、性格が悪い……こんなやつ親友でなければ絶交してやるのに……


    　なんて矛盾した怒りをぶつけてみたりもする。


    「……というか、やっぱりそれって皆知ってるのか？」


    「はぁ？」


    「その、俺が佐さ藤とうさんのこと狙ねらってるって……」


    　恐る恐る尋ねてみると、蓮れんはひときわ邪悪に、にまあっと口端を吊つり上げた。


    　……ちなみに俺は、笑い方には人の性根が出ると信じている。


    　こんな歪ゆがみ切った笑みを浮かべるのは、俺の知る限りコイツぐらいだ。


    「いいや、狙ってると思ってるのは俺だけだ」


    「え？　そうなのか？　それは意外……」


    「クラスのヤツらは、もうとっくにお前と佐藤さんがデキてると思ってるからな」


    「ぶっ！」


    　噴き出した。


    　思った通りの反応が得られて嬉うれしかったのか、蓮は「はははは！」と馬ば鹿か笑わらいをする。


    「で、デキてるって、お前……っ！　俺と佐藤さんは何も……！」


    「ははは、知ってっしー、その童貞丸出しの反応見たら分かっしー」


    「っ……！」


    　ぎりぃっと、音が鳴るほど奥歯を嚙かみ締める。


    　親友でなかったら、殺している……！


    「いやさ、マジで最近男どもがぴーちくぱーちくうるせえのよ、押おし尾おはどんな手を使ってあの〝塩対応の佐藤さん〟を落としたんだ!?　ってさぁ」


    「なんで蓮に聞くんだよ……！」


    「そりゃお前、〝塩対応の佐藤さん〟にビビッて声もかけられないようなヘタレの集まりだぞ、直接本人に聞く度胸なんてあるわけねーよ、あはははは」


    「口わっる……」


    　あはははは、と馬鹿笑いを続ける蓮。


    　あのアホみたいに大きく開いた口の中には、きっと悪魔の一匹や二匹しまってあるに違いない。


    「まぁお前は童貞だけど、ちゃんと股またについてる方の童貞だ、やったな童貞」


    「あんまり童貞童貞言うな」


    「違うのか？」


    「……」


    　口を噤つぐむ。


    　蓮は水を得た魚のごとく、畳みかけるような馬鹿笑いだ。


    「ははははは、聞くまでもねーよな、高２にもなってデートに着ていく服一緒に選んでくれなんて頼むぐらいだしよ、ははははは」


    「……お前、いつか地獄に落ちるからな」


    「そん時ぁお前も道連れだ」


    　蓮れんが悪戯いたずらっぽく言って、肘ひじでこちらを小突いてくる。


    　この人を小こ馬ば鹿かにしたような態度……こいつは本当に中学時代から何も変わらない。


    　すでに分かってもらえたと思うが、彼は口が悪く──というか単純に性格が悪く、傲ごう慢まんで怠惰、あらゆることに対してルーズだが──しかしどういうわけかたいそう女にモテる。そんな存在自体が世界の歪ゆがみを象徴するかのような男だ。


    　恨むべくは、こんなのと何故なぜか気が合ってしまう自らの気質だろう。


    「……俺をイジる分にはいいけどさ、頼むから俺と佐さ藤とうさんがデキてるなんて噂うわさを流すのはやめてくれよ」


    「あ？　なんでよ、お前にとっちゃ万々歳だろ」


    「佐藤さんが困るだろ、その気もないヤツとデキてるなんて噂されたらさ」


    　ぴたり、今度は蓮が固まる番だった。


    「……どうした？」


    　立ち止まって彼の方を見やる。


    　蓮はさっきまでの馬鹿笑いをやめて、まるで信じられないものでも見るかのように、俺を凝視していた。


    「……え？　それ、マジで言ってんの？　照れ隠し？　冗談？」


    「？　なんの話だよ」


    「……いややっぱ童貞ってキモイわ」


    「はっ？」


    「こりゃ佐藤さんも大変だな」


    「おい、なにが大変だって」


    「うるせーうるせー童貞がうつる」


    　童貞はうつらない！　と抗議の声をあげようとしたところ、おもむろに蓮が歩みを止めたので、俺は喉のどまで出かけたその言葉を呑のみ込んだ。


    　どうやら目的地に到着したらしい。


    「着いたぞ、俺のオススメ」


    　蓮がにやりと笑い、趣ある店構えを指した。


    　年季の入った民家やらこぢんまりした個人商店やらが肩を寄せ合って並ぶ中、一つだけ異彩を放つ赤塗りの建造物。


    　看板には〝Europe Used Clothing MOON〟とある。


    「うお……」


    　てっきりどこか適当なチェーン店にでも連れていかれると思っていたばかりに、驚いてしまった。


    　……これは俺が入ってもいい店なのか？


    　そんな気がしないでもなかったが、蓮れんが有無を言わさずガラス戸をくぐったので、俺も恐る恐る彼の後へ続いた。


    「お邪魔しまーす……」


    　続いてから──自分の場違い感を再認識して、やはり後悔した。


    　まずは巨大なクローゼットの中に迷い込んでしまったのではないかと思わされるほど、所狭しと並んだ洋服の数々。


    　無駄に暗い照明、きついお香の香りに混じる埃ほこりっぽい臭におい、そして多方面から聞こえてくる重低音のＢＧＭ。子どもの頃に来たら間違いなくトラウマになっていたであろう。


    　同じオシャレでも、〝cafe tutuji〟とは全く逆の系統である。


    「すご……」


    　圧倒されて、思わずそんな声が出てしまった。


    　一方で蓮は慣れているのか、衣類の海の中をかきわけてずんずん進み、店の奥の方で「あれ、いねーのかー？」なんて言っている。


    　あいつの怖いもの知らず、俺には真ま似ねできないな……なんて思いつつ、近くにあった服へ目をやってみた。


    　これまた……「奇抜な」というか「異国情緒に溢あふれた」というか「いつ着るんだ？」というか……


    「なんだこれ……ピーター〇ンの服？　そしてこっちは……靴に毛が生えてる……？」


    　まるでファンタジーの世界だ。


    　俺が靴に生え揃そろった謎なぞの白毛を触りながら、そこはかとない不気味さを感じていると……


    「──それは70年代スウェーデン軍のプルオーバーロングシャツ、で、そっちのブーツはフランス製のシールファー……アザラシの毛を使ったチロリアンシューズだね、君にはちょっと早いかも」


    「うわぁっ!?」


    　突然背後から声をかけられて、俺は思わず叫んでしまった。


    　振り返ると、そこには精巧な刺し繡しゆうの施された、アンティーク調のデニムワンピースを着こなした、すらりと背の高い女性が佇たたずんでいる。


    「なははー、驚かせちゃってごめんねー、ども！　店員です！」


    　未いまだ心臓をばくばくいわしている俺に対して、彼女はけらけら笑いながら、敬礼のポーズを作る。


    　そして、俺の悲鳴を聞きつけてこちらへ戻ってきた蓮は、彼女を見るなり、


    「ああなんだ姉ちゃん、いたのかよ」


    「え、ね、姉ちゃん!?」


    　俺は蓮れんと彼女の顔を交互に見比べる。


    　するとその反応が面白かったのか、彼女は蓮のように「なはははは！」と高らかに笑いながら。


    「そ！　レンから話は聞いてるよん！　今日は古着屋〝MOON〟店員の私──三み園その雫しずくがソータ君を一世一代のモテ男君に変えてあげましょう！　ヤッピー！」


    　ヤッピー……？


    　よく分からない挨あい拶さつと、妙にハイテンションな蓮の姉を前にして、俺は言いようのない不安に襲われた。


    



    　　　♥


    



    　女の見栄は尊く、軽々しく捨てていいものではない。


    　いついかなる時も手放さず、後生大事に持っていなさい。


    　これはどこかの偉い人が遺のこしたありがたいお言葉──なんかじゃなくて、私のお母さん、佐さ藤とう清きよ美みの言葉だ。


    　ちなみに、思わず「へー、お母さん見栄っ張りだもんね」と口走ったら強めに頭を叩たたかれた。


    　痛みよりむしろ自分の頭が思いのほかいい音を鳴らしたことにびっくりして、危うく泣いてしまうところだった。暴力反対。


    　まぁ私が涙目になって、しかもお母さんの機嫌を損ねてしまったことはともかく、良い言葉だ。


    　女の見栄は尊く、いついかなる時も手放しちゃいけない。


    　──だったら、今度だってそうだ。


    　私はその夜、滅多にかけない電話をかけた。


    　私の数少ない知り合いの中で一番年の近い女子、須す藤どう凛りん香かに。


    『あ、もしもし？　こはるどうし……』


    　私は電話の向こうの彼女が言い切るよりも早く、一声。


    「──土曜日のデートに着ていく服を、一緒に選んでほしいんだっ!!」


    『うっさ』


    　凛香ちゃんの声が、とても遠くから聞こえた。


    　どうやらスマホを遠ざけたらしい。


    



    　須藤凛香は私のお母さんの妹の娘──要するに従姉妹いとこというやつだ。


    　胸元まで伸びた柔らかそうな髪の毛、お人形みたいに白くて小さい顔には、自信に満ちた瞳ひとみが宝石みたいに輝いている。


    　顔立ちに残る幼さはいかにも〝中学生〟って感じだけど、彼女の気の強そうな眼まな差ざしや年の割りに落ち着いたモノトーン調のファッション、そしてすらりと伸びた手足を見ていると「もしや自分よりよっぽど大人なんじゃないか？」と錯覚する瞬間がある。


    　ちなみに彼女は今年で15歳の中学３年生、つまり私の２つ下、ということになるんだけど……


    「こはるのカレシってさー、イケメン？」


    　放課後、隣を歩く凛りん香かちゃんがおもむろにそんなことを言うものだから、私は「どっ」と、女子高生にあるまじき声をあげてしまった。


    　遅れて「カレシ」の３文字が耳の中に蘇よみがえって、顔が熱くなる。


    「かっ、彼氏って……私と押おし尾お君はまだそんな……っ！」


    「へー、押尾っていうんだ」


    「あっ」


    「あと〝まだそんな〟ってなに？　高校生にもなってそんなこと言ってると、すぐ誰かにとられちゃうよ。こはる、コミュ障なんだから」


    「～～～～～～っ！」


    　ぎゅっと下唇を嚙かんで、彼女を睨にらみつけた。


    　でも凛香ちゃんはつんと澄まして、わざとこちらの視線に気付いていないフリをしている。


    　凛香ちゃんは私と違ってさばさばしていて、思ったことは全部口に出すし、堂々としている。だから私のうじうじした感じが、彼女にとっては面倒くさく感じるのかもしれない。


    　私が２つ年上ということもお構いなしに、いつだってすごく意地悪だ。


    　……私の方が２つも年上なのに！


    「で？　結局イケメンなの、どうなの？」


    「……」


    　力強く口を閉ざして、答えない。


    　情けない話、凛香ちゃんと口での勝負になったら[image: ]回やって[image: ]回負ける自信があったからだ。


    　断じて「そんな恥ずかしいこと私の口から言えない」というわけではない、断じて……


    「答えないってことは自信ないんだ、内心そんなにカッコよくないって知って……」


    「──押尾君はイケメンなんですけど!?」


    「うっさ」


    　自分でもびっくりするぐらい速攻で挑発に乗ってしまった。


    　すると、顔をしかめた凛香ちゃんは、すかさずこちらへ手を差し出す。


    「……え？　なにこの手」


    「写真、１枚ぐらいあるでしょ？　見せてよ」


    「どっ」


    　また変な声が出た。


    　私は女子高生、私は女子高生……


    「そ、それはちょっと恥ずかしいんですけどー……」


    　細く尖とがらせた口の隙すき間まから、ぼそぼそと言う。


    　押おし尾お君の写真……ある、あるにはあるんだ一枚だけ。


    　でも、その態度から私が写真もないのに見栄を張ったのだと思ったらしい。


    　凛りん香かちゃんは「はぁ～～～っ……」と深い溜ため息いきを吐ついた。


    「……こはる、本当に高校生なんだよね？　それぐらいぽんと見せてよ」


    「だ、だってあの写真、押尾君はかっこいいけど私も写っちゃってるし……？　あんまり、その盛れ……？　てないしぃ……？」


    「しゃらくさい」


    「あっ!?　あぁぁっ!?」


    　手の内にあったスマホを、目にも止まらぬ早業でひったくられてしまった。


    　私のスマホはロックをかけていない。何故なぜならば、このスマホを買ってもらった当初、パスコードをド忘れしてロックが解除できなくなり、お母さんに泣きつく羽目になる、という苦い経験があったためだ。


    　普段は「スマホ、すぐに開けて便利だな～」なんて呑のん気きに思っていたのだが、今回はそれがまんまと裏目に出てしまった。


    　私は反射的にこれを取り返そうとするも、現役バスケ部の素早い動きでひらりとかわされて、壊滅的に運動オンチな私は、大きく前につんのめってしまった。


    　そして危うく顔から転びかけた私が、ばくばくうるさい心臓をなだめている隙に、凛香ちゃんは慣れた手つきで私のスマホを操作して例の写真を探し当ててしまう。


    　あの日の夜、〝cafe tutuji〟の前で私と押尾君で撮ったツーショットを──


    「あれ？　あるじゃん写真……はは、こはる何この顔、ガッチガチ」


    「あ──────────っ！！！！？」


    「うるさっ……へーなるほど、こういう系ねー、確かにこはる好きそー、優男っぽくてあたしの好みじゃないけど」


    　はい、と凛香ちゃんがスマホを返してくる。


    　私は恥ずかしさで死にそうになりながらもこれを受け取って、そのまま赤らんだ顔をスマホで隠した。


    「うう……穴があったら入りたい……」


    「大おお袈げ裟さすぎ、普通にイケメンじゃん、何を隠す必要があるんだか」


    「……」


    　これだけいじめられても、イケメンと言われて内心嬉うれしいのは隠しておく。


    　すると、凛りん香かちゃんはくるりとこちらへ振り返って、


    「今、イケメンって言われてちょっと嬉しかったでしょ」


    「えっ、どっ……」


    「口元にやけてる」


    　……やっぱり凛香ちゃん嫌いだ！


    　心の中で地団太を踏みまくっていると、凛香ちゃんは「でもさ」と、珍しく真面目な口調で続けた。


    「こはる、顔は無駄に良いんだから、正直ちょっと心配」


    「え……？」


    「騙だまされてるんじゃないかってこと、身体からだ目当てとか、ステータスとか、そういうやつ」


    「おっ、押おし尾お君はそんな人じゃないよっ!?」


    「そんな人も何も、こはるそもそも今まで恋愛したことないから分からないでしょ、特にその手のイケメンは、女よりこすかったりするし」


    「そんなこと、ないよ……」


    　若干語尾を濁してしまったのは、もちろん押尾君を疑ってるわけではない。高校２年生にもなって恋愛経験がないという自分のコンプレックスを突かれてしまったためだ。


    　凛香ちゃんもそれを分かっているのか「はぁ……」と一度溜ため息いきを吐ついてから口を開く。


    「ま、実際どうかはあたしも知らないけどさ、自分の恋愛経験のなさは自覚しといたほうがいいよってこと、片想い中は思考停止状態なの、いざって時になって気付いても遅いんだから」


    「……」


    　私は思わず口を閉ざしてしまった。


    　打ちのめされた、というのもあるけれど、それ以上に彼女の言葉がとてもありがたいものに思えて、感心してしまっていたからだ。


    　さっき、私は凛香ちゃんに対して「もしや自分よりよっぽど大人なんじゃないか？」と評したけれど──もしや、じゃない。


    　凛香ちゃんは実際に、自分よりよっぽど大人なんだ。


    「凛香さん……」


    「その気持ち悪い呼び方やめて、それよりほら、着いたよ、あたしのおすすめ」


    　そう言って、凛香ちゃんが歩みを止めた。


    　見ると、そこには趣ある家々に交じって一軒、とても目立つ赤塗りのお店があった。


    　看板には〝Europe Used Clothing MOON〟とある。


    　ヨーロッパ古着、その響きだけで、私は萎い縮しゆくしてしまう。


    「り、りり、凛香ちゃん？　私はその、もっとライトな感じのお店を想像してたんだけど……!?」


    　普段からそれほど服にこだわりのない私にとって、古着屋というのはハードルが高すぎる。


    　だ、だって、古着屋さんってあれでしょ？


    　髪の毛がちりちりで、ヒゲがぼうぼうで、ピアスとかネックレスとか入れ墨の怖い店員さんが、ガンガン話しかけてくるような……！


    「こはる、そっちじゃない、もういっこ奥のお店」


    「えっ……？」


    　凛りん香かちゃんに言われて見てみると、確かに赤塗りのお店の隣に、全体的に白っぽくて小こ綺ぎ麗れいなお店がある。


    　店先には花壇があって、季節の花々が可か愛わいらしく咲き誇っており、看板には〝hidamari〟とだけポップな字体で記されていた。


    　雰囲気的には若干〝cafe tutuji〟と似ている。


    　私はほっと胸を撫なで下ろした。


    「よかったぁ……」


    「〝MOON〟は基本的に男物ばっかりだし、当たり外れが激しいからね。私もほとんど入ったことない。その点〝hidamari〟は雑貨屋だけど、結構いい感じの服が揃そろってるよ」


    「凛香ちゃんは、いっつもこんなオシャレところで服買ってるの……？」


    「あたし中学生だよ？　古着なんてしょっちゅう買ってたら財布持たない、いつもは普通にパニーズとかＨ＆Ｎとかで済ませるもん。でも──こはるは今回、本気なんでしょ？」


    「……うん！」


    　私が力強く頷うなずくと、凛香ちゃんはくすりと笑って〝hidamari〟のドアを開いた。


    　優しい野花の香りがふわりと鼻先をくすぐって、私はほうと息を吐く。


    　もう夕方だというのに、その空間には朝の空気が満ちていた。


    　店内に流れる落ち着いたボサノヴァに、暖かな間接照明の数々。


    　統一感をもって並べられたアンティークの時計や海外の人形、そしてつつましくも素敵なアクセサリー類などは、どことなく懐かしさを感じさせてくれる。


    　朝が持つ特有の〝一日の始まりの高揚感〟を、これでもかと閉じ込めてしまったかのような空間だ。


    　そして、私がその光景に目を奪われていると、声がかけられた。


    「──いらっしゃい、凛香ちゃん」


    　声の元を辿たどると、店の奥の方で安楽椅い子すに腰をかけて、雑誌に目を通す女性の姿があった。


    　とても綺麗な、大人のお姉さんだ。


    　ふわりとカールしたミディアムカットの黒髪に、どこか憂いを感じさせるミステリアスな笑顔、タイトな白のトップスに、淡い黄色のワイドパンツ、胸元できらりと輝く控えめなネックレスが最高に〝大人〟ってかんじだ。


    「……そちらの方は？」


    　凛りん香かちゃんは、すっかりその場で立ち尽くしてしまっている私を指して、言った。


    「こっちは従姉妹いとこのこはる。早速なんだけど麻ま世よさん、こはるの勝負服を見繕ってほしいの。今度負けられないデートがあるから」


    「……えっ、あっはい！　そうなんです！　佐さ藤とうこはるです！」


    　ガチガチに緊張してしまった私は、支離滅裂な挨あい拶さつをしてしまう。


    　しかし〝麻世〟と呼ばれたお姉さんは、そんなことを気にした様子はおくびにも出さず、ぱんと手を叩たたいて優しげな声音で言った。


    「あらあら、それは大変ね──私は〝hidamari〟の根ね津づ麻世、頑張ってコーディネートするからよろしくね、ヤッピー」


    　ヤッピー……？


    　言葉の意味はよく分からなかったけれど、とりあえずオシャレな人たちの合言葉か何かだと思うことにして、私も躊躇ためらいがちに「や、ヤッピー……」と応こたえた。


    



    　　　♠


    



    　三み園その蓮れんと三園雫しずく。


    　彼ら姉弟による〝押おし尾お颯そう太た改造計画〟は困難を極めた。


    「……いいですよ」


    　狭い試着室での着替えが終わり、俺が言うのと同時にカーテンが開け放たれた。


    　カーテンの向こうには、椅い子すに腰をかけて足を組む蓮と、自信満々に豊かな胸を張る雫さんの姿がある。


    　雫さんは、ふすーっと鼻を鳴らしてまくし立てる。


    「ドイツ製のフィッシャーマンシャツに白のワークパンツを合わせてみました！　バケットハットにネイビーのストライプが夏にぴったりマリン＆スポーティーって感じ！　どーよ！」


    　……なんの呪じゆ文もん？


    　言葉の意味は分からないが、とにもかくにも素直な感想を返そうとしたところ……


    「──服に着られてる感がハンパねえ、シルエットがだぶつきすぎ、颯太の細身とは合わねえな」


    　と、蓮が即座にダメ出しをした。


    　お前が答えるのかよ。いや、確かに俺も「これはもうちょっとガタイのいい奴やつが着た方がいいんじゃ？」とは思ったけどさ。


    　雫さんは、改めてまじまじと俺を見つめて「う────ん」と口を尖とがらせ、アヒル口を作ると、「確かに！」と手を打つ。


    　すると今度は蓮れんが椅い子すから立ち上がって、あらかじめ用意しておいたらしいコーデ一式をこちらに手渡してくる。


    「選手交代だ、姉ちゃんはそこで座って見てな」


    「ふふん、我が弟のお手並み拝見といこうじゃないか」


    　入れ替わりに椅子へ座り、足を組む雫しずくさん。


    　交代も何も、着るのは俺じゃ……？


    　なんて疑問を吐き出す間もなく、カーテンが引かれる。


    　俺は渋々蓮に渡された服に着替えて……


    「……いいよ」


    　待ってましたと言わんばかりに、しゃああっ、とカーテンが開かれる。


    「ペイズリー柄開かい襟きんシャツをグレーのスラックスにタックイン、垂らしたベルトがポイントだ。落ち着いた色合いがアンティーク＆アダルトで颯そう太たの細身にもぴったり、どーよ？」


    　……だからなんの呪じゆ文もん？


    　雫さんはまたもアヒル口で「う──ん」と唸うなって、


    「イイ線いってるんだけどやっぱ高校生だと背伸び感が出ちゃうなー、それにこんだけ色合いが暗いと暑苦しくなーい？　もうすぐ夏だよ？　秋なら80点って感じ」


    「確かにな」


    　うんうん、と頷うなずき合う三み園その姉弟。


    　……俺の意思は？


    「──やっぱミリタリ系一つ入れるだけでさりげなく違いが出せるって！　これとか最高！　フランス海軍のボーダーシャツ！」


    「いやミリタリを入れるならボトムスに決まってるだろ！　イギリス軍のカーゴショーツ！」


    「いやいやいや！　やっぱり軍モノは靴が至高だから！　合わせやすくて機能性も抜群！　イタリア海軍のセーラーシューズ！」


    　いやいやいや、いやいやいや、と聞いたことのない単語の数々が、店内を流れるうるさいぐらいのＢＧＭさえ黙らせる勢いで飛び交っている。


    　この中で置いてけぼりを食らっているのは、何故なぜか服を着る本人であるはずの俺である。


    　そんな俺に気を使ったわけではないだろうが、議論が堂々巡りになると、蓮はおもむろにこちらを振り返って、


    「──颯太はどういうのがいいんだ!?」


    　と、話を振ってきた。雫さんもこちらへ注目している。


    　どう、と言われても……


    　俺は気恥ずかしさからぽりぽりと頰ほおを搔かきながら答える。


    「……俺、正直服のこととかよく分からないんだけどさ、でもここは絶対に見栄を張りたい場面なんだ」


    　さっきまでの騒ぎが噓うそのように、二人が揃そろって口を閉ざした。


    　重低音のＢＧＭさえ、まるでどこか遠くから聞こえてきているかのように、店内が静けさに満ちる。


    「恥ずかしい話、俺は運動も勉強も並だし、喋しやべりが上う手まいわけでもファッションセンスがあるわけでもない。まぁ別に今まではそれでよかったんだ。蓮れんみたいに女にモテまくりたいわけでもないからさ、でも……」


    　そして、とうとうそれを口にする。


    「──好きな女の子から、隣を歩いても恥ずかしくないと思われる程度には見栄を張りたいかな……」


    　随分とこっぱずかしいことを口にしている気がするが、それが俺の素直な気持ちだ。


    　──誰もが羨うらやむ高たか嶺ねの花、佐さ藤とうこはる。


    　見栄でもいい、虚こ仮けでもいい。たとえそれがシャッターを切るのと同じぐらいの一瞬だったとしても、俺は並びたい。


    　彼女と俺が並んで歩くワンシーンを、一枚の写真に収めても違和感のない男になりたい──それがただ一つの切実な願いだ。


    　三み園その姉弟はしばらくの間、ぽかんと口を開けたまま固まっていた。


    　……引かれてしまっただろうか、あまりにも臭いことを言ってしまっただろうか。


    　そんなことを思い始めた時のことだ。


    「──姉ちゃん、あのシャツある？　ベージュの」


    「あるよん、あとは白のタンクトップ、パンツはデニムでいく？」


    「そうだな、明るめのブルーで、イギリス製のタイトなやつ」


    「バッグはどうしよ、今いい感じのないよ」


    「俺の使ってないサコッシュがある」


    「オッケー、靴はイタリア海軍のセーラーシューズね」


    　突然、止まっていた時間が動き出したかのように、三園姉弟が忙せわしなく店内を走り回る。


    　そして困惑する俺をよそに、二人はついさっきまで激しくファッション論をぶつけ合っていたとは思えないほどの見事な連係で、雑多な店内からてきぱきと服をかき集めてきた。


    　あっという間にコーデ一式が集結し、俺へと手渡される。


    「え、これは……？」


    「本当は古着屋店員の私としてはソータ君には古着の良さに目覚めてほしいとこだけど……今回はソータ君の漢おとこ気ぎに免じて、このへんで勘弁してあげましょう！」


    「ま、あんだけイケメンなこと言われたら真面目に選ぶわな、遊ぶのは今度にしてやる」


    「……やっぱり二人とも俺で遊んで」


    「ごたごた言ってないで着替えてくださーい！」


    　しゃああっ、と勢いよくカーテンが引かれた。


    　若干釈然としないものはあるものの、俺は彼らが用意した〝コーデ〟に着替えて、そして──カーテンを開いた。


    　二人の間で「おー……」と声が上がる。


    「無難にまとまったな」


    「無難にイケメンだねー」


    「ムカつくな」


    「ちょっとつまんないねー」


    「言い方が引っかかる……」


    　褒ほめているはずなのに明らかにさっきよりコメントに熱の入っていない二人を見て、俺は微妙な気持ちになる。

  


  [image: ]


  
    　……しかし、ファッションに疎うとい俺の感想だが、これはなかなか小こ綺ぎ麗れいでいいんじゃないか？


    　淡いベージュ色の半はん袖そでシャツから覗のぞいた白のタンクトップ、明るめの青いジーンズが、いかにも夏らしく爽さわやかな印象だ。


    　サコッシュ？　とかいう小ぶりなポーチと紺色のスニーカーもスポーティーな感じがしていいんじゃないだろうか、あくまで素人意見だが……


    　まぁともかく、これは俺の親友である蓮れんとそのお姉さんの薦めたものだ。


    　悪い物なはずがない。


    「──蓮も雫しずくさんもありがとうございます。これ、買います」


    「はい毎度ありぃ！　お値段は～～～これ！」


    　雫さんが手に持った電卓をばちばちと叩たたいて、金額をこちらへ提示してくる。


    　──驚いた。


    　高すぎたのではない、予想より遥はるかに安かったのだ。


    「い、一式揃そろえてこんなに安くていいんですか？　こーいう古着って、結構値が張る印象なんですけど……」


    　実際、それは懸念の一つであったのだ。


    　さっき蓮と雫さんに着させられた服の値札は逐一チェックしていたのだが、どれも高校生にとってはなかなかの痛手だった。


    　しかしこれは、予想よりもずっと……


    「そりゃーウチの商品のほとんどは父さんが直接海外から買い付けてるわけだしね～お値段はもちろん張るけど、お姉さんそんなに鬼じゃない！　高校生の寂しい懐事情は承知してますとも！　それなりに安い物選びました！」


    「それとそのサコッシュは俺のおさがりだ、もう使わねえから、タダでやる」


    「あと夕方割引で20％オフ入ってるからね！　余ったお金を使って、せいぜいデートで見栄を張ってね！」


    　なはははは、と快活に笑う雫さん。


    　夕方割引ってなんだ……？


    　なんて疑問を抱きつつも、胸の中には素直な感謝の念があった。


    「……ありがとうございます、頑張ります」


    　俺は彼ら姉弟に頭を下げて、買った服の分の代金を支払った。


    　そして、雫さんから着ている服の値札を切ってもらったあたりで、


    「っくしゅ」


    　夏だというのに妙に鼻がむずむずして、くしゃみが出る。


    　不思議に思っていると、蓮は「あ──」となにやら訳知り顔で言う。


    「颯そう太た、古着屋初めてだろ、ウチは特に埃ほこりっぽいからやられたな」


    「あー、どうしてもヴィンテージものが多いから仕方ないんだよねー」


    「……くしゅっ」


    　続けざまにもう一度くしゃみが出た。


    　これ見よがしにくしゃみをするのはなんだか失礼な気がして声を押し殺したが、止まらない。


    「とりあえず外の空気でも吸ってこいよ、あんまり治まらないようならそのまま帰るか」


    「いや、ここまで付き合ってもらったのに、蓮れんを置いて帰らないよ」


    「ん？　言ってなかったっけ？　ここ俺のとーちゃんの店、んで、この上の階が俺んち」


    　あっけらかんと言う蓮。


    　……なるほど、どうりで妙に慣れていると思った。ウチと同じで、店舗と居住スペースが併設されているタイプなのだ。それならば特に気を使う必要もないか。


    　俺は雫しずくさんにぺこりと軽く会釈をする。


    「じゃあ、雫さん、今日は本当にありがとうございました」


    「うん、また来てねー！　雨の日割引は30％オフ、雷割引は50％オフだからー！」


    　……割引しすぎでは？


    　なんて思いながら、俺は一度〝MOON〟を出る。外はすでに暗くなっていた。


    



    　　　♥


    



    　ご存じの通り、私は大の人見知りだ。


    　特に初対面からぐいぐい距離を詰めてくるアパレルの店員さんなんかは、天敵と言ってもいい。


    　話しかけられた時点で頭が真っ白になり、自分が何を喋しやべっているのかも分からなくなって、気が付くと苦笑いをする店員さんが目の前にいる。


    　そんなわけで、アパレルショップにはいい思い出がないんだけれど……〝hidamari〟は、麻ま世よさんは違った。


    　麻世さんはまるで野花のようにお淑しとやかに微笑ほほえみながら、喋り下手な私の話を根気強く聞いてくれるし、とてもいい匂においがする。


    　それになんといっても、包容力がスゴイ。


    　もちろんおっぱいが大きい、というのもあるんだけど、主に内面の話だ。


    　そしてそんな母親のような包容力に包まれながらアドバイスを受けること数分。


    　鏡の中には、全まつたく見慣れない私が立っていた。


    「……」


    　自然と溜ため息いきが出る。


    　感動のあまり言葉を失っていた。


    　あまりファッションに詳しくない私でも分かる、これは……


    「ふふ、いい感じでしょ？　こはるちゃん」


    　私の陰から、ひょっこりと麻世さんが顔を出す。


    　続けて反対側からひょこっと凛りん香かちゃんが顔を出して、三人が鏡の中に収まった。


    「へー、変わるもんだね。まぁこはる、コミュ障だけど顔もスタイルもいいし」


    　凛りん香かちゃんの意地悪が聞こえなくなるぐらい、私の意識は、鏡の中の自分へと持っていかれてしまっていた。


    　透明感のある白のブラウスに、花柄のフレアスカート。


    　シンプルな組み合わせだが、自分が普段着ているものとは印象が全然違う。


    　麻ま世よさんがサービスで編んでくれた髪の毛も手伝ってか、大人っぽい落ち着いたイメージと夏の爽さわやかさが合わさった、そんなコーデだ。
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    「今流行はやりのアースカラーを取り入れて大人っぽく、ブラウスの生地はリネンで涼しげに、上下でシルエットを変えてみたの。こはるちゃん元がいいから素材感を重視してシンプルにまとめてみたんだけど、どう？」


    「す、すごくいいです……！」


    　ああ自分の語ご彙い力のなさが恨めしい。でもそうとしか言えない。


    　いい、すごくいい、これならきっと押おし尾お君も……！


    「買います！　買って、このまま着て帰ります！」


    　鼻息を荒くしながら、食い気味に言った。


    　これを見て麻世さんはくすりと笑うと、白魚のような指でタブレット端末を操作して、こちらへ差し出してくる。


    「じゃ、お会計はこんな感じね」


    「……えっ!?　こんなに安くていいんですか!?」


    「夕方割引で20％オフ入ってるからね」


    　にっこりと柔和な笑みで麻ま世よさんが言う。


    　夕方割引ってなんだろう……？


    　とは思いつつも、これは嬉うれしい誤算だった。


    「ありがとうございますっ！」


    「どういたしましてぇ」


    　こうして私は、ニコニコ顔の麻世さんへ服の代金を支払って、タグを切ってもらう。


    　そんな時、私のスマホが震えた、着信だ。


    「あれ、お母さんからだ」


    「清きよ美みさん？　なにか大事な用？」


    「多分お使いか何かだと思うけど……とりあえずちょっと出てくるね。麻世さん、今日は色々とありがとうございました」


    「んーん、こはるちゃんみたいに可か愛わいい子だったら大歓迎、また来てね。雨の日割引は30％オフ、雷割引は50％オフだから」


    「あたしは少し麻世さんと話してから行くよ」


    「分かった！　じゃあちょっとごめんね！」


    　私は麻世さんに軽く会釈をすると、震えるスマホを握りしめて〝hidamari〟を出る。


    （……割引しすぎじゃない？）


    　後になって、そんな疑問が沸ふつ々ふつと湧わいてきたけれど、ともかく電話に出ようと思って〝応答〟ボタンへ指を近づけた、その時だ。


    「わっ!?」


    　つくづく、自分のどんくささがイヤになる。


    〝hidamari〟を出てものの数秒の出来事であった。


    　慣れないヒールと、そしてスマホに意識を持っていかれていたこともあり、私はアスファルトの割れ目に躓つまずいて思いっきり前へつんのめってしまったのだ。


    　──転ぶ。せっかく麻世さんの選んでくれた服が、汚れてしまう──


    　頭の中で確信した、その瞬間。


    　後ろから手首を摑つかまれて、間一髪、私は最悪の事態を免れた。


    「うわっ!?」


    「おっと……大丈夫？」


    「ご、ごめんなさい！　助けてもらっちゃって……！」


    　私は謝罪の言葉を口にしながら、背後を振り返って……


    「あれ？　佐さ藤とうさん？」


    　──手の内でスマホの振動が止まるのと同時に、私の心臓の鼓動も停止した。


    「おし、お……くん……？」


    　金魚みたく口をぱくぱくやりながら、目の前の彼の名前を口にする。


    　そう、私の手をとってくれたのは、押おし尾お君だったのだ。


    　帰り道とは真逆だろうに、どうしてこんなところに？　いや、それよりもお礼を言うのが先だろう。それより押尾君の手、細くて綺き麗れいなのに、実際に触れてみるとやっぱり見た目よりずっと力強くて──


    　なんて思考の数々が、あるたった一つの現実によって、遥はるか彼方へ吹き飛ばされてしまう。


    　目の前に、押尾君がいる。


    　夢にまで見ながら、でも初めて見る、完全に私服姿の押尾君が。


    　──さて、今からとても恥ずかしい話をする。


    　私が、押尾君を週末デートに誘った大きな理由の一つとして、私自身どうしても押尾君の私服姿を見たかった、というのがある。


    　もちろん学校での制服姿やカフェでの仕事着もとても魅力的だけれど、私服というのは別格だ。だから私は前回押尾君からデートに誘われてからというもの、日々妄想を膨らませ続けてきた。


    　コンビニのメンズファッション雑誌を見ても、ドラマに出てくる俳はい優ゆうを見ても、馬ば鹿かの一つ覚えみたいに頭の中で「押尾君ver.」に変換して、押尾君の私服姿を妄想していたのだ。


    　それで一人悶もだえたりしている始末なのだから、もはや自分でも分かる、気持ち悪い。


    　──さすがに期待しすぎだよね。


    　なんて当たり前のことに気付いたのがつい先日のこと。


    　──押尾君ならどんな服でも似合うよ。


    　そう、さらりと言えるぐらいの女子力は身につけなくてはいけない、と決心したのが今朝のこと。


    　しかし、しかし、しかしだ！


    　本物の、妄想でも夢でもない、本物の私服姿の押尾君は──私が日夜上げまくったハードルすら、軽く上回っていたのだ！


    　その破壊力ときたら！　その破壊力ときたら!!


    「……かっこいい」


    　無意識の内に、ぽかんと開いた口から言葉がこぼれ出た。


    



    　　　♠


    



    　──彼女を前にした瞬間、俺は雷に打たれた。


    　これはもちろん比ひ喩ゆ表現だが、ともかく佐さ藤とうさんの私服姿というのはそう錯覚するほどの衝撃だったのだ。


    　一応、佐藤さんの私服姿を見るのはこれが初めてではない。


    　この前の土曜日、二人でロールアイスを食べた際に佐藤さんは私服だった。


    　勿もち論ろん、初恋の人の私服姿に俺が少なからずドキリとしてしまったのは事実だが、なにぶんあの時は状況が状況でそれを気にするどころではなく、つい「似合ってるよ」の一言も言いそびれてしまった。


    　たとえどんな服でもさらりと気の利いたセリフを添えて「似合うよ」の一言ぐらい言えなければ、男として失格だ──と、以前に蓮れんが言っていたような気がする。


    　しかし、しかし、しかしだ！


    　これは、この私服のチョイスはあまりに……！


    「……かわいい」


    　自分の意思とは無関係に言葉が飛び出して、俺は慌てて自らの口を塞ふさいだ。


    「似合うよ」というただでさえ高いハードルすらすっ飛ばして、前置きなしに何を言っているんだ俺は!?


    　たとえ本音だとしても、キモすぎる！


    「……っこいい」


    　しかし幸い、佐藤さんの耳には届いていないようだ。


    　その際、佐藤さんが何か小さく呟つぶやいたように思えたが、あいにく混乱した俺の頭では、その内容まで聴き取ることはできなかった。


    　──それにしてもヤバい、これはヤバい。


    　押おし尾お颯そう太た、人生最大のピンチは今なお継続中だ。


    　心拍数が上がる、体温が上昇する。後頭部のあたりがちりちりと熱を帯びて、とうとう彼女と目を合わせていることさえ難しくなる。


    　あれだけ練習した「似合うよ」の一言も、用意しておいた気の利いてる風な台詞せりふテンプレートの数々も、ただの一撃で消し飛んでしまった。


    「っ……！」


    　誤算、完全に誤算だった。


    　まさか佐藤さんの魅力をここまで引き立てるファッションが、この世に存在しただなんて！


    　そして一切の心の準備もなしに、今の佐藤さんに遭遇してしまうなんて！


    　──と、ここまで考えたところでようやく、自分が佐藤さんの手首を摑つかんだままだと気付く。


    「……あっ!?　ご、ごめん！」


    　俺は弾はじかれたように彼女から手を離して、「ははは」と誤魔化し笑いを浮かべた。


    　これに合わせてくれたのか、佐藤さんもまた「あ、あはは」と引きつった笑みを浮かべながら、


    「い、いや、あ、ああ、ありがとう押おし尾お君……」


    　……え？


    　佐さ藤とうさん？


    　どこ見てんのそれ……？


    「きぐ、奇遇、だね……ど、どうしたのこんなところで……」


    　……え？


    　佐藤さん？


    　なんでひび割れたアスファルトに話しかけてんの……？


    　見ると、佐藤さんは口元を押さえて肩を小刻みに震わせている。


    　そしてもう〝逸そらす〟というレベルでない視線の向きを見て、俺の中にある最悪の考えがよぎった。


    　まさか……私服の似合わなさを嘲あざ笑わらわれている!?


    「ちょっと服でも買おうと思って、蓮れんと一緒にすぐそこの古着屋まで来たんだけど……」


    　マトモに返答できたのは、もはや奇跡といっていいだろう。


    　なんせ今、俺のテンションは急転直下、天国から地獄、絶望のどん底であった。端的に、死にたい……


    「へ、へええ……そうなんだ、奇遇だね……」


    　一向にこちらへ目を向けず、アスファルトに向かって言葉をかける佐藤さん。


    　……改めて、彼女のファッションはとても可か愛わいらしかった。


    　夏らしく爽さわやかで、それでいて落ち着いたファッションは、ちょうど可愛いと美人の中間にある彼女の魅力を、最大限に引き出している。


    　蓮とそのお姉さんのファッションセンスを疑うわけではないが、確かにあれと比べれば、俺がどれだけ着飾ろうと失笑ものかもしれない。でもそんなのは、初めから分かり切っていたことだ。


    　──なら、なおさら落ち込んでいる場合じゃないだろう。


    　俺には言うべき言葉がある。


    「──佐藤さん」


    　俺は意を決して彼女の名前を呼んだ。


    　佐藤さんは一度大きく肩を跳ねさせると、口元を手で押さえたまま、ゆっくりこちらへ振り返る。彼女の顔は赤らんで、ひどく目が泳いでいた。


    「な、ななな、なにかなっ押尾君……!?」


    　俺は佐藤さんをまっすぐ見据えて、いつも通りに微笑ほほえみ、そして幾度となく練習したその言葉を、口にするのだ。


    「──その服、すごく似合ってるよ、可か愛わいいと思う」


    　その台詞せりふが、思いのほかすらすらと出てきたのは、本当に心の底からそう思っていたからに違いない。


    　言った後に死にたくなるぐらいの恥ずかしさが押し寄せてきたけれど、でも後悔はなかった。


    　そしてこれを受けて佐さ藤とうさんが……


    「どっ」


    　どっ？


    　突然、妙な声を発したので、首を傾かしげると、どういうわけか佐藤さんは突然、その場にへなへなと崩れ落ちていく。


    　──せっかくの服が汚れてしまう。


    　そう思った俺は慌てて腕を伸ばして、佐藤さんの肩を支える。


    「うわっ……！　どうしたの？　もしかしてさっき転びそうになった時どっか痛めた？」


    　心配に思って彼女の顔を覗のぞき込む。


    　すると、こちらを見上げる彼女の瞳ひとみが、じわりと潤うるんで……


    「うわあああああ……よかったあああぁぁぁ……！」


    　号泣である。


    　佐藤さんは俺に抱きかかえられたまま、まるで子どものように、周りも気にせずわんわんと泣き出してしまったのだ。


    「ちょっ、佐藤さん!?」


    「に、にあってる……おじおぐんも……かっこいいよおおおぉぉ……！」


    「えっ!?　い、いやそれはありがとう……!?　とりあえず落ち着いて!?」


    　もうなにがなんだか分からないが、とにかく俺は彼女が泣き止むまで、そのままの体勢で彼女を宥なだめる羽目となった。


    　……カッコいいんだ。


    　こんな状況だけど、少しだけ誇らしい。


    　今度蓮れんにはラーメンでもおごってやろう。


    



    　　　♦


    



    「……なにやってんのこはる」


    　あたし──須す藤どう凛りん香かは、窓の外で展開される異様な光景を眺めて溜ため息いき混じりに言った。


    　お母さんと電話をしてくると言って〝hidamari〟を飛び出したこはるは、今、店の前でとある青年に抱きかかえられて、子どものように泣きじゃくっている。


    　声は聞こえなくとも、一部始終が窓越しに筒抜けだったのだ。


    　そしてあの青年は、十中八九……


    「あれがこはるちゃんのデートのお相手ね」


    　隣で麻ま世よさんが「あらあら」と笑いながら言うので、あたしは反対に頭を抱えた。


    「穴があったら入りたい……」


    　仮にも年上である従姉妹いとこの醜態に、あたしまで顔から火の出そうな気持ちだ。もう、ただ純粋に情けない……


    「麻世さんに服を見繕ってもらえば少しぐらい自信がつくと思ったのに……恋愛素人のこはるに駆け引きとか、期待するだけ無駄だったのかな」


    「あら、ああいうのも甘酸っぱくていいじゃない、お相手さんも優しそうだし、案外うまくいくかもよ？」


    「どうだか」


    　あたしはわざとらしく含みを持たせた口調で言う。


    　しかし、そんな嫌味な言い方にも麻世さんは眉まゆをひそめもせず、逆にニヤニヤと笑いながら言う。


    「凛りん香かちゃんは、そういうの興味ないの？」


    「ありません」


    　食い気味に、ばっさりと切り捨てた。


    　麻世さんはその返答さえ分かり切っていたかのように「あらあら」と笑みを浮かべている。


    　……麻世さんは確か今、21歳だったかな。


    　女子大生というのはこんなにも大人なのかと、いつも驚かされる。


    「……子どもばっかりですよ、みんな」


    　あたしは一つ溜ため息いきを吐ついて、続ける。


    「それに、こすいです、中学生も高校生も変わりません、どれだけ背が伸びても、誰も本当の意味での恋愛なんてしてませんよ、結局自分のことしか考えてないんですから」


    　あたしは、泣きじゃくるこはるを眺めながら、ぼんやりと呟つぶやいた。


    　片想い中は思考停止状態。自分の発した言葉を、もう一度頭の中で繰り返した。


    　結局のところ、皆が皆、恋愛なんてしていない、ただの片想いなんだ。


    　なんて冷めた考えなんだろう、と思わず自じ嘲ちようが漏れそうになったその時──麻世さんは「ぷっ」と噴きだして、


    「凛香ちゃんって、意外と乙女よね」


    「はっ!?」


    　思っていたのとは真逆の反応が返ってきて、あたしは思わず声をあげてしまった。


    　麻世さんはおかしくてたまらない、と言った風にくすくすと押し殺した声で笑っている。


    「な、なんで笑うんですか!?」


    「ふふ、いえ、別に悪い意味じゃないの、ただ凛りん香かちゃんも年頃なんだなーって」


    「う、うう、なんですかそれ……！」


    　ムキになって反論したらまた笑われそうだったので、なんとか堪こらえた。


    　釈然としない……！


    　麻ま世よさんの「うふふ」笑いを背に、あたしは再び窓の外へと視線を戻して……ある物が視界に入った。


    　ようやく落ち着いてきたらしく、しゃくりあげるこはると〝押おし尾お君〟のそばを、自転車に乗った一団が通り過ぎていく。


    　示し合わせたように着崩した制服に、無造作にワックスで髪を立ち上げた男子連中……見覚えがあった。


    「あれ？　バスケ部の男子……」


    　そう、同じバスケ部の男子たちだ。


    　きっと学校帰りにどこかで遊んで、その帰り道なのだろう。


    　彼らは自転車の上から泣きじゃくるこはるを物珍しそうに眺めながら、店の前の道路を通過していく。


    　……まぁ、それなりに顔かたちの整った女子高生が往来のど真ん中で泣き崩れていたら、そりゃあ見るだろう。


    　そんなことを思っていたら、それは起こった。


    　──バスケ部男子の内の一人が、わき見運転のせいで、〝hidamari〟の店先に並べられた植木鉢の一つに、足を引っかけてしまったのだ。


    「あっ!?」


    　声をあげるも、どうにもならない。


    　可か愛わいらしい観葉植物の植わった鉢は、勢いよく倒れ、そのまま車道まで転がり出てしまう。


    「……あっ、やべっ……！」


    「……なにやってんだよリョーヘイ……！」


    「……はははは……！」


    　窓越しに、バスケ部の笑い声が届いた。


    　彼らは植木鉢を拾い上げるでもなく、あろうことか逃げるように自転車を加速させたのだ。


    「あいつら！」


    　あたしは弾はじかれたように〝hidamari〟を飛び出す。


    「ちょ、ちょっと凛香ちゃん!?　大丈夫だから……！」


    　後ろから麻世さんの引き留める声が聞こえたが、止まるわけにはいかなかった。


    　あたしは知っている！　麻世さんは決して自分からは言わないけれど、あれは麻世さんが大切に育てたものだ！


    　道路へ飛び出す直前、驚いたような顔でこちらを見るこはると〝押おし尾お君〟が視界の隅にちらりと映ったが、立ち止まっている暇はなかった。


    　あたしは素早く車道に転がった植木鉢を拾い上げて、そして──


    「──凛りん香かちゃんっ!!」


    　ほとんど悲鳴にも似たこはるの声がして、あたしはようやく気が付いた。


    「えっ……」


    　けたたましいクラクションの音。


    　ヘッドライトが視界を染め上げる。


    「ウソ……」


    　一度拾い上げた植木鉢が、鈍い音を立ててアスファルトの上を跳ねる。


    　身体からだが自分のものではないみたいに硬直し、体温が急激に低下する。


    　こういう時は走馬灯が流れるものだって聞いていたんだけど、どうやら突然のことすぎて上映準備はできていないらしく、ゆっくりと流れる時間の中で、あたしの頭の中に浮かんだのは「我ながらなんてベタな最期なんだ」という、しょーもない一文だった。


    　そして強烈な光が、あたしの全身を捕らえようとしたその刹せつ那な──


    「──っ!!」


    　石みたいに重かったあたしの身体が跳ねた。


    　撥はねられたのではない、跳ねたのだ。


    　──横合いから跳んできた〝押尾君〟に抱きすくめられて。


    「っ!?」


    　強烈な光が、けたたましいクラクション音とともに遠ざかる。


    　運転手らしき男の怒号が遥はるか遠くから聞こえたような気もしたが、そんなのはもはや意識の外だった。


    　あたしは今、反対側の歩道で彼に覆いかぶさられるかたちでうつぶせに倒れている。


    　あれだけの勢いで弾はじき飛ばされたのになんのケガもなかったのは、彼がその腕をあたしの後頭部へと回して、クッションの代わりにしたためだ。


    　となれば当然、あたしの身代わりで、アスファルトに削られた彼の腕は今──


    「大丈夫？」


    　その声に、あたしははっと息を呑のんだ。


    　彼が、〝押尾君〟があたしを見下ろして、尋ねてくる。


    　あたしは未いまだまとまらない思考で、


    「だ、大丈夫です……」


    　そう答えると、彼はにっこりと優しげに微笑ほほえみ、


    「よかった──立てる？」


    　ただそれだけ言って、その手を差し伸べてきたのだ。


    　白くて細くて薄い、まるで女の子のようでいて、しかし近くで見ればはっきり男の人のそれだと分かる、そんな手を。


    「は、はい……」


    　あたしは自分でも何が何やら分からないまま、差し伸ばされた手を取って立ち上がる。


    　──その時に初めて、彼の右腕がアスファルトで擦り剝むけて、無残な有様になっていることに気が付いた。


    　じんわりと滲にじんだ血や、糸くずみたいに丸まった薄皮が見るからに痛々しい。


    　しかし彼は、そもそも痛みすら感じていないかのように……


    「ごめん、結構勢いよく突き飛ばしちゃったから……どこか痛いところとかない？」


    「えっ、いや……あたし、よりも……その……」


    　まさか自分の心配をされるとは思っておらず、もごもごと語尾を濁したが、視線は彼の腕へ釘くぎ付づけになってしまう。


    　彼はゆっくりと視線を落として──驚いたことに、そこでようやく自らの腕の惨状に気付いたようだった。


    「うわっグロイな……ああ、でも大丈夫、見た目ほど痛くはないから」


    　そう言って、彼はあたしに微笑ほほえみかけてくる。


    　痛くないはずがない、強がりもいいところだ。


    　本当は人のことを気にしてる余裕なんかないはずなのに、彼はただあたしを安心させるためだけに、笑って──


    「──凛りん香かちゃぁんっ！」


    「わっ!?」


    　突然、後ろから抱きつかれた。


    　慌てて見ると、こはるがあたしの背中に、ぐじゃぐじゃの顔を押し付けている。


    「こ、こはる……!?」


    「ごめん、ごめんねぇぇ……私、怖くて動けなかった……！　よかった、よかったよおおお……ありがとうおじおぐん……！」


    「いや、ちょっと……こはる！　あたしよりも彼の……！」


    「──本当に良かったよ、怪け我がもなくて」


    　彼が食い気味に言葉をかぶせてきた。


    　驚いて彼の方を見ると、彼は傷ついた右腕を身体からだの陰に隠して、変わらずなんでもなかったかのように微笑んでいる。


    　その一連の動作で、あたしはすぐに彼の意図を理解し、そしてそれだけはさせてはいけないと声をあげようとした、その時である。


    「二人とも大丈夫だった!?」


    　遅れて麻ま世よさんが駆けつけてくる。


    　麻世さんは、この中で唯一冷静に場を俯ふ瞰かんすることができていたためだろう。


    　あたしを一いち瞥べつして怪け我ががないことを確認すると、すぐに彼の方へ目をやった。


    　彼はこの期に及んで、怪我をした右腕を隠しながら、


    「大丈夫です」


    　なんて微笑ほほえんでいる。


    　麻世さんはそんな彼の様子を見て、一瞬固まったようにも見えたが、すぐにいつも通りの柔和な笑みを浮かべて、


    「──そう、良かった、でも土つち埃ぼこりで顔が汚れちゃってるわ、そこ、私の働いているお店なんだけど、せめて奥の方で軽く水で流していかない？」


    「……ありがとうございます、お言葉に甘えます」


    「ええ、じゃあ行きましょう、凛りん香かちゃんにこはるちゃんもね」


    「ひっぐ……うぐ……は、はいぃぃっ……！」


    「あらあら、こはるちゃんも戻ったら顔拭ふかないとね、タオル貸してあげるから」


    　麻世さんは泣きじゃくるこはるの頭をよしよしと撫なでさすると、路肩へ転がり出た植木鉢を拾い上げ〝hidamari〟へと導く。


    　あたしの胸の内に、もやもやとした感情が溜たまっていく。自分がどうするべきか分からず、赤ん坊のように泣きじゃくりたい気分だ。


    「どうしたの凛香ちゃん？　早くおいで」


    「……ま、麻世さん……あたしは……っ」


    　とうとう耐え切れなくなって、それを訴えようとすると、麻世さんはあたしの耳元へ顔を寄せて、


    「……彼の気持ちも察してあげて」


    　麻世さんが、にこりと笑う。


    「……っ！」


    　やっぱり麻世さんは全部分かっている。


    「凛香ちゃん、本当にありがとうね」


    　そう言って、彼女は左腕に抱えた植木鉢を覗のぞかせた。


    　──違う、あたしじゃない！　あたしはただ考えなしに飛び出して彼に迷惑をかけただけ！　あたしのせいで、こはるの初恋の人にあんなひどい傷まで……！


    　これなら責められた方がよっぽどマシだ……頭ごなしに怒鳴られた方がまだ……！


    　駄目だと分かり切っているのに嗚お咽えつが漏れた。抑えきれない感情の渦に、あれだけ大人ぶってみても、結局自分はどうしようもなく子どもなのだと思い知らされてしまう。


    　じわりと視界が滲にじんで、どうしようもない心細さが胸の内に充満し、破裂してしまいそうになる。


    　ああ、もう駄目だ、限界だ──


    　そんな時、あたしの肩にぽんと手がのせられる。


    「えっ……？」


    　綺き麗れいな手、振り返ると、そこには彼の姿があった。


    　彼は、先ほどまでとは違う、どこかおどけたような口調で言う。


    「凛りん香かちゃん……だっけ？　佐さ藤とうさんの妹さんかな？　まぁ……なんにせよ、ありがとう、佐藤さんに腕の怪け我がについて黙っていてくれて」


    　その言葉を受けて、あたしはひどく惨みじめな気持ちになってしまう。


    　だってそうだろう？　責められこそすれ、感謝される資格なんて、あたしにはない。


    「い、いえ、違う、違うんです、ほ、本当にごめんなさい、あたしは、その……」


    　彼の痛々しい右腕を前にしたら、もうマトモに言葉を発することさえできない。


    　ぐじゃぐじゃだ、情けない、情けない……


    　そんなあたしの様子を、最初不思議そうに見下ろしていた彼は、やがて、こちらへにっこりと微笑ほほえみかけて、


    「人に何かしてもらった時は？」


    「えっ？」


    　突然の問いに、思考がフリーズする。


    　彼は、ゆっくりと屈かがんで、あたしと目線の高さを同じくすると、もう一度繰り返す。


    「人に何かをしてもらった時は、なんて言う？」


    　……彼の微笑みは、不思議だ。何故なぜか、見ていると妙に心が落ち着く。


    「え、と……ありが、とう、ございます……？」


    「うん、どういたしまして、こっちこそ本当に助かったよ」


    「なにが……」


    「見栄、張らせてくれてありがとう、佐藤さんの前では、絶対に格好悪いところを見せたくなかったんだ」


    　そう言って、彼はまるで子どもへやるように、あたしの頭をくしゃりと撫なでた。


    　普段なら「せっかくセットした髪になんてことすんの、手脂こすりつけんな勘違い男キモ」なんて悪態の一つ二つも吐く場面であるはずだ。


    　……あるはずだ……


    　あるはず、なのに……


    「先に行ってるね、……ありがとう」


    　最後にそう言って、彼は麻ま世よさんに引き連れられながら、〝hidamari〟へと向かっていく。結局、一度も微笑ほほえみを崩さずに。


    　あたしもすぐに〝hidamari〟へ戻らなければいけないのだけれど、どうしても足が動かなかった。


    　代わりに心臓の鼓動がもう随分と前からうるさかったことに、ようやく気がついて……


    「はっ!?」


    　あたしは弾はじかれたように自らの頰ほおに触れる。


    　ひどく、熱を持っていた。


    「いや、え、ウソウソウソ!?」


    　動どう悸きがおかしい、思考がまとまらない、さっきの微笑みが、頭から離れない。


    「違う違う違う違うから!!」


    　あたしはうるさいぐらいに主張してくる自分の身体からだを黙らせるように、その場にうずくまった。


    　認めるわけにはいかない、絶対に認めるわけにはいかなかった。


    　だって……


    「あたし、こはるの初恋の人に……!?」


    　その先を言えば戻れない気がしたので、「ううううう!!」と唸うなりをあげて、さっきの感覚を上書きするように、髪をぐしゃぐしゃとかき回す。


    　その際、こちらへ振り返った麻ま世よさんが、「あらあら」となにやら含みのある笑みを浮かべていたように見えたが、それどころではなかった。


    　須す藤どう凛花。


    　これはあたしの、絶対に届かない片想いの、はじまりの１ページである。


    



    　　　♠


    



    「──それがね、押おし尾お君ちょっとすぐには出られないのよ」


    　麻世さんに勧められるがまま、俺が〝hidamari〟バックルームの椅い子すに腰をかけて待っていると、表からそんな声が聞こえてきた。


    「え、な、なんでですか!?　もしかして押尾君、怪け我がを……!?」


    「そんな……」


    　これは佐さ藤とうさんと、佐藤さんの従姉妹いとこである須藤凛りん香かちゃん（麻世さんから教えてもらった）の声、不安がる二人の声を聞いて、俺まではらはらしてしまう。


    　しかし麻世さんは、これにかぶせるように落ち着いた笑いを交えながら言った。


    「ふふ、違う違う、さっき飛び込んだはずみに服がちょっと破けちゃったの、今裏で縫ってあげてるから、時間かかるわよってこと」


    「あっ、そうなんですか……？」


    「……」


    　麻ま世よさんがあんなにも優しげな声でさらりと噓うそを吐ついたものだから、俺は思わず感嘆の声をあげそうになって、慌てて口を閉じた。


    　佐さ藤とうさんの安あん堵どの溜ため息いきが聞こえてくる。一方で凛りん香かちゃんがだんまりなところを見ると、色々察してくれたということだろう。


    　彼女は、まだ中学生らしいが、随分と大人びている。


    　子ども扱いして頭を撫なでたのはちょっと失礼だったかな……なんて後悔が、今更ながら頭をよぎった。


    「そういうわけだから先に帰りなさい、もうだいぶ暗くなってきたし」


    「え、でも縫う時間ぐらいなら待ちますけど……」


    「そんなに押おし尾お君の下着姿が見たいなら、一緒にバックルーム行く？」


    「──凛香ちゃん帰ろうね！　送ってあげる！」


    「……押尾さんに、迷惑かけてごめんなさいって伝えておいてくれますか」


    「……ええ、またのご来店をお待ちしております～」


    　慌てふためく佐藤さんの声と、押し殺したような凛香ちゃんの声、そして最後にどこか抜けた挨あい拶さつが聞こえて、扉のばたんと閉まる音がした。


    　店内がしんと静まり返る。


    　すると、僅わずかに開いたバックルームのドアの隙すき間まから麻世さんはひょっこりと顔を出して、


    「行ったわよ」


    　と微笑ほほえみかけてきた。


    　俺はそこでようやくほっと一息吐ついて、擦り剝むけた右腕をまじまじと見つめる。


    　買ったばかりの服がほぼ無傷だったのは不幸中の幸いだが、しかしこっちはひどい。


    　さっき必死で声を押し殺しながら水で流した甲か斐いもあり多少はマシになったが、滲にじんだ血にはまだ少し砂利の黒い粒が混じっていた。


    　……意識しないよう視界から遠ざけておいてよかった。


    「あらあら、これは派手にやったわね、痛む？」


    「痛みはさほどではないんですが、こういうの苦手なんです……」


    　血とか傷とか、そういうグロ系は昔から苦手だ。見ているだけでくらくらしてくる……


    「じゃあまずは消毒ね、ちょっと待ってて」


    「……麻世さん、なにからなにまで、ありがとうございます」


    「いいのよ、むしろこっちが感謝したいぐらい、凛香ちゃんのために飛び出して、ふふ、かっこよかったわよ」


    「そ、そうですか……」


    　麻ま世よさんは、ちょっと目を見張るぐらいの美人である。


    　高校生とは明らかに違う余裕も兼ね備えて、まさに〝大人の女性〟って感じだ。


    　そんな彼女があまりにもストレートに言うものだから、少しどぎまぎしてしまった。


    　一方で麻世さんはそんなこと気にも留めず、慣れた手つきで救急箱を引っ張り出して、脱脂綿をピンセットでつまみ、消毒液を浸した。


    「私の幼おさな馴な染じみが、いつも怪け我がしてばっかりだったから慣れちゃったの、はい腕出して」


    「助かりま……いづっ」


    　消毒液がしみて、思わず情けない声が出てしまう。


    　……本当に佐さ藤とうさんを帰してもらって助かった、なんて思っていたら、


    「──押おし尾お君、こはるちゃんのことが好きなの？」


    「えっ!?　なんで知っていづぁっ!?」


    　驚きと痛みで心臓が２段ジャンプした。


    　そんな反応が面白かったのか、麻世さんはくすくす笑いながら消毒を続ける。


    「見てれば分かるわよ。多分分かってないのはこはるちゃんだけ」


    「そ、そうなんですか……？」


    　恥ずかしがればいいのやら、痛がればいいのやら。


    　……いや、やっぱり圧倒的に恥ずかしい。そんなに露骨なのか、俺の態度は……


    「こはるちゃんは、ほら、天然だから」


    「それは分かりますけども……はぁ、ほっとした反面、残念です」


    「残念？」


    「だって俺がそれだけ意識されてないってことでしょう、他の人なら気付くレベルの好意を向けられても、気付かないぐらい」


    「……」


    　自分の傷口なんて、あまりまじまじ見たいものでもないので目をつぶって耐えていたのだが、突然規則的に腕を叩たたく脱脂綿の攻撃が止んだ。


    　不思議に思って薄目を開けてみると、麻世さんはこちらを見つめたまま、まるで一時停止でもかけられたかのように動きを止めてしまっている。


    「……？　どうかしました？」


    「……これは案外、大穴狙ねらえるかもしれないわね、凛りん香かちゃん……」


    「はい？」


    「いや、ほら、やっぱり不利な方を応援したくなるのが人情じゃない？」


    「えっ？」


    「というかあれはちょっと君も悪いわけだし」


    「……マジでなんの話をしていっづぁっ!?」


    　ぽんぽんぽんぽん、と凄すさまじい速さで、腕の上を脱脂綿が跳ねる。


    　ちょ、痛い痛い痛い痛い!?　麻ま世よさん!?


    「押おし尾お君、率直に凛りん香かちゃんのことどう思う？」


    「はっ!?　なんで今そんな痛い痛い痛い！」


    「可か愛わいいか可愛くないかで言ったら？」


    「がっ、ぎっ……！　か、可愛いと思いますよっ……!?　だ、だからちょっと……！」


    　止めてください、という意を込めて身をよじるのだが、全然止める気配がない。


    　それどころか脱脂綿は更に加速して、もはやぽんぽんぽん、ではない、ぽぽぽぽぽぽっ、という感じである。


    　そして、何故なぜか麻世さんは目をきらきらと輝かせながら、またも……


    「それでそれで？　どういうところが可愛いと思う？」


    「がっ……！」


    　意味不明な質問、依然傷口を跳ね続ける脱脂綿。


    　もう訳が分からない、どういう状況だこれ。


    　しかしこのまま黙っていて解放される気配はないので、俺は痛みで痺しびれる頭の中から、なんとか彼女の容姿の記憶を掘り起こした。


    　須す藤どう凛香、彼女の容姿で、一番印象に残ったところは──


    「──かっ、髪型っ!!　髪型が可愛いっ！」


    　ほとんど悲鳴のように叫ぶと、そこでようやく、麻世さんがその手を止めた。


    　静寂を嚙かみ締めると、どっと嫌な汗が噴き出した、息も荒い。


    　た、助かった……？


    「……はい、おしまい、あとは包帯を巻けば大丈夫よ」


    　先ほどまでの猛攻が噓うそのように、菩ぼ薩さつのような笑みを浮かべる麻世さん。


    　……どうやら助かったらしい。


    　自分が風船だったら萎しぼみ切ってしまうだろうというほどの特大の溜ため息いきを吐き出す。


    　すると何を思ったのか麻世さんは、妙に色気のある仕草で、自らの髪の毛先を指でくりくりといじりながら……


    「私も髪を伸ばした方がいいかしら？」


    　と悪戯いたずらっぽく尋ねかけてきた。


    　……いいかしら、と言われても。


    「やっぱり、凛香ちゃんじゃないと似合わない？」


    「いや、そういうわけではないですけど、人それぞれ似合う髪型がありますからね……」


    「そっかぁ、私じゃ似合わないかぁ」


    　そう言って、麻世さんは思いのほかあっさり引き下がると、俺の腕にくるくると包帯を巻き始めた。


    　……？？？


    　大人の考えることは、よく分からない。


    　そんな時だ、突然〝hidamari〟のドアが勢いよく開け放たれて──


    「──ヤッピー麻ま世よぉ！　もう８時だ！　店仕舞い店仕舞い！　ウチで呑のもーよ！　今日は赤ワイン祭りだぁ！」


    　やけにテンションの高い、聞き覚えのある声が聞こえてくる。


    　見ると、そこにはどういうわけか、満面の笑みを浮かべる三み園その雫しずくさんの姿が。


    「あれ雫さん？　何してるんですか？」


    「……ん？　んん？　誰かと思えばソータ君じゃん、なにしてんのこんなところで、てかまだ帰ってなかったの？　蓮れんはもう帰ったよ？　というか〝MOON〟の２階に引っ込んだだけなんだけどさ、そして何その包帯」


    　怒ど濤とうの質問責めに圧倒されてしまう。


    　雫さん、テンションが上がると、口数が増えるタイプなんだろうか……？


    「あ、やっぱり押おし尾お君は雫と面識あったんだ」


    「やっぱり？」


    「だってこの服一式〝MOON〟で揃そろえてるでしょ？　見ればわかるもの」


    　分かるのか……？


    　そしてこれは初めて発見したことだが、着てる服がどこの店のものなのかこうもあっさりバレてしまうと、この上なく恥ずかしい……


    「雫さんの弟が、俺の友人なんです……」


    「そ！　ソータ君の親友の姉の三園雫でっすー！　以後ヨロシクヤッピー！」


    「ヨロシクヤッピー」


    　異様にテンションの高い雫さんに、菩ぼ薩さつのような笑みで返す麻世さん。


    　え、なに？　その挨あい拶さつアパレル界かい隈わいで流行はやってるの？


    　……いや、違う、普通に考えれば二人は……


    「友達、なんですか？」


    「友達なんてもんじゃないよソータ君！　私たち小学校からの幼おさな馴な染じみ！」


    「大学も同じスイーツ研究サークルに入ってるしね、店も隣だし、閉店時間も一緒だから、よく仕事終わりに〝MOON〟で呑んでるの」


    　……スイーツ研究サークル？


    　なんだか最近どこかで似たような名前を聞いた覚えがあるんだが、気のせいか……？


    　なんて思っていたらまるでミュージカルのように軽やかな動きでこちらとの距離を詰めた雫さんが、がっしりと俺と肩を組んで……


    「ま、ソータ君はラッキーだったね！　美女二人と飲み会だ！　喜べ！」


    「……えっ？　飲み会って、なんでそんな話に……というか俺は未成年で」


    「女の子からの誘いを断るのはイケメンじゃなーい！　コーラでもサイダーでもなんでもいいからぶち込め！　さあ行くぞ月の向こう側へ～～！」


    「本当にシラフですか雫しずくさん!?　……ま、麻ま世よさん助けっ……！」


    「私はお店の〆作業が終わったら行くから、先に呑のんでて～」


    「ちょっ!?」


    「ほらイケメンきびきび歩け～～！　恋バナしよーよ恋バナ～～～！　古着の話でも可！」


    　ひらひらと手を振る麻世さんを恨めしく睨にらみつけるも助けてくれる気配は一切なく、結局、俺は〝MOON〟へと強制連行されてしまう。


    　空には、そんな俺を嘲あざ笑わらうかのように綺き麗れいな満月が浮かんでいた。


    



    　　　♦


    



    「さて、と……」


    　誰もいなくなった〝hidamari〟で、麻世さんはふぅと一息吐く。


    　そして──


    「──凛りん香かちゃんも飲み会、来る？」


    　並んだ衣服の陰に隠れたあたしは、思わずびくん！　と肩を跳ねさせた。


    　……この人、一体いつから気付いてたんだ？　いや、多分あの人のことだから最初から気付いてたんだろうな……


    　できるだけ平静を装って立ち上がると、麻世さんの顔は見ずに、こほんと一つ咳せき払ばらい。


    「い、行きませんよ、あたしはただちゃんと改めてお礼を言うのが筋すじかなと思って、戻ってきただけですから、……でももうそういう気分じゃないので帰ります」


    「残念、押おし尾お君も来るのに」


    「かっ……関係ないじゃないですか」


    「へえぇ」


    　思わせぶりに言う麻世さん。


    　あたしは肩を小刻みに震わせながら、とにかくさっさと店を出ていこうと踵きびすを返す。


    「ＭＩＮＥマインぐらい聞いておけばいいのに」


    「きょ、興味ありませんし」


    「そう？　夜寝る前、なーんか寂しくなった時とかに何気ないメッセージとか飛ばしてみると、それだけで楽しいものよ」


    「…………興味ありませんし」


    「凛りん香かちゃん、髪型似合ってるわよ」


    　限界だった。


    　あたしはだん！　と床を踏み鳴らして、麻ま世よさんに振り返り、一言。


    「──だから、あたしは押おし尾おさんなんて絶対好きになりませんから!!」


    　これを受けて麻世さん、くすりと笑って。


    「──凛香ちゃんって、押尾君のことが好きなの？」


    「～～～～～～～っ！！！！　お邪魔しましたっっ!!」


    　あたしはちょっと大げさなぐらい強めにドアを閉めて〝hidamari〟を飛び出した。


    　本当に、本当に、本当に!!　押尾さんも！　麻世さんも!!


    　違うんだ！　顔が熱いのは、最近蒸し暑いから！　身体からだが震えるのは、車に轢ひかれかけたのが怖かっただけ！　胸が張り裂けそうなぐらいに高鳴るのは……今走っているからだ!!


    　決して、決してだ！


    　彼がどうしようもなくこはるを好きでいることが分かってなお、可か愛わいいと言われたのが嬉うれしかったわけでは──断じてない！


    「皆して、馬ば鹿かにしないでよ!!」


    　あたしは無我夢中で、月明かりの照らす道を駆け抜けた。

  


  [image: ]


  
    　　　♥


    



    「ただいまぁ～」


    　時刻は夜の８時を少し回った頃、私は隠し切れない上機嫌を声に乗せて、玄関のドアを開け放った。


    　リビングから人の気配を感じる。僅わずかにテレビの音が聞こえてきた。お母さんだ、きっといつもみたくリビングのソファで寝転がって、テレビを眺めているんだろう。


    　私は普段なら絶対にやらない鼻歌なんかを鳴らしながら、〝hidamari〟で買ったヒールを脱ぎ始める。


    　これもまた押おし尾お君の褒ほめてくれたものだと思うと、脱いでしまうのは少し名残惜しかったけれど……うん、本番に向けて大事にしまっておこう。


    　そんなことを考えながら一人でニヤニヤしていると──奥の廊下の暗がりから見慣れた顔がぬうと飛び出してきた。


    　まぁ、簡単に言えば私のお母さんである。


    　しかしそれがあまりに突然だったので、私は「どぉっ!?」と、例によって女子高生にあるまじき悲鳴をあげてしまった。


    「……こはる、こはる！」


    　お母さんが、やけに押し殺した声で私の名前を呼びかけてくる。


    　でも、こっちはばくばく鳴る心臓を押さえつけるので必死だ。


    「な、ななな、なにお母さん!?　ああ、びっくりしたぁ……！」


    「なんで、さっきの電話出なかったの！」


    「電話……？　……ああ！　ごめん、立て込んでてかけなおすの忘れちゃった……何か大事な用事でもあったの？　……というか、なんでそんなひそひそ声？」


    「……あぁ、アンタは本当に誰に似たんだろ、間が悪いと言うか要領が悪いと言うか……」


    「？」


    「とにかく、アタシはもうフォローできないからね」


    「……？？」


    　お母さんが何を言わんとしているのか、まったく分からずに小首を傾かしげていると──ふと、あることに気付いてしまった。


    　あれ……？


    　そういえば今、お母さんは廊下からやってきたけど、じゃあリビングから感じる人の気配はなに？


    　それに耳を澄ましてみたら、テレビが流しているのは──ニュース番組だ。


    　バラエティ好きのお母さんが、このゴールデンタイムにわざわざニュースを見るなんてありえない。


    　まさか──


    　私の中にある考えが浮かんだのとほぼ同時に、リビングのドアが開かれた。


    　そしてドアの向こうから現れた、鋭い眼光にあてられた時、私はもちろん、お母さんでさえ背筋が凍り付くような気持ちだったに違いない。


    「──おかえりこはる。随分と遅かったじゃないか」


    「お、お父さん……？」


    　私の父、佐さ藤とう和かず玄はるの姿がそこにはあった。


    　しかも更に恐ろしいことに、オフではない。


    　７対３で分けた黒より黒い頭髪、そしてシワ一つないワイシャツに、ぴっちりと締めた青いネクタイ。しかしその一方で、いかにも神経質そうなシャープなメガネのフレームからは、日頃の激務で刻まれた深いシワが、これでもかとはみ出している。完全に仕事モードだった。


    　そしていつもは家に帰ってくるなりすぐにシャワーを浴びるお父さんが、未いまだに仕事モードを継続している時というのは……決まっている。


    　私に、お説教をする時だ。


    「きょ、今日は早かったんだね……残業、なかったの……？」


    　はは、なんて愛想笑いを浮かべながら話を逸そらそうとしたけど、お父さんは相変わらずの仏頂面で……


    「私は、どうしてこれだけ帰宅が遅くなったのかと聞いている。それに学校帰りだろう？　何故なぜ私服なんだ、制服はどうした」


    　淡々とした問い詰めに、たらりと嫌な汗が首筋を伝った。


    　実の親だと分かっていても、先生なんかよりよっぽど怖い。お父さんの部下は、毎日こんなのに耐えているんだろうか……


    　からからに渇いた喉のどを無理やり開いて、なんとか答える。


    「きょ、今日は、従姉妹いとこの凛りん香かちゃんと放課後、服を買いに行ってたの……気に入ったから、そのまま着替えてきちゃった……はは」


    「子ども二人だけで、こんな時間までか、それに凛香ちゃんは私の記憶が正しかったら今は中学３年生だが」


    「う、うん……よく覚えてるね……」


    　お父さんと、視線を合わせることができない。


    　目の前にいるのは自分の実の父親で、今まで特に何かをされたわけではない、というのは頭では理解しているはずなのに、どうしても身体からだが言うことを聞かない。


    　そんなふうに、視線を斜め下に落として口をもごつかせていると、お父さんは……


    「──来なさい」


    　そう言って、私をリビングへと導いた。


    　私は足取り重く、それに従う。


    　その時、テレビのニュースでは「ＳＮＳ上で相次ぐ不祥事、求められるモラル！」というテーマで、ちょうどミンスタグラムが取り上げられていた。


    　なんでも某大手ファミレスチェーン店の学生アルバイトが、職務中にたいへん不適切で軽率な写真をミンスタへアップし、それが原因でいろんな人たちが怒っている、といった内容だった。


    　お父さんはテレビを見て、吐き捨てるように、


    「これなら野良犬の方がよっぽどマシだ」


    　そのあまりにも冷たい物言いは、こっちが思わず身震いをしてしまったほどだ。


    「こはる、お前もそろそろいい歳としだから教えてやろう。まず人はどうして教育を受けるのか、知っているか」


    　突然の問いかけに、私はびくびくしながら、


    「いい大学に、入るため……？」


    「違う、人は十分な教育を受けなければ、そもそも人にはなれないからだ」


    　そう言って、お父さんはソファの一つに浅く腰掛ける。


    「人間だって所しよ詮せんは動物だ、常に多くの欲望に惑わされ、すぐに楽な方へと流れてしまう、だから初めは良識ある大人がリードを握り、教育を受けさせてやる必要がある。自由だの自主性だの、そんなのはまず人間が出来上がってからの話だ──今テレビで取り上げられている少年なんかは、その最たる例だろう。ロクに躾しつけも済んでいない野良犬が解き放たれたのだ。親としての職務怠慢と言わざるを得ない」


    　そう言って、お父さんはふう、と一つ溜ため息いきを吐ついて……


    「……この後、少年はバイトを解雇され、家族ともども後ろ指を指され続けるのだろう。彼を雇用していたファミレスの信用問題になり、ネットの動画は一生消えない……たった一匹、躾のなっていない野良犬が紛れ込んだだけで、数えきれないほどの人間が迷惑をこうむる……言いたいことは分かるだろう？」


    　息が詰まるような緊迫感の中、お父さんははっきりと言い切る。


    「──こはる、お前はまだ人じゃない、だからせめてリードを嚙かみ千切るような真ま似ねだけはするな」


    　そんなどこまでも冷たく言い放たれた台詞せりふは、単なる前置きにしかすぎず、お説教は続く。


    　そしてしばらくのち、ようやく解放された私は、とぼとぼとお風ふ呂ろへ向かう段階になってそこで初めて、時計の長針が一周していることに気が付いた。


    



    「はぁぁぁ～～～～……」


    　私の深い……それはそれは深い溜ため息いきが、狭い浴室の中に反響した。


    　あれだけ高かったテンションが、今となっては最低に近い。


    「本当に疲れた……」


    　ずるずると湯船の中へ沈んでいく。お父さんの説教で、私は精神的にも肉体的にも、消耗しきってしまっていた。


    　少し帰りが遅くなったぐらいでそんな大おお袈げ裟さな……なんて反抗的な考えが、少しでも頭の片隅にあったのは初めの10分間だけ。残り50分は、ただただ小さくなっていた。


    　だって、お父さんの言葉は全部全部、ただの正論なのだから。


    　門限が決められていないとはいえ、連絡の一つもなしに帰宅が遅くなってしまったのは私の落ち度だ。


    　でも、それにしたって……


    「もう少し優しく言ってくれてもいいのに……」


    　お父さんは少し厳しすぎる！　年頃の娘に犬って！　人じゃないって！


    　あんな言い方しかできないのは知っているけれど、怖すぎて本当に泣いてしまう寸前だったので、次からは言い方を考えてほしい……無理だと思うけど。


    「押おし尾お君を見習ってほしいよ、まったく」


    　彼なら、きっと私の繊細なハートを傷つけないよう、優しく諭してくれることだろう。


    　……なんてとこまで考えて、自分がナチュラルに独り言で〝押尾君〟を引き合いに出してしまったことに気付き、赤面した。


    　なんかこの頃の私、寝ても覚めても「押尾君、押尾君」って……だいぶ気持ち悪くないだろうか!?　ああ、もう……！　こんな状態がずっと続いたら、私は近いうちに押尾君なしで生きていけなくなってしまうかもしれない！　たまには押尾君のことを忘れて、別のことを考えよう！　よし！　そうしよう！


    　私は一人でうんうんと頷うなずいて、ネットサーフィンでもしようと浴槽のヘリに置いておいた防水仕様のスマートフォンを手に取ったわけだが……


    　……わけだが。


    　…………わけなんだけど。


    「……押尾君に慰めてもらいたい」


    　口をついて出てきたのはそんな言葉で、私はばしゃあっとお湯に顔面を叩たたきつけた。


    　もう、とっくに押尾君なしで生きていけない身体からだになっているような気がしないでもない。


    　私は顔を上げ、自分に呆あきれながら、ＭＩＮＥマインのアプリを立ち上げた。


    　そして押尾君のトークルームを開くと、あの日、彼に送った、


    〝放課後一緒にタピオカミルクティー飲みに行きませんか〟


    　という一文と、恥ずかしがるポメラニアンのスタンプを見返した。


    　結局、あれ以降一度も押おし尾お君にはＭＩＮＥマインをしていないわけだけれど……


    「なんて送ろう……！」


    　トークルームを見つめていただけなのに、心臓がばくばくばくと早鐘を打ち始めた。


    　皆、友達にＭＩＮＥを送る時ってどうしてるんだろう……!?


    　なんせ、普段はお母さんか凛りん香かちゃんぐらいにしか送らないから……！


    　無難に〝こんばんは〟？　ちょっとかしこまりすぎじゃないか？


    〝お疲れ押尾君！〟　……は、突然ＭＩＮＥを送っておいて、なんだか図々しすぎるような、距離感間違えてるような？


    　もういっそ〝押尾君、明後日あさつてのデート楽しみだね〟とか……


    「デートて!!」


    　再び、ばしゃあっとお湯に顔面を叩たたきつけた。騒がしいことこの上ない。


    　……というか最初の一文なんて決まってるじゃないか！　〝押尾君、今日は凛香ちゃんのことありがとう、迷惑かけてごめんね〟。これしかない！　慰めてもらおうとかおこがましい！　まずはお礼が先！


    　湯船の中で、ぶくぶくと泡を吐き出しながらそんなことを考えていると──何故なぜか、さっきのお父さんの説教が脳裏をよぎった。


    〝せめてリードを嚙かみ千切るような真ま似ねだけはするな〟


    　私はざばあっと顔を上げ、自じ嘲ちようする。


    「そんな、別に今から告白するわけでもあるまいし……」


    　私は変わらずははははは、と乾いた笑いをあげながら、スマホの画面へ視線を戻して……


    「……あれ？」


    　それは確かな違和感だった。


    　──恥ずかしい話、私は今までに何度か、今回のように押尾君へＭＩＮＥを送ろうとして、いまひとつ勇気が出ずに断念するを幾度となく繰り返しているので、押尾君とのトーク履歴は目に焼き付いているのだ。だから異変にはすぐ気が付く。


    　ポメラニアンのスタンプのすぐ下。


    　そこに表示された〝佐さ藤とうさん〟という短いメッセージに。


    「えっ、押尾君からメッセージ……」


    　状況を理解するよりも早く、私のスマホがぽこんと通知音を鳴らして、そして。


    「──」


    　新たに送信されてきたメッセージを見て、私は、本当に自分の心臓が止まったのかと思った。


    　いや、止まったのかと思ったではない、止まった、今回ばかりは本当に、止まった。


    　だって、押尾君から送信されてきたメッセージは──


    



    〝俺は佐さ藤とうさんが好きだ〟


    



    　──文字通り、水を打ったような静けさだけが浴室を満たしていた。


    　我を忘れるっていうのは、きっとこういうことを言うんだろう。


    　言葉を忘れ、呼吸を忘れ、もう少ししたら自分が誰かも忘れてしまうんじゃないだろうか？


    〝俺は佐藤さんが好きだ〟


    　こんな短い一文が、頭の中を何度も反響する、反響する、反響する。


    　唯一自由な黒目が、何度も何度もその短い一文をなぞり、往復する。


    　消化なんて少しもできていないのに、何度も繰り返して、その一文を呑のみ込み続ける。


    　そんな中、天井から落ちてきた雫しずくが水面を打ってぴちゃんと音を鳴らし──それを合図に、とうとう決壊した。


    「～～～～～～～～～～～ッッッ！！！！？！！！？」


    　私は咄とつ嗟さに右手で口を覆って、声にならない叫びをあげた。


    　スマホを握る手がぶるぶると震えて止まらない、全身が焼けるように熱い。


    　──ヤバい、ヤバいヤバいヤバいヤバい!?


    　どういうこと!?　これ、本当に……どういうこと!?　えっ!?　押おし尾お君、好き!?　誰が!?　いや、名指ししてるじゃん佐藤さんって!!　待って待って待って待って！　何も理解できない！　一いつ旦たん！　一旦落ち着こう！　まずは深呼吸……！


    「……ひきっ」


    　──ダメだ！　喉のどが引きつって変な声が出た！　深呼吸もマトモにできない！


    　湯船につかってまだそれほど経っていないだろうに、爪つま先さきまで茹ゆでタコみたく真っ赤に染まっている。更に湯船の中で忙せわしなく手足をよじるものだから、もう本格的にタコのようだ。


    　だって、仕方がない！


    　突然こんなＭＩＮＥマインが送られてきて、冷静でいられる方がおかしい！


    　胸の奥の方から湧わき出してきたいろんな感情がまぜこぜになって、もう何がなんだか分からない！


    　こ、これ、本当に……どういうこと!?


    　そりゃあ、このメッセージをそのまま文字通りに受け取るとしたら、押尾君は私のことが好き、ってことになるわけだけど……


    　──私が押尾君を、じゃなくて押尾君が、私のことを！


    　あ、いや！　私だって押尾君のことが大好きだけど、そういうことじゃなくて……とにかく！　押尾君が私に好意を持ってくれているということだ！


    　じゃ、じゃあなんで押尾君は私にそれを明かすの……？


    　……いや、それこそ決まっているだろう!?


    　これは、いわゆる告……


    「～～～～～～～～～～～ッッッ!!」


    　耐え切れず、勢いよくお湯に顔面を叩たたきつけた。


    　もしもお母さんかお父さんがこの光景を見ていたら、間違いなく「とうとうこはるの頭がアレになった」と判断することだろう。


    　でも、そんなの関係なくなるほど、私は混乱しきってしまっていた、たかだか10文字かそこらに、これでもかと心をかき乱されていたのだ。


    　──はしゃぐな、はしゃぐな佐さ藤とうこはる！　まだ、そうと決まったわけじゃない！　考えろ、落ち着いて考えろ……


    　偶然だったけど、湯船に顔から突っ込んだ、というのは結果オーライだったかもしれない。


    　おかげで、ほんの少しだけ考える余裕が戻ってきた。


    　では、考えてみよう。私はざばりとお湯から顔を上げる。


    　──可能性その１、〝LOVEではなくLIKE〟説！


    　押おし尾お君はきっとコミュ強（※コミュニケーション強者）。コミュ力の高い人たちはお互いに、〝お疲れ様～〟とか〝今日はありがとう〟のノリで〝好きだよ〟と相手への好意を伝えるのかもしれない！


    　……あり得る！


    　──可能性その２、〝単純に誤字〟説！


    　押尾君は本当はもっと別の、それこそ挨あい拶さつ程度のメッセージを送るつもりだったのかもしれない。でも文字を打つ際に予測変換が暴走して、奇跡的に例の一文が爆誕してしまっただけとか！


    　……あり得る！　私もたまにお母さんにやる！


    　──可能性その３、〝誤爆〟説！


    　佐藤なんて名字はありふれている！　クラスにだって私一人じゃない！


    　だからもしかすると押尾君は、私ではない別の〝佐藤さん〟へ好意を伝えようとして、間違って私にＭＩＮＥマインを……


    　……自分で言っておいて、じわりと涙が滲にじんでしまった。


    「うぅぅうううっ……!!」


    　頭の中がこんがらがって、私は堪たまらず呻うめき声をあげてしまう。


    　全部正しい気もするし、全部間違っている気もする。そしてもちろん、果てしなく遠回りをしている気もする。


    　ストレートに、もっとストレートに考えよう。


    　もしもこれが私の最初の直感通りに、押尾君の〝告白〟だったとしよう。


    　そしたらどうなる？　そしたら……


    「……嬉うれしい」


    　素直な感想が、口からぽろりとこぼれた。


    　──嬉しい、うん、嬉しいに決まっている。


    　一体どんな奇跡が起きたのか知らないが、その瞬間、私と押おし尾お君は〝両想い〟ということになるのだから。


    　そして、告白が行われた以上、〝じゃあこれからもいつも通りよろしくね〟。とはならないのが常識ってことぐらい、恋愛に疎うとい私でも知っている。


    「つ……付き合ったりするのかな……私と、押尾君が……」


    　言葉に出した瞬間、ばくばくと心臓が高鳴り始めた。


    　──付き合う。


    　私は押尾君が好きだ。


    　でも、話しかけるのが精一杯の私にとって、付き合うなんていうのはまるで雲の上のことで、ちゃんと考えたこともなかった。


    　不安と期待と焦燥と、言葉にできないいろんな感情が私の中から溢あふれてきて、また訳が分からなくなってくる。


    　胸が痛い、頭がぼーっとする、気が付けばその一文をずっと見つめている自分がいる。


    〝俺は佐さ藤とうさんが好きだ〟


    　一体どれぐらいの時間が経っただろう。


    　スマホのディスプレイに穴があくんじゃないかというほどの視線を注ぎ続けて──ふと、あることに気付いてしまった。


    「……あっ」


    　突然だけど、〝ＭＩＮＥマイン〟には既読機能というものがある。


    　つまり、メールなどとは違って、自分がトーク画面を開いてそのメッセージを確認すれば、相手には〝既読通知〟がいくのだ。


    　こんなのは初歩中の初歩で、説明するほどのことでもない。ほとんどＭＩＮＥをやらない私だって知っている当たり前のことなのだから。


    　要するに、それぐらい簡単なことも理解できなくなるぐらい、私は我を忘れていた、ということだろう。


    　──私が、押尾君から送られてきたメッセージを読んだことは、すでに押尾君に伝わっているという事実に──


    「あ、あああああっ！！？」


    　思わず叫んでしまった。


    　慌てて、メッセージの送られてきた時間と、スマホの時計を見比べる。


    　すでに押尾君からメッセージが送られてきて、６分が経過していた。


    　あの永遠とも思える時間が、たったの６分きりだったのかという驚き、そしてすぐに、私があのメッセージを６分間も凝視していたという事実が、押おし尾お君に伝わっていることに思い至って、もう口から心臓が飛び出るのではないかと思ったほどだ。


    　ヤバい、ヤバいヤバいヤバいヤバい!?


    　返信、返信しないといけない！　でもなんて!?　〝私も押尾君が好き〟!?　いやっ、そんな、もし勘違いだったら私は……！


    　もはやまともにスマホを握りしめていることすらできず、震える手を必死で押さえていると、今度はスマホの方が震えた。


    　何事かと思って画面へ目をやれば──


    〝押尾 颯そう太たさんからの着信〟


    「ぎゃああああああああああああっ！！？」


    　叫んでしまう。


    　そしてその時のはずみで指が滑り、私は着信画面の下部にある〝応答〟ボタンを、タップして──


    



    　　　♠


    



    〝MOON〟２階の住居部分、ハイセンスなヴィンテージインテリアで彩られた、雫しずくさんの自室にて。


    「けっきょく、さぁ」


    　この会合が始まってから、もう30分が経過しただろうか。


    　趣のある革のソファに腰掛けた雫さんは、すでに相当出来上がっているらしく、赤ワインのなみなみ注がれたグラスを片手に、舌っ足らずで言った。


    「ソータくんは、その佐さ藤とうさんって子にベタ惚ぼれなわけでしょ？」


    「……」


    　なんでこんな話になってしまったのだろうか。


    　向かいのソファに浅く腰掛けた俺は所在なく、どこの国の物かもよく分からない輸入品の炭酸飲料をちびりと口に含む。当然ノンアルコールだ。


    「おいこたえろよぉ～、イケメンよぉ～」


    「ちょっ、いたっ！」


    　黙秘権を行使しようとしたところ、伸ばした爪つま先さきで脛すねに蹴けりを入れられた。


    　人権って言葉知らないのかこの人。


    「写真ねーのかよ写真～顔見せろ顔～」


    「いたっ、ちょっと……！　あるわけないでしょ！　別につ、付き合ってるわけでもないのに！」


    「──私は持ってるけどね～」


    　雫しずくさんに並んでソファに腰かけ、細身のシャンパングラスで優雅に白ワインを嗜たしなんでいた麻ま世よさんが、間延びした声で言った。


    「「えっ？」」


    　俺と雫さんの声が重なる。


    「な、なんで持ってるんですか……？」


    「こはるちゃんのコーディネート、自信作だったから〝hidamari〟の公式ミンスタ用に撮らせてもらっちゃった」


    　……そうだ、言われてみれば、あの状況下ではそこまで考えが至らなかったけど、佐さ藤とうさんは俺と出会うまで〝hidamari〟にいたんだ。


    　つまりあの殺人的コーディネートは直前に揃そろえたばかりということか？


    　もしかして佐藤さん、俺と同じで、土曜日のデートに備えて……


    　──俺は両手で自らの頰ほおをパチィン！　と張った。


    「うわっ、いきなりなにしてんの!?」


    「……自分の気持ち悪い思い上がりを正しただけです」


    「はぁ……？」


    「──はいこれ写真」


    　そんなやり取りの傍ら、麻世さんは実にマイペースにスマホを操作して、テーブルのガラス天板に自らのスマホを置く。俺と雫さんは身を乗り出して、スマホの画面を覗のぞき込んだ。


    　ディスプレイの中には、例の私服姿の佐藤さんが。


    　……やっぱり可か愛わいいな。


    　しかし、この佐藤さんが可愛いばかりに、俺の中で一つのもやもやが生じる。


    　麻世さんはあとでこの写真を〝hidamari〟の公式アカウントでアップすると言っていたが……


    「心配しなくてもアップする写真は首から上が映らないようトリミングするから、こはるちゃんの私服姿は押おし尾お君が独り占めできるわよ」


    「……」


    　……この人、本当に心が読めるんじゃないだろうか。


    「おぉー、いやホントに可愛いじゃん、思いのほかクールビューティってかんじ？」


    「ギャップよギャップ、これで結構な天然さんだから可愛いの」


    「へぇぇ……で？　どこまでしたのさ、ソータ君」


    　雫さんが酒臭い息とともにそんな問いを投げてきた。


    　……目が据わっている。


    「どこまでって……」


    「ちゅーぐらいはしたかぁ？　ちゅー」と唇をすぼめて雫しずくさん。


    「し、してませんよ」


    「舌入れないヤツも？」


    「舌入れるヤツも、入れないヤツも、ほっぺにするヤツだってしてませんよ！」


    「はぁ？　じゃあなにしたのさ？　何が最高？」


    「……自撮りで、ツーショット」


    　しかもほとんど事故みたいな形で。


    　これを受けて雫さんは、はんと鼻で笑い、わざとらしく肩をすくめる。


    「──そんなのでよくもまぁベタ惚ぼれだなんて言えたもんだよエセイケメン君！」


    「……自称したことなんて一回もないんですが」


    　ベタ惚れも、イケメンも。


    　……いや、俺が佐さ藤とうさんにベタ惚れなのは間違いないんだけど、どっちにせよ恥ずかしいから一度も口に出したことはない。


    　雫さんは、ワインをまるで水みたいに飲み干して、空からになったグラスの底を勢いよくテーブルに叩たたきつけると「いいかーエセイケメン！」と語り出す。


    「本当のベタ惚れってのはなぁ……立ち止まったりしないんだ！　ただひたすらに押すべし！　押すべし！」


    「……人それぞれに、ペースがありますよ」


    「はーん！　そういう綺き麗れいごと言える内は、まだぜんっぜん恋愛に本気じゃないもんねー！」


    　酔っ払いの戯ざれ言ごととは分かっていても、そのバカにするような物言いについむっときてしまった。


    　俺もまた炭酸飲料をぐびぐびと飲み干し、空き缶の底をテーブルに叩きつける。


    「本当に相手のことを思えばこそ迷惑をかけたくない、傷つけたくない一心で慎重になることもあるでしょう。それも恋愛です」


    「ふ────ん、じゃあ、誰が傷つけて欲しくないなんて頼んだのさ？」


    「誰が頼んだって……」


    　予想外の返答に俺はたじろいだ。


    　雫さんは、とろんとした目でこちらを見据えながら……


    「迷惑上等、大体人と人が深く関わるなんて、それ自体が迷惑でお節介で傷つくものなんだよ！　でもそれを望んでる人たちが大勢いるの！　だから街まち中なかにはあれだけカップルが溢あふれてるの！　大体、傷つけたくないって……傷つけたくないのは自分自身じゃないの？」


    「そっ……そんなことありませんよ！」


    　俺は我慢できずに反論する。


    　すると、雫さんは無言で手のひらを差し出してきて、


    「じゃ、スマホ貸して」


    「……はい？」


    「はよ」


    　有無を言わせない語調で、雫しずくさんが催促してくる。


    　こちらとしてはただただ意味が分からず、首を傾かしげるばかりだ。


    　麻ま世よさんもまた、雫さんの意図が分からないらしく首を傾げている。


    「はよ」


    　……まぁ、どうせ酔っ払いのやることだ。


    　別に俺のスマホに何かやましいものが入っているわけでもないし、その証拠に、そもそもロックすらかけていない。


    　それになにより、逃げたと思われるのだけは、許せない。


    「これでいいですか」


    　俺は自らのスマホを雫さんに手渡す。


    　雫さんは受け取ったスマホを慣れた手つきで10秒ほど操作すると……どういうつもりか懐へしまい込む。そしてそのままボトルを手に取って、空のグラスへ次のワインを注ぎ始めたではないか。


    「……？」


    　もう、本当に……何がしたいんだ？


    　俺と麻世さんの疑念の視線を浴びながら、しかし当の本人は無言でワインを飲み続けている。


    　そして妙な空気の流れる中、待つこと数分。


    「そろそろいいかな」


    　おもむろにそう言って、彼女は懐から俺のスマホを取り出すと、それをこちらへ投げ渡してきた。


    「うわっ」


    　慌ててキャッチ、セーフ。


    　……一体どういうつもりなのだろうか。


    　彼女の妙な態度と、得体のしれない〝間〟が、そこはかとなく不気味だ。


    　俺は一抹の不安を抱きながら、ひとまずスマホを立ち上げる。するとどういうわけか、閉じておいたはずのＭＩＮＥマインアプリが俺を出迎えた。


    　あれ？　と思った次の瞬間──表示された画面を見て、自分が今、どれだけの窮地に立たされているのかを理解し、固まった。


    「雫、なにしたの～？」


    　この場でただ一人、状況の深刻さを理解していない麻世さんが、間延びした口調で問いかける。


    　これに対して、雫しずくさんは「なはははは」と上機嫌に笑いながら、


    「いや、別に大したことしてないよ、ただまだるっこしくてさー、だからベタ惚ぼれの佐さ藤とうさんに〝好きです〟ってメッセージ送っただけ……」


    　──刹せつ那な、ぱしぃぃぃん！　と、ある種小気味の良い音が部屋の中に響き渡った。


    　麻ま世よさんの恐ろしく早い平手が雫さんの脳天へ雷のごとく落ちたのだと気付いたのは、随分と後になってからのことである。


    「へ……？」


    「──それは！　ルール違反でしょ!?」


    　普段あんなにも温厚そうな麻世さんが、激しく一喝だ。


    　さっきまで楽しそうに笑っていた雫さんが、びくりと肩を震わせて、その瞳ひとみに涙を溜ため始めたが──こっちはもうそれどころではない！


    〝俺は佐藤さんが好きだ〟


    　すでに彼女へ送信されたその短いメッセージ、そしてメッセージ横についた〝既読〟マーク。


    　一瞬にして、頭の中が真っ白になってしまった。


    　ヤバい、ヤバいヤバいヤバいヤバい!?


    　俺はほとんど無我夢中で雫さんの部屋を飛び出し、階段を駆け下りながら通話ボタンをタップ、スマホを耳に当てる。そして店を出てすぐ、状況に反してやけにポップな呼び出し音がぷつんと途切れ、俺はいよいよ頭が真っ白になってしまった。


    　自分からかけておいてなんだが、まさかこんなにも早く佐藤さんが電話を取るとは思わなかったのだ。ノープラン、完全にノープランである。


    　俺はほとんど反射的に、彼女の名前を叫ぶ。


    「──佐藤さんっ!!」


    『──押おし尾お君っ!!』


    　俺と、そしてスマホの向こうの佐藤さんの声が重なった。


    　度重なる不測の事態に、俺はとうとう次の言葉を失ってしまう。


    　それは佐藤さんも同様なようで、それきり黙り込んでしまった。


    「……」


    『……』


    　スマホのマイクが拾うノイズがやけにうるさく感じられるほどの嫌な静寂。


    　一度まっさらになった頭の中が、再びぐじゃぐじゃに散らかり始める。嫌な汗が流れる、背骨のあたりがざわつく。全身を流れる血が全て頭に集中して、手足の先にじんわりと痺しびれが走った。


    　無数の会話シミュレーションが、浮かんでは沈み、どんどん頭の底に沈殿していく。


    　俺のちっぽけな脳みそは破裂寸前だ。


    　そんな感情の濁流の中で、しかしそれだけは確実に自らの存在を主張していた。


    　──嫌われたくない。


    　俺は、佐さ藤とうさんにだけは絶対に嫌われたくない──


    「……は、はは、ごめんね急に電話かけちゃって、忙しかった？」


    　結果、俺の口から飛び出したのはそんな曖あい昧まいな台詞せりふと、ヘタクソな愛想笑いであったのだ。


    『えっ……あ、うん、いや大丈夫だよ、全然！　暇だった！　ははは……』


    　優しい佐藤さんは、自らもまたヘタクソな愛想笑いをまじえながら、こちらに調子を合わせてくれる。これを受けて、ほんの少しでもほっとしてしまった自分の情けなさに嫌気がさした。


    　でも、そんな気持ちとは裏腹に、俺の口は勝手に言葉を紡いでいく。


    「そ、そっか……きょ、今日は本当に奇遇だったよね、まさかあんなところでばったり会うなんてさ」


    『う……うん！　私もびっくりしちゃった！　こんな偶然あるんだね……！』


    「本当にね……」


    　ははははは……と愛想笑いを重ねるたびに胸が苦しくなる。


    　……俺は今、佐藤さんと電話をしているんだよな？


    　本当なら飛び跳ねるぐらいに嬉うれしいシチュエーションなのに……何故なぜだろう。あんなに練習した言葉も、気の利いた台詞も、何も出てこない。まるで悪夢でも見ているみたいに、何もかもが思い通りに回らない。


    「あ、明後日あさつてのかき氷、楽しみだね」


    『……うん！　私、かき氷なんて食べるのいつ振りだろ!?　10年ぶり……いや、それは盛りすぎかな？　と、とにかく楽しみ！　あはははは……』


    「はははははは……」


    　嫌われたくない。


    　ただそれだけの気持ちが、俺の頭の中で激しく自己主張している。


    　──傷つけたくないって……傷つけたくないのは自分自身じゃないの？


    　雫しずくさんの言葉が、耳じ朶だに蘇よみがえった。


    　なにが人それぞれのペースだ、傷つけたくない、だ。結局、雫さんの言う通りじゃないか。


    　本当に相手のことを思うからこそ、慎重に？　違う、自分が大事だからこそ、迂う遠えんなやり方で結論から逃げていただけだ──


    　──そんな時だった。


    　お互いに言葉を出し尽くして訪れた必然的な静寂の中で、妙な音が聞こえた。


    　スマホの向こうから、必死で押し殺したような、断続的に続く、水っぽい音。


    　俺はその音の正体に、すぐに思い至って、そして全身の体温が急激に低下するような感覚を覚える。


    『──ごめんね、押おし尾お君』


    　スマホを介して届いたのは、とてもか細くて、吹けば消えてしまいそうな、そんな佐さ藤とうさんの声であった。


    『押尾君は……優しいから、私なんかにも優しくしてくれるっていうのは、分かってるんだ……私だけが特別ってわけじゃないのも……』


    　何か言いたいのに、喉のどが引きつって声が出ない。そもそも、何も思いつかない。


    『多分、さっきのメッセージにも、何か事情があったんだよね……私なら大丈夫！　気にして、ないから……』


    　気にして、ないから。


    　その一言が決定打となり、目の前が真っ暗になる。


    　もう声を発するどころか、指一本さえ動かせる気がしなかった。


    『……でも、ごめん、かき氷は、ちょっと行けない、かも……本当に、ごめんね……』


    　佐藤さんの声が、徐々に隠し切れないぐらいに濁っていく。


    　彼女の言葉が、空からっぽになった俺の頭の中に響き渡る。


    　……抜け殻であった。


    　静寂の中で、スマホから聞こえる水音だけがいやに響く。


    『……ごめん、結構長くなっちゃったから、そろそろ切るね……今日は、凛りん香かちゃんを助けてくれてありがとう……』


    　徐々に水音が遠ざかっていく、佐藤さんがスマホを耳から離しているのだろう。


    　待ってくれ、なんて言う権利、俺にはない。


    　そしてこの音が聞こえなくなった時、俺の汚くて卑ひ怯きような初恋は、終わりを告げるのだ。


    『……おやすみなさい押尾君……』


    　その時──ばんっ！　と勢いよく俺の両肩が叩たたかれた。


    「!?」


    　不意の衝撃が全身を貫き、俺を現実に連れ戻す。


    　咄とつ嗟さに振り返ると、そこにはどういうわけか麻ま世よさんと、顔面をぼこぼこに腫はらした雫しずくさんが俺の肩に手を置いている。


    　どうして……そういう疑問を口に出す間もなく、麻世さんと雫さんはぱくぱくと口を動かした。


    　全く同じ口の動きを見て、俺は彼女らが何を言わんとしているのか理解する。


    〝好きなんだろ〟


    「──っ！」


    　刹せつ那な、俺の頭の中にいつかどこかで言われた言葉たちが蘇よみがえった。


    　──颯そう太た、筋肉っていうのはね、傷つけあって初めて成長するんだ。


    　──男の見栄はくだらないが、軽々しく捨てていいものではない。迷わず捨てるとするならば、それは惚ほれた女を追いかける時だけだ。


    　──本当のベタ惚れってのはなぁ……立ち止まったりしないんだ！


    　はっとなって空を見る、満天の星だ。


    　小さく、しかし確かに輝くそれらを見つめていると、彼女の笑顔が脳裏をよぎった。


    　あの日、俺のあげた安っぽい金平糖を、まるで宝物みたいに舐なめ溶かす彼女の笑顔を。


    　──とっても、甘かったです。ありがとうございました。


    　そうだ。


    　俺は、なんでこんなに大事なことを忘れていたんだ。


    　俺は佐さ藤とうさんに嫌われたくなくて、彼女に優しくしたわけじゃない。


    　──好きだからだ。


    　どうしようもなく好きだから、いつかその気持ちを伝えたかった、それだけじゃないか。


    「──佐藤さん!!」


    　かつん、とスマホの向こうから指先でディスプレイを叩たたく音が聞こえる。


    　しかし通話は切れていない。


    　佐藤さんは黙ったままだが、吐息で分かる、彼女は今再びスマホを耳に押し当てた。


    『……なに、押おし尾お君……』


    　震える声音に、ずきりと胸が痛む。


    　だけど、もう怯ひるまない。俺は随分と久しぶりに、大きく息を吸い込んで──


    「──佐藤さんに一つ、謝りたいことがある」


    『……っ』


    　スマホの向こうで、佐藤さんが息を呑のむのが分かった。


    『……いや、押尾君……私、聞きたくない……！』


    　スマホの向こうから聞こえてくる佐藤さんの悲痛な祈り。


    　でも、止めるつもりはなかった。


    　だって、これはすでに俺一人の初恋じゃない。


    　そして、俺には──


    「ＭＩＮＥマインで告白なんて情けない真ま似ねしてごめん、改めて告白する」


    『えっ……？』


    「──俺は、佐藤さんが、好きだ」


    　──もう逃げるつもりなんて、微み塵じんもなかったのだから。


    「冗談でも勘違いでもなんでもない、俺は佐藤さんが好きだ、恋愛対象として」


    『えっ、えっ……!?』


    　迂う遠えんな言葉なんて必要ない、ただ思いのたけをぶつける。


    　きっとこっぴどくフラれるのだろうが、そんなのは関係ない。


    　だって佐さ藤とうさんがどう思っていようが──俺は佐藤さんにベタ惚ぼれなんだから。


    「……ずっと、初めて会った時から好きだった、笑った顔も怒った顔も泣き顔も、ちょっと調子に乗った時の顔も好きだ」


    　今まで自分の感情を堰せき止めていたフタのようなものが、いつの間にかきれいさっぱりなくなっていることに気付く。


    「俺が優しいんじゃない。佐藤さんに優しくするのは、俺が佐藤さんを特別だと思ってるから」


    　そして同時に、口に出して気付くこともあった。


    　俺はどうしようもなく、


    「──佐藤こはるが、好きだ」


    　力強く言い放ったその一言が、まどろみに落ちた夜の町で、ただ一つ確かに響いた。


    　悔いはない。


    　むしろ、全身に取り付けていた重しを下ろしたような、そんな妙な清すが々すがしさだけがあった。


    　たとえスマホの向こうから返ってくるものがどんな言葉であろうと、今の自分なら受け止められるだろうという確信だけが残った。


    『…………ごぼっ』


    　なにやら聞き慣れない音がスマホの向こう側から聞こえてきて、それきり静寂が訪れる。


    　……受け止められる自信がある、とはいえ、やはり心細い。


    　でも、俺はもう告白したんだ。


    　だから待つ、彼女の言葉を。


    『…………』


    　……まだか。


    『…………』


    　……いや長いな。


    「……うん？」


    　俺はまさかと思い立って、スマホを耳から離し、そして画面に目をやる。


    　するとどういうわけかディスプレイには通話画面でなく、佐藤さんとのトークルームが表示されており、そしてそこには、


    〝通話時間　12：02〟


    　との表記がある。


    「──はぁっ！！？」


    　俺は思わず声をあげてしまった。


    「ど、どうだったのソータ君!?」


    「返事！　返事は!?」


    　麻ま世よさんと雫しずくさんが、俺の元へ押し寄せてくる。


    　一方でスマホを眺めながら、俺は彼女らへ振り返って、震える声で言った。


    「……電話、切られた……」


    



    　　　♥


    



    「ちょっとこはる～、さっきからうるさいわよ～、いつまでお風ふ呂ろ入ってるの～？」


    　脱衣所の方からお母さんの声が聞こえる。少し怒っているようだった。


    　でも、それに対して私は応こたえない。というより、応えられない。


    　すると、とうとう痺しびれを切らしたのか、お母さんは引き戸の取手へ手をかけて──


    「コラこはる！　いい加減にどぁっ！！？」


    　お母さんが今までに聞いたことのないぐらい野太い悲鳴をあげた。


    　何をそんなに驚くことがあるのだろうと思っていたけれど、どうやらお母さんは私を見て、驚いているらしい。


    　全身真っ赤に染めて、まるで干した布団かなにかみたく、浴槽の縁にぐったりとしなだれかかっている私を見て。


    「あ、アンタなにやってんの！！？」


    「……き……わたし、も……」


    　両目をぐるぐる回しながら、夢見心地に呟つぶやく。


    　お母さんはすかさずこちらへと駆け寄ってきて、私をバスタブから引き揚げた。完全に、のぼせていた。


    「このバカ娘！」


    　お母さんが、ぐでんぐでんの茹ゆでダコになった私を、大慌てでクーラーのある部屋まで引きずっていく。


    　私はお母さんに引きずられながら、文字通り熱に浮かされた口調で、ぼそりと呟いた。


    「私も……押おし尾お君が……好きです……」
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    　佐さ藤とうこはるの父──和かず玄はるは、凍てつくように冷めた目で、ソレを見下ろしていた。


    　彼の視線の先にあるのは、湯船の底で淡く光を放つスマートフォンである。


    「……」


    　和玄はワイシャツの腕をまくって、湯船の中からスマートフォンを拾い上げる。


    　こはるの高校入学祝いに、彼が買い与えたものだ。


    　こんな場面で最新型スマートフォンの防水性能の高さを知る羽目になるとは夢にも思わなかったが、とにかく、和玄はディスプレイを凝視した。


    　なんらかのアプリのチャット画面のようなものが開かれている。


    　和玄は自らのスマホに〝ＭＩＮＥマイン〟をインストールしていなかったが、すぐにそのアプリの仕組みは理解した。


    　こはるがメッセージのやり取りをしていたのは〝押おし尾お颯そう太た〟という名の男。


    　そしてこはるが風ふ呂ろで倒れる直前までの通話履歴が残っている。


    　極めつけは〝押尾颯太〟から送られてきたメッセージ。


    〝俺は佐藤さんが好きだ〟


    「押尾、颯太……」


    　和玄はスマホをスリープ状態にして、手近にあったタオルで表面の水滴を拭ふき取ると、胸ポケットへとしまいこんだ。


    　そして、ぼそりと一言。


    「……どうやらこはるにスマホは、まだ早かったらしいな」


    　眼鏡の奥から覗のぞく鋭い眼光は、まるで刃物のように冷たく、そして濡ぬれていた。


    



    　　　♥


    



    「……あれ？」


    　瞼まぶた越しにも窓から差し込む朝日のまぶしさを感じて、ぱちりと両目を開いた。


    　思考が段々と鮮明になっていく。


    　ここは私の部屋で、そして今はベッドの上にいる、でも、なんでこんな時期に布団なんて……？


    　と思って布団の中を覗いてみたら、どういうわけか私は裸だった。


    「えっ!?」


    　それはもう驚いた。だって私にすっぽんぽんで眠るような習慣はない。


    　しかし、その驚きがきっかけになって徐々に昨日の記憶が蘇よみがえってくる。


    　──そうだ。


    　確か私は、お風ふ呂ろでのぼせちゃって、それでお母さんに介抱されて、部屋まで引っ張ってこられて……


    　はたと思い至って、きょろきょろとあたりを見渡す。


    　すると、ベッドのすぐそば、勉強机の上に私のスマートフォンが置いてあるのが見えた。


    　無意識の内に持ってきたのだろうか。


    　それともお母さんが回収してくれたのだろうか？


    　ともかく私は申し訳程度に薄手の布団で身体からだを包んだまま、勢いよくスマホへ飛びついた。


    　もし、あれがお風呂でのぼせた私の見た、都合の良すぎる夢ではないのだとしたら、私は、押おし尾お君に……！


    　震える手で、なんとかスマートフォンのスリープモードを解除する。


    　するとスマートフォンは問題なく画面を立ち上げ、そして表示した。


    　ＭＩＮＥマインのトーク画面に残る通話履歴と、そして押尾君から送信されてきた〝俺は佐さ藤とうさんが好きだ〟の一文。


    　実感となって、押し寄せてくる。


    　ざわざわざわ、と身体が芯しんの方から波打って、そして伝えてくる。


    　そうだ、私は昨日、押尾君に告白されたんだ──


    「っ……～～～～～～～～～～～～～～っっ!!」


    　私は咄とつ嗟さに口元を押さえて、ベッドへ飛び込み、そして枕まくらに顔を埋うずめて叫びまくった。


    　当然、すっぽんぽんのまま。


    　──ウソ、本当に？　夢じゃない？


    　私は、私は、本当にあの、押尾君に……！


    　彼の告白の言葉の一言一句が、頭の中で鮮明に蘇ってくる。


    　押尾君に告白されたということも未いまだ信じられないぐらいの驚きなのだが、もっと言えば、自分が一生の内であんなドラマみたいな告白をされるとは思ってもみなかったのだ。


    　しかも、その、スマホ越しとはいえ、あんなにも耳元で、はっきりと……


    　忘れられるはずがない！　耳の奥まで、しっかりと刻み込まれてしまった！


    「～～～～～～～～～～～～～～～っっっ！！！」


    　枕の上から自らの顔を押さえつけ、ベッドの上を叫びながら転げまわった。


    　もちろん、すっぽんぽんで。


    　こうなるのも仕方がない。だって、思い出してしまったのだから！


    〝ずっと、初めて会った時から好きだった〟


    　そう、押尾君は言った。


    　初めて会った時から……それが押おし尾お君の中でいつのことを指すのかは分からないけれど、その言葉が私の願った通りだとしたら、私と押尾君は本当に初めて会った時から、両想いだったことになる。


    　押尾君は……多分、経験豊富だろうから、私みたいに情けなくあたふたはしていないだろうけど、それでも気持ちは同じだったってことだ。


    　入学試験の時も。〝cafe tutuji〟で怖いお兄さんたちに絡まれていた私を助けてくれた時も。押尾君の部屋で映ばえる写真の撮り方を教わった時も。


    　自撮りでツーショットを撮った時も、一緒にタピオカミルクティーを飲みにいった時も、一人寂しくアイスクリームを食べる私の下もとへ駆けつけてくれた時も、全部、全部。


    　私の中に残っている数えきれないほどのワンシーン、その全てで、押尾君は私を好きでいてくれたんだ。


    　そんなのもう、嬉うれしすぎて──


    　──いや、待って？


    「あれ!?」


    　私は途端に我に返ってすっと起き上がる。


    　押尾君が私のことを好きと言ってくれた、そして両想いだったことも分かった。


    　それはいい、それはいいけど……


    「私……押尾君の告白になんて答えたっけ……!?」


    　そうだ、こちらからの返事については、全く考えていなかった。


    　私は必死で頭を捻ひねって、昨日の記憶を掘り起こす。


    　……たいへん、難しい。


    　押尾君の告白の言葉は一言一句、綺き麗れいに思い出せるというのに、自分がどういう反応を返したのかはおぼろげだ。


    　というのも、押尾君から告白された瞬間、かああっと顔が熱くなって、頭が真っ白になり、そのまま一気にのぼせてしまったのだから。


    　うーんうーんと唸うなりながら、なんとかおぼろげな記憶をたどる。すると、自分の発したある台詞せりふが、頭の中に浮かんできた。


    　──私も……押尾君が……好きです……


    「返事してる！」


    　よかったぁ、と私は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。


    　これでお風ふ呂ろでのぼせちゃったせいで返事をしてないなんてなったら笑い話じゃすまないよ、はははは。


    　なーんて、自じ嘲ちようしながらふとスマホの方へ視線を落とすと……


    「えっ？」


    　私の視線は画面上部に小さく記された、時刻表示に釘くぎ付づけになってしまう。


    　──ヤバい！


    「遅刻だ！」


    　告白されようがされまいが、問題なく、今日も学校はある。


    　私は慌てて自分の部屋を飛び出した。


    　やっぱり、すっぽんぽんで。


    



    　　　♠


    



    「この世の終わりって感じだな」


    　空は果てしなく青く、初夏の太陽は空で燦さん々さんと輝いているのに、隣を歩く蓮れんが突然そんなことを言う。


    　一体なんの話をしているんだ……と思ったら、どうやらそれは俺に対しての感想らしい。


    　なるほど、言い得て妙。


    　俺は自じ嘲ちよう混じりに、深い溜ため息いきを吐き出した。


    「……そりゃそうだろ、つい数時間前、初恋の相手にフラれたばっかりなんだぞ……」


    「えっ、高２にして初恋かよ、童貞キモイな」


    「はぁぁ……」


    　蓮れんの軽口に乗っかってやる気力もない。
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    　そうとも俺はキモいんだ。あれだけ意気込んで人生初の告白をしたというのに、その結果がアレだったんだから……


    　──ちなみにあの一件のあと、雫しずくさんと麻ま世よさんの飲み会は急きゆう遽きよ〝ソータ君を朝まで慰めようの会〟に変更された。


    　麻世さんは優しい言葉で俺をなだめ、一方で雫さんは変なスイッチが入って、夜通し泣きながら謝罪されたわけで、その結果、俺は今、蓮と並んで登校しているわけだが、一夜明けてもこれっぽちも心の傷は癒いえていない。


    　失恋を理由に会社を休む人間がいる、と風の噂うわさで聞いたことがあるが、なるほどその気持ちは身をもって実感した。


    　重い足取りでとぼとぼ歩く俺を見て、さすがの蓮も哀れに思ったのかそれ以上いじってはこなかった。


    　今の俺に自分の状態を確かめる余裕なんてないが、蓮が気を使うなんてよっぽどのことだ。


    「ま、まぁ気を落とすな。女なんて星の数ほどいるんだからよ」


    　……ほら、慰め慣れてないから、蓮らしからぬ陳腐な表現も飛び出してくる。


    「初恋がうまくいかないなんてあるあるじゃねーか、俺なんてもう初恋の相手が誰だったかも覚えてねえよ。初恋貫くより色々試してみて最終的にこれだ！　って相手を見つけるのが健全な恋愛だと思うぜ、俺は」


    「そういうもんか……」


    「そーいうもんなんだよ、俺が言うんだから間違いない」


    　確かに、説得力だけはある……


    「元気出せって、次だ次！」


    「……次って？」


    「そうだな……例えばウチの姉ちゃんとかどうよ！　顔もスタイルもそれなりにいいし、大学では結構モテ……」


    「……」


    「……いや、悪い、めちゃくちゃキモイこと言った、今のナシ」


    「安心したよ」


    　正気に戻ってくれて。


    「あ、でも待てよ……麻世さんならいいだろ!?　あの人は間違いなく美人だぞ！」


    「麻世さん、ね……」


    　確かに、あの人は美人だと思う。


    　それに大人の余裕からくる包容力というか……まぁざっくり言えばとても優しい人だ。


    　客観的に見て、女性としてとても魅力のある人だというのは、もちろん分かる。


    「あと俺の姉ちゃんの友達ってことで接点もあるしな、昨日ＭＩＮＥマインも交換したんだろ？」


    「……したけどさ」


    　困ったことがあったら気軽に相談してね。


    　そう言って、麻ま世よさんは俺にＭＩＮＥのＩＤを教えてくれて、ついでにミンスタのアカウントでもフォローしてくれた。雫しずくさんも同様だ。


    「じゃあ相談ってテイでＭＩＮＥでやり取りして、姉ちゃんも交えて会って、回数を重ねたら二人きりのデートに誘う！　ほら見えてんじゃん必勝ルート！　やったな！　俺も前から颯そう太たには年上だなーって思ってたんだよ！」


    　ばんばん、と痛いぐらいの強さで背中を叩たたいてくる蓮れん。


    　……まぁ、俺があんなにも大人っぽい麻世さんと並んで歩くビジョンが全く浮かんでこないのは、この際置いておくとして。


    　仮に、仮にそれが蓮の言う通り必勝ルートで、彼の言う通りにやれば麻世さんと付き合えるとしよう。


    　でも……


    「それでも、佐さ藤とうさんが良かったなぁ……」


    　慰めてくれる蓮には申し訳ないが、ぽろりとこぼれたそんな情けない一言が、どうしようもない俺の本音であった。


    　信じられないことだが、初恋とは十中八九破れるものであり、そして皆が皆、いずれこの痛みを忘れて、新しい恋を始めるらしい。


    　でも、今は無理だ。微み塵じんもそんな気持ちになれない……


    「重症だな」


    　蓮がぼそりと呟つぶやいて、それから小首を傾かしげる。


    「……しかし変だな、あの感じで失敗するのか、俺の経験則ならあれは確実に……」


    「やめろやめろ妙な慰めは」


    　それ、昨晩麻世さんも似たようなことを言っていたけど、失恋した人間を慰めるときの定型文か何かなのか？


    　そんなことを考えていたところ……


    「──お、押おし尾おさんっ！」


    　突然、後ろから自分の名前を呼びかけられた。


    　聞き覚えのある声だ、俺がゆっくりと振り返ると、そこには……


    「あれ、凛りん香かちゃん？」


    　──須す藤どう凛香、佐藤さんの従姉妹いとこの女子中学生だ。


    　彼女は小さな頭をふるふると震わせながら、なんでかひどく緊張した様子である。


    「おはよう凛りん香かちゃん、昨日の大丈夫？　あとになって痛むところとかなかった？」


    「え、あう……」


    　自然に挨あい拶さつをしたつもりだったのだが、凛香ちゃんは身構えて、僅わずかに後ずさる。


    　……えっ？　もしかして、警戒されてる……？


    　微笑ほほえみの裏でひそかにショックを受けていたら、凛香ちゃんはなにやら意を決したように、


    「──き、昨日はありがとうございましたっ！」


    　そう言って、深々と頭を下げてきた。


    　すごい、中学生にしてはずいぶんと義理堅い子だ。


    「い、いや、昨日のことなら気にしなくていいからね、本当に」


    「でも、その腕の包帯……」


    「見た目ほど大したことはないよ、ちょっと擦り剝むけただけだし」


    「……」


    　凛香ちゃんは、まるで自分のことのように心配そうな眼まな差ざしを、俺の腕に注いでいる。


    　ううん……その義理堅さには感心するばかりだけど、弱ったな……


    　どうしたものかと頭を抱える。すると、傍らでこのやりとりを眺めていた蓮れんが「……へえ」と思わせぶりに声をあげた。


    　ああ、そういえば紹介がまだだった。


    「ああ悪い蓮、この子は佐さ藤とうさんの従姉妹いとこで、須す藤どう凛香ちゃんっていうんだ」


    　この時、佐藤さんの名前を出した瞬間、凛香ちゃんの顔がいっそうこわばったように見えたが、その真意は分からない。


    　だが、一方で蓮は何かに気が付いたらしく、もう一度「……へええ」と声をあげると、一つわざとらしく咳せき払ばらいをして……


    「えーと、俺は三み園その蓮、よろしく凛香ちゃん」


    「──気安く名前を呼ばないでください」


    　ばっさり。


    　氷よりも冷たい声音に、思わず俺の方が驚いてしまったほどだ。


    　蓮は口元をひくつかせながら、しかし続ける。


    「あー……じゃあ須藤ちゃん、悪いけど颯そう太たは身体からだの傷よりも心の傷の方が深刻でな、また今度にしてもらえるか」


    「あっ、おい蓮!?　中学生相手に何を……！」


    「……心の傷ってなんですか」


    「──コイツ昨日フラれたばっかりなんだよ、初恋の相手に」


    「おまっ……！」


    　慌てて蓮を押さえつけようとして、しかし凛香ちゃんの前ということで踏みとどまった。


    　高校生のそんなみっともないところ、中学生の凛りん香かちゃんには見せたくなかったのだ。


    　……いやどちらにせよ恥ずかしい！


    　だって凛香ちゃんはそのへん進んでいそうだから……


    「ウソ……」


    　──ほらドン引きだ！


    　両目見開いて、口元まで押さえて！　これ絶対に後で「押おし尾おさん高２で初恋だって、童貞キモ」と陰口を叩たたかれるパターンのやつじゃないか！


    「っ……！」


    　わざとらしく鼻歌なんかを歌っている蓮れんを、恨みがましく睨にらみつけた。


    　慰めてくれたと思ったらいきなり突き放しやがって、親友じゃなかったら絶交しているところだ。


    　これでもし凛香ちゃんから軽けい蔑べつされたらどう責任をとって……


    「──おっ、押尾さん！」


    「えっ？　あ、はい!?」


    　再び、突然に名前を呼びかけられて、思わず変な返事をしてしまった。


    　見ると、凛香ちゃんは震える手でスマホを握りしめながら……


    「わ、私とＭＩＮＥマイン交換しませんかっ!?」


    「えっ？」


    　なんでこのタイミング？


    　凛香ちゃんはよっぽど緊張しているらしく「あ、う」と意味のない声を何度か挟んだのちに、ぎゅっと目を瞑つむって、


    「こ、今度別の形でお礼がしたいんですっ！　だから！　ＭＩＮＥの……ＩＤを……その……」


    　竜りゆう頭とう蛇だ尾び、最後の方はもはやもそもそと口が動いていることしか分からなかった。


    　気にしなくていいと言っているのに、律儀な子だ。


    　でもまぁ、お礼云うん々ぬんはともかく……


    「ＭＩＮＥね、いいよ、交換しよう」


    「……！」


    　ぱああっ、と凛香ちゃんの表情が目に見えて明るくなった。


    　高校生二人に挟まれてよっぽど緊張していたのだろうな、なんて思っていたら背後で蓮が、


    「ちなみに颯そう太たはミンスタもやってるぞ～」


    　なんて言う。


    　すると、凛香ちゃんはすかさず、


    「わっ、私もミンスタやってます！　フォローしていいですか!?」


    　と、食い気味に尋ねてきた。


    　……なんだなんだ？　険悪だと思ったら、やけに息が合っているな……


    　妙な圧にあてられながらも、ともかく俺と凛りん香かちゃんはＭＩＮＥマインのＩＤを交換し、そしてミンスタで相互フォローをする。


    　ひとしきり終わると、凛香ちゃんは深々とお辞儀をして、


    「では、また！」


    　なんて言い残して、素早く走り去っていってしまった。


    　なんとなく、遠ざかる彼女の風でなびく後ろ髪を眺めていると、蓮れんがぼそりと呟つぶやく。


    「……なるほど、案外年下もアリかもな」


    「え？　蓮お前、凛香ちゃんがタイプだったのかよ？　なんだ、今の流れでＭＩＮＥ交換しなくてよかったのか？」


    「童貞キモ」


    　なんでだよ、そしてお前が言うのかよ。


    



    　まぁ結局のところ、なにも変わりはしないのだ。


    　人生一度きりの初恋が見るも無残に破れ、気分が地獄の底まで沈んでいても、滞りなく学生生活は続く。


    　授業はいつも通り眠気を誘うほどにつまらなく、クラスメイトたちはいつも通り昨日のドラマや、今週の漫画雑誌の話題で話に花を咲かせており。


    　そして……〝塩対応の佐さ藤とうさん〟もまた、今朝珍しく遅刻寸前で登校してきた以外は何も変わらず、教室の片隅でいつも通りに塩対応を振りまいている。


    　ある時は、


    「つーかさぁ、佐藤さん、今日のお昼、俺と一緒に食べようよ」


    「そういう気分じゃないから」


    　ばっさり。


    　サッカー部の汲くみ田た君は、いつもみたく軽いノリと勢いでの佐藤さん攻略に踏み切ったが、そのさりげなさがむしろ痛々しく感じられるほど無残に斬きり捨てられた。


    　またある時は、


    「佐藤さん！　ぼっ、ぼぼ、僕とＭＩＮＥを交換してくれませんか！」


    「私、仲良くない人と連絡先交換したくない」


    　ばっさり。


    　なけなしの勇気を振り絞って男らしく正攻法に訴えた将棋部の田た米め君は……妥当といえば妥当、正面から斬り伏せられた。


    　そしてまたある時は、


    「佐藤さん！　今日の放課後、カラオケでも行きませんか！」


    「嫌い」


    　ばっさり。


    　微妙に距離感のおかしな柔道部の錦織にしこり君は、もう至極単純に拒絶された。


    　あの〝嫌い〟は、佐さ藤とうさんのことだからおそらく「人前で歌うのが苦手」という意味なのだろう。


    　前の二つの発言だって、きっと他意はなく、言葉の通りの意味なのだ。ただ言い方に、ちょっと……いや、めちゃくちゃ問題があるだけで。


    　そんなふうに、彼女が男子たちの屍しかばねを積み上げていくさまを、ハラハラしながら眺めていた昼休みのこと。


    「そんなに気になるか？」


    　机を挟んで向かい側。


    　早くもコロッケパンを片付けてしまった蓮れんは、ぱんぱんと両手を払いながら言った。


    　俺は慌てて振り返り、「あ」とか「う」とか何度か意味のない言葉を吐き出してから、


    「……女々しいか？」


    　恐る恐る尋ねかけてみる。すると蓮は、


    「女々しい、男としてのプライドが欠か片けらでも残ってるなら、やるな」


    　ばっさり。


    　俺もまた正論の刃やいばで、袈け裟さ懸がけに斬きりつけられて「うっ……」と悲痛な声をもらす。


    「しょ……しょうがないだろ、俺、昨日までずっと佐藤さん一筋だったんだぞ？　そんなにいきなり切り替えられるわけ……」


    「そこを無理やり切り替えるのが男。誰も得しねえからさっさと諦あきらめろ──いいか颯そう太た」


    　蓮がコロッケパンのねじった空き袋で、びしりと俺を指してくる。


    「俺はな、基本的に人が恋愛でどんな失敗しようがど────だっていい、むしろ失敗しまくってくれた方がその分俺に付け入る隙すきが生まれるから、皆じゃんじゃかしくじってほしいとさえ思っている、恋愛相談っていうテイが一番女を落としやすい」


    「あ、悪魔かおまえ……」


    「悪魔でもなんでもいいけどよ、とにかく俺は今生まれて初めて真剣にアドバイスしてやってんのよ、お前が友達だからだ。……佐藤さんのことはもう忘れろ」


    「……」


    　蓮はずるい。


    　そんな言い方をすれば俺が困ることを知っていて、わざとそう言っているのだ。


    　これ以上俺が無様を晒さらして、傷を深めないように……


    「優しいなお前は……」


    「どーも」


    　そして俺は断腸の思いで、無理やり佐さ藤とうさんを意識の外へ追いやるように、弁当をつつき始めた。


    　食べると言うよりはただ口へ運ぶような、そんな単調な作業を繰り返していると、だんだん思考が深く潜り始めて、蓮れんの声が次第に遠くなっていく。


    「……まぁ、あんまり気にすんなって、今回は巡り合わせが悪かっただけだ」


    　……実際、蓮の言う通りだ。


    　今回は駄目だった、それが唯一の事実だ。


    　一体、なにが悪かったんだろうな？


    　告白の台詞せりふ、告白の方法、タイミング、時間帯……反省点はいくらでも出てくる……


    「恋愛っていうのは立ち止まるのが一番よくない、這はいつくばってでも進み続けないと、すぐに歩き方を忘れて……」


    　いや、そもそもそんな小手先の問題じゃないのかもしれない。


    　佐藤さんが絶対的に俺という人間を異性として意識していなかった。


    　一度や二度デートして、軽く相談に乗ったぐらいではしゃぎすぎてしまったのかもしれない。


    「……え？　おい颯そう太た、なんか佐藤さんがこっちに来て……ちょっ……！」


    　ああああああああ、恥ずかしい恥ずかしい。


    　俺に対して全くその気のない女の子に、俺は今まで何をしてきた？


    　今まで自分の吐いてきた台詞、行動が走馬灯のように脳裏をよぎる。憤死ものだ。


    「……うた、颯太……！　おい……！」


    　これは恥ずかしすぎて誰にも言えないが、実は俺の頭の片隅には、ほんの少し……本当に少し〝もしかして佐藤さんは自分に気があるんじゃないか？〟なんて愚かな考えもあったのだ。


    　でも、案の定ただの勘違い。結局のところ、はしゃいでいたのも、胸をときめかせていたのも俺だけ。


    　こんなに恥ずかしいことが、他に……


    「……押おし尾お君」


    　深い深い思考の海の底で。


    　驚くほどか細い声で、彼女から名前を呼ばれ、俺ははっと我に返った。


    　顔を上げてみると、蓮が顔面を引きつらせて彼女を見上げている。


    　そう、振り返ると──そこには何故なぜか、頰ほおを朱色に染めて、もじもじと身体からだをくねらせる佐藤さんの姿があったのだ。


    「さ、佐藤さん……？」


    　この時の俺の心情を、言葉で表すのはたいへん難しい。


    　昨日、あれだけこっぴどく自分をフったはずの佐藤さんに話しかけられたことに対する恐怖心と、そして……情けないことに、昨日あれだけこっぴどく自分をフったはずの佐藤さんが、それでも自分へ話しかけてきてくれたことに対する嬉うれしさが、ごちゃ混ぜになってしまっていたのだ。自然と顔も引きつってしまう。


    「ど、どうしたの、佐さ藤とうさん……？」


    「その……」


    　勇気を振り絞って尋ねかけてみると、佐藤さんはいかにも恥ずかしそうに、身体からだをくねらせながら口をもごもごとやって、やがて──。


    「こ、これっ！」


    　佐藤さんが両目をぎゅっと瞑つむりながら、自らのスマートフォンをこちらに差し出してくる。


    　そこに一体何が映っているのかと戦々恐々、これを覗のぞきこんでみると……


    「っ……!?」


    　心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような心地だった。


    　何故なぜならばそこには──どういうつもりだ佐藤こはる──あの夜撮った、二人のツーショットが映し出されているではないか！


    　あまりにイレギュラーすぎる事態にフリーズしていると、佐藤さんはなんだか照れ臭そうに。


    「こ……これっ！　私のミンスタに載せてもいいかなっ!?」


    「[image: ]っ」


    　妙に濁った声が出た。すると佐藤さんは上目遣いに、


    「だ、駄目かな……？」


    　なんて尋ねかけてくる。


    　……今、俺はちゃんと笑えているだろうか、それとも……いや、さっきから無言でこちらを見つめる蓮れんの表情を見れば、相当にひどい顔だということは容易に想像がついた。


    「や、やっぱり駄目だったかな……！　押おし尾お君が嫌なら別に……！」


    「だっ……！　駄目じゃないよ！　うん！　佐藤さんがそうしたいなら……」


    「ホント!?　よかったぁ……男の人は、こういうの苦手だって聞いてたから……！」


    　こちらの心境を知ってか知らずか、佐藤さんはほっと胸を撫なで下ろし、そして最後にもじもじと、


    「あ、明日ので、デート、楽しみだね……！　じゃあまたあとでＭＩＮＥマインするからっ！」


    　赤くなった顔を手のひらで覆い隠したままそれだけ告げると、ぱたたたたた、とペンギンみたく走り去っていってしまう。


    　呆ほうけたようにあんぐりと口を開けたまま固まる俺と蓮。


    　クラスの皆からは、


    「今日もアツいねあの二人」


    「また押尾が……」


    「なんで押尾ばっかり……」


    　なんて風に、呆あきれ半分、妬ねたみ嫉そねみ半分、といった感じの声が上がっていたが……


    「……なあ颯そう太た、あれ……」


    　蓮れんが何かを言いかけるや否や、俺はまるで糸が切れたように脱力し、その額を自らの机に叩たたきつけた。


    　ごっ、という鈍い音とともに痛みがやってくる。でも、やっぱり分からなかった。


    「俺には佐さ藤とうさんが分からない……」


    　恋愛というのは、俺には少々難解すぎる。


    　憐あわれむような蓮の視線を後頭部に感じながら、俺は自らの涙で机を濡ぬらした。


    



    　　　♥


    



    　その夜、私は自室のベッドに寝転んで、スマホを眺めていた。


    　画面に表示されているのは、例によって押おし尾お君とのツーショット。


    「えへへ……」


    　これを始めてから、一体どれだけの時間が経ったろう。もう覚えていない。


    　どっちにしても私の緩んだ口元はいつまでも締まらず、なおも緩んでいく一方だ。


    　仕方がない、仕方がない。


    　これはただの一枚の写真じゃない。そこには奥行きがある。


    　この写真を見るたびに私は、何度でもあの時の気持ちを思い出せる。


    　そしてあの瞬間もまた押尾君と気持ちが通じ合っていたことを考えると、これはもうニヤけずにはいられなかった。


    「えへへへへ……」


    　今の私は相当気持ち悪いと思う。


    　でも私だって知らなかったんだ。初恋が叶かなうことが、こんなにも嬉うれしいことだったなんて。


    　押尾君とのこれからを考えているだけで、朝まで起き続けていられそうだ。


    　これから……そう、そこにはもちろん明日の〝かき氷デート〟も含まれている。


    「楽しみだなぁ……」


    　楽しみ、本当に楽しみだ。


    　足をばたつかせて、なんとか自分の逸はやる気持ちを抑える。


    　なにせお互いが気持ちを伝えあってから、初めてのデートだ。


    　色々とお喋しやべりをしたり、一緒に写真を撮ったり……もしかしたらあんなこととか……


    「いやいやいや！」


    　妙な妄想を無理やり振り払って、私はスマホとのにらめっこを再開する。


    　明日はとびっきりのオシャレをしよう、お化粧も……あんまり得意ではないけど頑張ろう、〝Iアイ TUBEチューブ〟とかのメイク動画を参考にしたりしながら。


    　今はまず、こっちが先だ。


    「えいっ！」


    　私はいよいよ意を決して、画面右端の〝投稿〟ボタンをタップした。


    　これにより、私のスマホからミンスタグラムへ、押おし尾お君とのツーショット写真がアップロードされる。くるくると回るローディング画面を眺めていると、幸せがじんわりと熱をもって、私の胸の内を温めた。


    　ずっと、ずっと夢だったんだ。


    　こうして普通の女子高生みたいに、好きな人と一緒に撮った写真をミンスタにアップするのが。


    　ああ、夢ならば醒さめないでほしい……


    　そう思った矢先のこと、スマートフォンの画面に〝投稿完了〟の文字が表示され、そして──


    「……え？」


    　私のスマホに、不可解な現象が起こった。


    「あれっ？　え？　なんで!?」


    　私は慌ててスマホをいじくる、しかし、どうにもならない。


    　そんな時だ──私の部屋のドアが、コンコン、と二度、ノックをされる。


    　私は思わず「ひっ」と短く悲鳴をあげた。


    　お母さんならドアをノックしたりしない、この音は、間違いなく……


    「──こはる、早急に部屋から出てこい、大事な話がある」


    　首筋を伝う汗がこんなにも冷たく感じたのは、生まれて初めての経験であった。


    



    　　　♠


    



    「はぁぁぁぁぁっ……」


    　電飾がほのかに照らす、閉店後の〝cafe tutuji〟テラス席にて。


    　ひんやりと冷たいテーブルに突っ伏した俺は、これで何度目になるのかも分からない、深い溜ため息いきを吐き出した。


    「いい加減、元気出せよ」


    　アイスコーヒーをストローで吸い上げながら蓮れんが言った。


    　やはり彼は腐っても親友だ。〝cafe tutuji〟と〝MOON〟が真逆の方向であるにもかかわらず、俺を慰めるためにこんな時間まで付き合ってくれている。


    　その気持ちはありがたいが、しかし……


    「ごめん、俺はまだ無理そうだ……ありがとな、帰ってもいいぞ、蓮れん……」


    「嫌だよ寝覚め悪りぃ」


    　ストローが空気を含んで、ずずっと音を鳴らす。


    　彼のぶっきらぼうな口調には、しかし確かにこちらを気遣う色が見えた。


    「オーバーワークだねぇ」


    　近くのベンチに腰掛けた父さんが、なめくじみたくべっとりとテーブルに張り付く俺を見て、溜ため息いき混じりに言った。


    「傷つけたほうが成長するとは言ったけど、さすがにここまではちょっとなぁ……どうする颯そう太た？　ハーブティー淹いれようか？」


    「……父さんの淹れるお茶、マズイからいらない」


    　返事がない。不思議に思って見てみると父さんがモスト・マスキュラーポーズをとっている。


    　……？


    　一体どういう意味で……いや、どうでもいいか。


    「……皆すげーよ、こんな苦しいのをいつかは忘れられるんだろ……俺はもう耐えられないよ、一度好きになった人が……もう絶対に付き合えないと分かってる人が、自分と同じ世界で生きてるなんて……」


    　いっそ佐さ藤とうさんへの告白が失敗した瞬間〝GAME OVER〟の表示とともに画面が暗転してそのまま全部終わってくれれば、どれだけ気が楽だったろう。


    　でも、現実は違う。


    　たとえ初恋の相手への告白が失敗に終わっても、俺も佐藤さんも、その後の人生を生きていくのだ。


    　そしてこれからも、俺はこの〝佐藤さんと絶対に付き合えない世界〟で、それでも佐藤さんと友達として付き合い続ける。


    　きっと佐藤さんには、これからたくさんの友達ができて、カッコよくてイケメンな彼氏ができたりもするんだろう。


    　俺はそんな様子を友達として温かく見守るポジションだ。


    　指一本さえ、彼女に触れず……


    「うぷっ……!?」


    　胃液が込み上げてきて、俺は背中を丸くした。


    「おいおいおい！」


    　蓮がすかさず背中をさすってくる。


    「また妙なこと考えただろお前！　もうやめとけ！　考えても辛つらいだけだ！」


    「でも……俺は……」


    「落ち着け！　初恋っていうのがそんなに価値のあることなのか、もう一回冷静に考えてみろ！　お前は今まで浮かれてただけなんだよ！」


    「……浮かれて、た……」


    「そうだ！　こんなのテキトーにＡＶでも眺めて、８時間寝りゃあ案外けろっと忘れられるんだよ！　ほらスマホ開け颯そう太た！　今からＭＩＮＥマインで俺がオススメのやつ送ってやるよ！」


    「あっ、蓮れん君そういうの颯太に教えるの駄目だよ！　お父さん許さない！」


    「筋肉空気読め！」


    　期せずして始まった蓮と父さんのバトルをぼんやり眺めながら、俺はけだるい腕を動かして、ポケットからスマホを取り出す。そしてスリープモードを解除すると、ホーム画面に一つ、ＭＩＮＥのメッセージ通知が届いており──


    「……っ!?」


    　俺は両目を見開いた。ＭＩＮＥのメッセージは佐さ藤とうさんからだった。


    　メッセージが届いたのは20分前、そして、そこには短い一文で。


    〝たすけて　おしおくん〟


    「──佐藤さんっ!?」


    　俺は思わず彼女の名を叫び、父さんと蓮がびくりとこちらへ振り返った。


    「おい今度はなんだ!?」


    　蓮が声をかけてきたが、俺はそれどころではなかった。


    　素早くＭＩＮＥアプリを立ち上げ、佐藤さんにメッセージを送る。


    〝どうしたの〟


    〝たすけてってなに〟


    〝さとうさん〟


    　続けざまにいくつかメッセージを送ってみるが、返信どころか既読もつかない。


    〝たすけて〟その言葉の意味するところは分からないが、もしも彼女が今、何らかの危機的状況に陥っているとしたら……


    　焦燥感だけが膨れ上がっていって、俺はもう居ても立ってもいられなくなり、彼女へ電話をかけた。


    　頼む、出てくれ、無事でいてくれ──


    　そしてそろそろコール音が10回に届こうという時、ぷつんと途切れる。


    　──出た。


    「佐藤さん！　どうしたの!?」


    　開口一番、彼女の安否を確認する。


    　しかし、スマートフォンの向こうから返ってきたのは佐藤こはるの声ではなく──


    『すまないが、私は恐らく君の言う〝佐藤さん〟ではない──佐藤こはるの父、佐藤和かず玄はるだ』


    　驚くほど冷たく、そして身震いしてしまうほど威圧感のある声が、スマホから発せられた。


    「さ、佐さ藤とうさんの……父親……？」


    　スマホの向こうの男性の言葉を反復する。彼は静かに、しかしはっきり『そうだ』と応こたえた。


    　彼の発する一言一言が、明らかな質量を持ってこちらを威圧してくる。声だけでこんなにも相手が恐ろしいと感じたのは初めての経験だった。


    　しかしそんなことは今、関係がない。


    　俺は無理やり口を開いて──


    「な、なんで佐……こはるさんの電話に、お父さんが……」


    『君にお父さんと呼ばれる筋合いはないが』


    「……っ」


    　有無を言わさぬ口調でかぶせられて、言葉に詰まる。


    　しかしこのまま口を閉じれば、この口は二度と開かないだろうという確信に近い予感があり、俺は……


    「……なんでこはるさんの電話に、和かず玄はるさんが出るんですか」


    『なにか急用ならば悪いと思って私が電話を取ったまでだ。要件があるならこはるに引き継ぐが、理由を説明する必要はない。それで？　用がないなら切るが』


    　全く取り付く島もないが、当然こちらも退ひくわけにはいかない。


    「……こはるさんとのプライベートなやり取りでどうしてあなたを仲介しなければならないのかが分かりません。理由を説明してください」


    　向こうに負けず淡々と、しかし抗議の意思を強く訴えかける。


    　これはさすがに切られるか？　そう思ったが──


    『──こはるのスマートフォンは私が預かったからだ』


    「……はっ？」


    『二度言わせるな、こはるのスマートフォンは、私が、預かった』


    「どうして、そんなことを……」


    『家庭の事情だ、君に関係ないだろう』


    「──ありますよ!!」


    　相手が佐藤さんの父親だというにもかかわらず……いや、だからこそだろうか。そのあまりにも冷淡な態度に、俺は思わず声を荒らげてしまう。


    「俺はこはるさんの友達です!!　あなたも父親なら説明してください!!」


    『……』


    　しばしの沈黙。


    　張り詰めるような緊張感の中、和玄さんは一度ふぅぅ……と細く息を吐いて、


    『……押おし尾お颯そう太た君、君の名前は知っていたよ。最近こはると仲がいいそうじゃないか、それについては感謝しよう』


    「えっ、なっ」


    『だが同時に、ミンスタグラム……だったか、余計なことを教えてくれたな、という気持ちもある』


    　彼の口から飛び出してきた〝感謝〟という言葉が、低い声音とあまりにも不釣り合いで困惑していると、彼は矢継ぎ早にそう言った。


    　余計な、こと……？


    「……どういう意味ですか」


    『言葉の通りの意味だ、こはるがあんなくだらないアプリにうつつを抜かすようになってから、私の予定は狂いっぱなしだ』


    「くだらない……？」


    『たかだか写真を見せびらかすだけのアプリだろう、思春期特有の肥大化した自己承認欲求を満たす場。これをくだらないと言わずしてなんという？』


    　その吐き捨てるような物言いを受けて、俺の頭の中にいくつものシーンが浮かんでくる。


    　シーンの全てには、佐さ藤とうさんが映っていた。


    　──ミンスタグラマーになれば、友達もできるかと思って……


    　──私ももう少し練習したら有名ミンスタグラマーになれるかなぁ。


    　──お、押おし尾お君っ！　これ、これ！　どうやって撮ったら映ばえるのかなっ!?


    　──こんなヘタクソな写真をミンスタにアップして、ミンスタグラマーになりたいだなんて、私、ちょっと調子に乗りすぎたかも……


    　佐藤さんは、ミンスタを通じて今の自分を変えようと努力していた。


    　それは誰よりも一番、俺が知っている。


    　なにより、俺があの〝塩対応の佐藤さん〟と仲良くなれたのは、ミンスタのおかげだ。それを否定するということは、佐藤さんの今までの頑張りを否定することにほかならない。


    　そして先ほど佐藤さんから送られてきた「たすけて　おしおくん」のメッセージ……彼がなんらかの形で佐藤さんを苦しめているのは、もはや明白であった。


    「……訂正してください」


    『なにをだ』


    「──佐藤さんがあんなに本気になったものに対してくだらないと言ったことをです!!」


    　俺はほとんど怒鳴りつけるように言う。


    　よっぽど頭に血が上ってしまっていたらしい、傍はたから見ていた蓮れんと父さんが同時にびくりと肩を震わせた。


    　しかし、和かず玄はるさんは全く動じない。それどころかよりいっそう冷たい言葉で返す。


    『それについてをここで論ずるつもりはない、ともかくそれがこはるからスマートフォンを預かった理由だ、納得できたかな』


    「っ……！　預かったって……取り上げたの間違いじゃ……！」


    『それと押おし尾お颯そう太た君。君は確か明日、こはると何か約束をしていたらしいが……悪いがそれについては私が代わりに断らせてもらう。聞かれる前に答えておくが、預かったスマートフォンの件でこはるには外出を禁じた』


    　彼は極めて淡々と、そんなことを伝えてくる。


    　そしてこちらが答えるのも待たず、


    『では他に用がないなら切らせてもらう』


    　あっという間に会話は打ち切られ、彼が顔からスマホを遠ざけるのを感じた。


    「待っ……！」


    　咄とつ嗟さに何か言おうとして──しかし自分にはどんな言葉も発する資格がないと思い至って、やめる。


    「……」


    　これで全部、終わる。


    　引き延ばされた時間の中で、漠然とした予感が胸の内にあった。


    　それは和かず玄はるさんとの会話が、というだけでなく、この通話が終了するのと同時に、自分の〝初恋〟が本当の意味で終わるような、そんな予感がしていたのだ。


    　それはとても辛つらいことのように思えたが、しかし「自分はこの苦しみから解放されるのではないか？」という思いも同時に湧わいてくる。


    　実際、辛い思いをし続けるぐらいならいっそ、完全に終わらせてしまった方がマシなのではないだろうか？


    　俺はきっと、これ以上佐さ藤とうさんと一緒に居ても辛い思いしかしない。


    　だってそもそも俺は彼女にフラれているんだぞ？　そんなヤツが相手の家庭の事情にまで踏み込むなんて、おこがましいにもほどがある。


    　余計なお世話、お節介、ストーカー……


    　ふと、蓮れんを見た。


    　彼は一体どこまで分かっているのか、無言のままスマホを握りしめる俺を見つめて「それでいい」とでも言わんばかりに、ゆっくりと頷うなずいている。


    　きっと、いつだって彼が一番に正しいのだ。


    　初恋にそれだけの価値はなく、フラれた俺が佐藤さんにそこまでする義理も意味もない。


    　こうするのが賢くベストな選択なのだ。


    　そんなのは分かり切っている。頭ではちゃんと理解している。


    　でも、それでも俺は──


    「なら、代わりに来てくださいよ!!」


    　俺はスマホに向かって声を張り上げ、その瞬間、場の空気が凍り付いた。


    　蓮れんと父さんが、ぽかんと口を開けて固まっている。


    『……』


    　それは和かず玄はるさんも同様のようで、しばらくの沈黙があり、やがてスマホは彼の顔の近くへ引き戻された。


    『……今、なんと』


    　低く、冷たい声音に心臓が締め付けられる。


    　本当ならば、本当ならばすぐにでも逃げ出したいところだ。


    　でも、そんな気持ちを押し殺して、俺は言い放つ。


    「二度も言わせないでください。あなたがこはるさんの代わりに断るなら、あなたがこはるさんの代わりに来るのが筋すじでしょうと言っています」


    『……君は頭がおかしいのか？』


    「おかしいのかもしれません」


    　彼の言う通り、きっと今の俺は平静ではない。


    　すぐ隣で「おいバカな真ま似ねはよせ」とでも言いたげな恋愛マスターの蓮からすれば、俺が今からやろうとしてることはまったく合理的でないし、滑こつ稽けいだろう。


    　どうしてあそこまでこっぴどく自分をフった相手にそこまでする？　そう言われても仕方ない。


    　だけれど──


    「佐さ藤とうさんに見せたかったものを……いえ、佐藤さんが見ていたものを、あなたに見せます。それからゆっくりお茶でも飲みながら、話し合いましょう」


    　初恋マスターの俺から言わせれば、初恋というのは、間違ってナンボだ。


    　どれだけこっぴどくフラれようが──好きなんだからしようがない。


    『……なるほど、そういうことか』


    　和玄さんは静かに言って、ふぅ────と細い溜ため息いきを吐ついた。


    『普段ならそんなバカげた挑発に乗りはしないが、しかしその言い回しは、高校生にしてはなかなか知性を感じたよ……何時にどこへ行けばいい』


    「〝cafe tutuji〟に19時です」


    『〝cafe tutuji〟……ああ、あの店か、だが、あそこは夕方には閉まるのではなかったか』


    「いいんです」


    　俺はきっぱりと言い切る。すでに、決心は固まっていた。


    「楽しみにしています」


    『私は楽しみではないが』


    　その言葉を最後に通話が切れた。


    　画面には〝通話時間　4：17〟の表記が。


    　あんな身も心も凍り付くような思いが、たった４分間の出来事だとはにわかには信じがたかったが、しかしそれ以上に俺の意識は、その上の一文に引き付けられてしまった。


    〝たすけて　おしおくん〟


    「……」


    　思い立って、俺はミンスタグラムのアプリを立ち上げ、そしてすぐに新着投稿の欄にある、一枚の写真が目に留まった。


    　それはあの日、俺と佐さ藤とうさんが〝cafe tutuji〟の前で撮った、ツーショットだ。


    「……ひでえ写真……」


    　そもそもが、ほとんど事故のような状況で撮れた写真だ。


    　構図も微妙。手振れしているし、スマホの顔認証システムがうまく働いていないらしく、絶妙にピントが合っていない。


    　それになにより俺も佐藤さんも緊張のせいかガチガチで、自撮り用に作った顔ではない。


    　そんな、映ばえない一枚の写真には、よく見ると、ただ一つだけタグがつけられている。


    　それを見た途端、俺は思わず噴き出してしまい、そして静かに泣いた。


    「なんだよ、このタグ……はは、佐藤さん、ミンスタの使い方、知らないのかよ……」


    　ぱたりとこぼれた雫しずくが、ディスプレイを滑って、写真下に添えられた〝＃私の一番好きな写真〟のタグをなぞる。


    　俺は袖そでで目元を軽く拭ぬぐうと、改めて蓮れんと父さんの下へ向き直った。


    「……気持ちは、変わらないかい？」


    　父さんが心配そうに尋ねてくる。


    　その気遣いは素直に嬉うれしいが、でも残念ながら、俺はもう決心してしまった。


    「──二人とも、いや、皆に協力してもらいたいことがある。佐藤さんの父親、佐藤和かず玄はるさんを説得するために」


    「……やっぱイケメンだよ、お前」


    　蓮がぼそりと呟つぶやいた。
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    　土曜日、薄く張った雲が、茜あかね色をたたえる頃。


    　夕焼けが温かく包み込む〝cafe tutuji〟にて、俺はじっと彼を待ち続けた。


    　そして──約束の時間のぴったり10分前、向こうの角から白くて薄長く、飾り気のない車が現れる。


    「……きた」


    　俺は小さく呟つぶやいて深呼吸、ティーカップの紅茶を一気に飲み干す。


    　……いよいよ、決戦の刻ときであった。


    　車が、砂利の上に紐ひもで仕切っただけの、簡易的な〝cafe tutuji〟専用駐車場へと停とめられ、そして静かに運転席のドアが開き、彼が姿を現す。


    　情けない話だが、あれだけ意気込んでおいて、いざ彼の姿を認めた時、俺は少なからず気け圧おされてしまった。何故なぜならば彼があまりにもサラリーマン然としすぎていたためである。


    　ジェルか何かで撫なでつけた七三分け、シワ一つないワイシャツ、青いネクタイ、そしてシャープな眼鏡から覗のぞく、鷹たかのように鋭い眼光。


    　彼──佐さ藤とう和かず玄はるは、紙袋を片手に、磨き抜かれた黒のビジネスシューズで砂利道を踏みしめ、そして──


    「──約束通り、19時ちょうどに〝cafe tutuji〟だ、手短に済ませてくれ」


    　こちらのテラス席までやってくると、俺を見下ろし、極めて冷淡に言い放った。


    　電話越しとは威圧感が段違いだ。ただそれだけで、こちらは息が止まるような感覚に陥ったが、しかしぐっと堪こらえてテラス席の一つを指す。


    「今、お茶出します、どうぞかけてください」


    「その前に一つ質問がある、君はこの店の関係者かなにかなのか？」


    「店員です、今は非番ですが」


    「では……」


    　そこまで言って、和玄さんは向こうのテラス席をちらりと見やった。


    　パラソルの取り付けられたテーブル席で、数人の男女が談笑をしている。


    「……他にも客がいるようだが」


    「ええ、ご不満ですか？」


    「いや」


    　彼は椅い子すに腰を下ろして、足を組む。


    「別に聞かれて困る話をするわけでもない。当たり前の話を当たり前にして、すぐに終わりだ」


    「……お茶、淹いれてきます」


    　俺は最後にそう言い残して、店の奥へと引っ込んだ。


    　……気を強く持て、押おし尾お颯そう太た。


    



    「これは君が淹れたのか」


    　少しだけ口に含んだ紅茶を転がしたのち、和かず玄はるさんはそんな問いを投げてきた。


    　突然のことだったので少し面食らってしまったが、落ち着いて答える。


    「アールグレイ、俺がいつも飲んでいるもので、佐……こはるさんにも飲んでもらいました」


    「……なるほど」


    　和玄さんはそう言って、もう一度ティーカップに口をつけた。


    　ただ紅茶を飲んでいるだけでも、おそろしいほどサマになる。


    　彼は音もたてず、静かにソーサーへカップを置くと、さっそく本題を切り出してきた。


    「まずはこの議論の目的を明確にしておこう。押尾颯太、君は一体、私に何をさせたい」


    「──こはるさんへスマホを返し、そしてこはるさんがあれだけ真剣に打ち込んだミンスタをくだらないと言ったことを訂正してほしいです。彼女を、束縛しないでほしい」


    「束縛ときたか」


    　和玄さんがふっと鼻を鳴らす。


    「なるほど、そちらの目的は分かった。要するにこれをこはるへ返せ、と」


    　そう言って、彼は胸ポケットからスマートフォンを取り出し、テーブルの上に置く。


    　カバーはいかにも[image: ]円ショップで売ってそうなシンプルなもので、装飾の類たぐいは一切ない。


    　間違いない、それは佐さ藤とうさんのものであった。


    「そして発言の訂正を求める、と……」


    「そうです」


    　彼の鋭い眼光と、俺の視線が交錯した。


    　なまぬるい風が俺たちの間に吹き抜ける。もうすぐ、日が沈むのだ。


    「……まず、君はさっき私の教育方針を〝束縛〟と称したが、私の認識では違う」


    　和玄さんが静かに言葉を紡いだ。


    「私の娘、佐藤こはるは、恥ずかしながらコミュニケーション能力が低い。感情表現が苦手で、かつ人の気持ちを推し量ることが不得意。その一方で人の感情の機微を過敏に感じ取り、消極的になる傾向もある、分かるか？」


    「それは……」


    　……分かる、とは言いづらい、仮にも親の前で。


    「まぁともかく、贔ひい屓き目めなしで親の私から見て、そうだ」


    「……まさか束縛ではなく保護、とでも言うつもりですか」


    「その通りだが」


    「そんなっ──！」


    　思わず頭に血が上りかけたところで、はっと我に返る。


    　和かず玄はるさんは、依然として冷めた目でこちらを見据えていた。


    　彼と出会ってまだ間もないが、直感で分かる。もしも感情のままに言葉を吐き出したりしようものなら、彼はその場で席を立つだろう。


    「どうかしたか、押おし尾お颯そう太た」


    　強い西日に目が眩くらむ、もう日中のような暑さはないが、先ほどから嫌な汗が止まらない。


    　……気を強く持つんだ。


    「……俺から言わせてもらえば、年頃の娘からスマホを取り上げて、その上やることにケチをつけて……とてもこれを〝保護〟なんて好意的な見方はできません」


    「言葉選びについてとやかく言うのは凡愚のやることだ。この際〝管理〟でも〝束縛〟でも、呼び方なんかはどうでもいい。私は今、本質の話をしている」


    「どちらにせよ、間違っています」


    「私に対して教育論を語るか、では何がどう間違っているのか教えてもらおう」


    「それは……」


    　言葉に詰まった。そこで初めて、教育というデリケートな領域へ無防備で飛び込んだのは、自らの失策だったと気が付く。


    「……普通ではありません、普通の親は、そんなことをしません……」


    　だからこそ俺の口から飛び出したのはかくもつまらない答えだった。


    　これを受けて和玄さんは、失望を露あらわに、その冷め切った目で俺を侮ぶ蔑べつしたのだ。


    「──世の中に普通の人間しかいないのなら、そもそも教育論など必要はない、むしろ普通と呼ばれない子どものために教育論がある。分かるか、押尾颯太」


    　彼の声は低く、静かで、しかし確かな怒りに満ちていた。


    「最近は、自由だの、縛られないだの、伸び伸びと育てるだの、随分と身勝手な文句を吐く大人モドキが増えすぎた。子どもの自主性に任せる？　違う、あんなのはただの放し飼いだ」


    「……どういう意味ですか」


    「大人モドキだ。大人のフリをした子どもが、親の責任さえ放棄して子どもを育てない、保護しない。そしていざ手に負えなくなったら知らん顔だ。こんな残酷なことが他にあるか」


    「じゃあ、あなたは自分が親としての役目を全うしていると言うんですか」


    「最初からそうとしか言っていない」


    　和玄さんは鷹たかのように鋭い目で、ぎんとこちらを睨にらみつけてくる。


    　その瞳ひとみには、確かな意志の光が宿っていた。


    「私はこはるの親であり、大人だ。こはるのやることには強く干渉し、その結果何かあれば全ての責任を私が負う。そういう覚悟があって私はこの教育方針を貫いているわけだが、君はどうだ？」


    「どう、というのは……」


    　言こと葉ば尻じりが濁る、完全に圧倒されていた。


    「そうだな、例えば簡単なところで、こはるがミンスタグラムにうつつを抜かした結果、学業がおろそかになり、志望する大学に受からなかったとしたら？」


    「っ……」


    「例えばネットにアップした写真が原因で、妬ねたみや嫉そねみの対象になり、こはるがクラスで孤立してしまったら？」


    「かっ、仮定の話なんか始めたらキリがないでしょう……！　そのおかげで上う手まくいく可能性だって、十分にあります！」


    「私の教育方針を非難するからには、もし上手くいかなかった場合、君がどのように責任をとるつもりなのかと聞いているんだ」


    「それは……！」


    　……軽々しく責任をとるなんて、言えるわけがない。その言葉の重さは、高校生の無力さは、身に染みて実感している。


    　思わず顔を伏せてしまうと、和かず玄はるさんは溜ため息いき混じりに言う。


    「社会というのは理不尽なものだ。生きているだけで傷がつく。君もすでに承知していることだろう」


    　ここ数日の自分の状況を思い返して、俺は押し黙った。


    「傷ついて成長するという論は分かる。だが、傷つくことで成長が止まってしまう人間もいるのだ、こはるのようにな。そんな娘を保護しようと思うのは、間違っていることなのか？」


    「……」


    　俺は、なにも答えることができない。


    　何故なぜならば、彼の言葉もまた正しいのだと、心の奥底で認めてしまっていたからだ。


    　……確かに、佐さ藤とうさんはコミュニケーションが苦手で、メンタルもあまり強い方ではない。


    　それが分かっていてなお、彼女が失敗に伴う挫ざ折せつや後悔に打ちのめされるのを、ただ眺めているだけというのは、彼の言う通りあまりにも無責任なことなのではないだろうか。


    　なら、良識ある大人が彼女を保護し、少しずつでも成長するのを待つのが、賢明な教育というものではないか。


    「……これ以上、話すことはないようだな」


    　和玄さんが、ティーカップに残った紅茶を一息に流し込む。


    「ごちそうさま。無益な時間だったよ」


    　彼は、取り出した財布から千円札を一枚抜き、テーブルへ置いた。


    　そしてそのまま流れるような動作で、テーブルの上に置かれた佐さ藤とうさんのスマートフォンを回収しようとする。


    　……見れば見るほど、女子高生のものとは思えないシンプルなスマートフォンであった。


    　けれど、それを見ると、俺は鮮明に思い出すことができる。


    　嬉うれしそうな顔も、怒った顔も、泣きそうな顔も──今まで頑張ってきた佐藤さんの顔を、思い出すことができる。


    「……筋肉は」


    　和かず玄はるさんがスマートフォンに伸ばした手を、ぴたりと止めた。


    「何？」


    「筋肉は、傷つけあって初めて成長します」


    　これを受けて、和玄さんは心底呆あきれ返ったように、深い溜ため息いきを吐き出した。


    「話を聞いていなかったのか？　傷つくことで成長が止まる人間もいると……」


    「──そして筋肉は傷つく機会そのものを奪われた時に泣きます」


    　俺は和玄さんを見つめ返す。


    　彼の信念も、意志の強さも理解したが……それでもやっぱり、彼は間違っている。


    　だって──


    「俺やあなたじゃない、こはるさん自身が望んでいるんです。たとえそれが客観的に見て非合理的なことであろうと、彼女はそういう成長の仕方を選びたがっているんです」


    「ではそれによってもし折れてしまったとしたら……」


    「──折れません」


    　俺はきっぱりと言い切った。


    　……佐藤さんは確かにコミュニケーションが苦手で、メンタルもあまり強い方ではないのかもしれない。


    　でも、彼女はあの時、間違いなく一枚の写真をミンスタにアップしたんだ。


    　ミンスタに初めてアップした、ロールアイスの写真。


    　きっと言葉にできないほどの不安と後悔が、彼女の中で渦巻いていたことだろう。


    　それでも、彼女はたった一人、広大なネットの海へ飛び出したのだ。


    　──そんな彼女が、ちょっとやそっとの失敗で折れるものか。


    「それらしい教育論を語っていますが、やっぱりあなたはただ過保護なだけです。こはるさんはあなたが思っているよりも、ずっと強い」


    「……なるほど」


    　和玄さんが伸ばした手を引っ込める。


    　気が付くと、彼の瞳ひとみから侮ぶ蔑べつの色は消えていた。


    「どうやらうわべだけで言っているわけでもないらしい。こうなってしまえば水掛け論だ、話を変えようか」


    　そう言って、彼は佐さ藤とうさんのスマートフォンを指す。


    「今、こはるが夢中になっているミンスタグラムだが……コレに一体どんな意味がある？」


    「どんな、って……」


    「私には到底理解できないよ。先に挙げたリスクを冒してまでやるほどのものなのか？　くだらないとしか思えない」


    　こちらを睨にらみつける和かず玄はるさんの眼光が、再び鋭さを増す。


    「聞いた話によれば、今の中高生は皆このアプリで写真を見せびらかすことに躍起になっているらしいが、その行為にいったいどんな価値がある？　それに料理だろうがなんだろうが、所かまわず写真を撮りまくる意味も分からん。人は思い出を留めておくためだと言うがね、私などは古い人間だからこう思うわけだ──」


    　彼は中指で眼鏡のブリッジを押し上げ、そして冷たい口調で言ってのけた。


    「──写真に残さなければ記憶から消えてしまう程度のものを、わざわざ記録に残す必要性を感じない」


    「それは……」


    　俺はきゅっと口をつぐむ。


    　返す言葉がなかったわけではない。むしろこの手の質問は必ず飛んでくるものだと分かっていたので、理論的に反論できるよう、事前に回答を用意しておいたぐらいだ。


    　口を噤つぐんだのは、ここにきて用意した言葉で理路整然と答えるのは、違うと感じたからである。


    　俺は、用意しておいたしゃらくさい回答の数々を一息に呑のみ込んで、ゆっくりと立ち上がり、そして……


    「……そんなに、不思議な事ですか」


    　──今、俺の頭の中には、佐藤さんと出会ってからのいくつもの光景がフラッシュバックしていた。


    　タピオカミルクティーを飲んだ時のこと、ロールアイスを食べた時のこと、そして、二人で写真を撮った時のこと。


    「確かに、和玄さんの言う通り、記録に残さなければ消えてしまう程度のことを、記録に残すことに意味なんてないのかもしれません」


    　俺の背後で、夕ゆう陽ひがいよいよ地平線へ沈まんとしている。


    　頰ほおを一筋の涙が伝う。


    　これがいったい何に対しての涙なのか、そんなのは分かり切っていた。二度と戻ってこない、彼女への片想いの日々に対しての、哀愁の涙である。


    　胸が張り裂けそうなほどに切ないが、しかしそれでも後悔はなかった。


    　何故なぜなら──


    「どれだけ楽しかったことでも、どれだけ覚えておきたいことでも、たいていのことはいずれ忘れます、なにもかも変わってしまいます、それでも──」


    　──何故なら、俺は思い出すことができる。


    　彼女に恋焦がれていたあの瞬間の胸の高鳴りを、迷いを、葛かつ藤とうを、そして言いようのない幸福感を──
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    　そしてソレは、そんな俺たちの下もとへと訪れた。


    「これは……」


    　和かず玄はるさんだけではない。父さんも、向こうのテラス席に座る彼女らまで、息を吸うことさえ忘れて、その光景に目を奪われた。


    　──世界が、暖かな黄金色に包まれていた。


    〝cafe tutuji〟も、季節の花々が彩るフラワーガーデンも、いっしょくたに黄金色が包み込み、輝きを放つ。


    　目に映る全てが幻想的な灯あかりに彩られ、魔法がかかる。


    　これが、佐さ藤とうさんに、そして佐藤さんのお父さんへ見せたかったもの。今まで俺と父さんだけが独占していた、宝物。


    　日の出直後と日没直前のほんの短い時間にだけ訪れる、魔法の時間。


    　柔らかな光が織りなす、一日の中でもっとも神秘的かつドラマチックな写真が撮れる一瞬の奇跡。


    　俺は淡い光の中で、彼に向けて言い放つ。


    「──大切な人との一瞬の感動を、少しでも忘れたくないと思うのは、それを見せびらかしたいと思うのは、そんなにも不思議なことですか」


    　マジックアワー。


    　世界の色相が鮮やかに変化し、フラワーガーデンが幾度となく、その表情を変えていく。


    　どれもが美しく、そしてどれも一秒たりとて同じでない。


    　そんな儚はかなく移ろうこの光景そのものが、俺の答えであった。


    「……なるほど、これがこはるの見ていたものか」


    　和かず玄はるさんがほうと、小さく息を吐く。


    　気が付くと、彼の表情は相変わらずの仏頂面に戻っていたが、それでも。


    　俺と父さんの宝物は、たとえほんの少しでも、彼の心を動かすことができたのだと……そう信じていた。


    　だけど……


    「──もう十分だ」


    　彼が冷たく言い放って、中指で眼鏡のブリッジを押し上げた。


    　眼鏡の奥の眼光は刀のように鋭く、そして濡ぬれている。


    　──失敗した。


    　それまで和玄さんと同様に、マジックアワーの魔法に魅せられていた彼女たちも、それを察したのだろう。即座に次の作戦を実行しようとスマホを構える。しかし和玄さんはこれを制して、


    「もう十分だと言ったんだ、彼女らも君の仕込みなんだろう？」


    　和玄さんの鋭い眼光が、ここから少し離れた場所で、パラソルの下、テーブルを囲む４人組の男女を捉とらえた。


    「ひっ!?」


    　彼の威圧感にやられ、短い悲鳴をあげたのは雫しずくさんだ。


    　姉の失態に頭を抱えるのは蓮れん、溜ため息いきを吐き出すのは麻ま世よさん、こちらに背を向けているが凛りん香かちゃんの姿もある。


    　全員がその手にスマホを携え、次の作戦『佐さ藤とうさんのスマホへ友達のテイでＭＩＮＥマインを送りまくって情に訴えよう作戦』に備えていたのだが、和玄さんにはすでに見破られていたらしい。


    「何をするつもりだったかは知らないが、浅知恵だな」


    「くっ……」


    　悔しさのあまり、声を漏らした。


    　和かず玄はるさんはテーブルの上に置かれた佐さ藤とうさんのスマホを回収し、そして椅い子すのそばに置いてあった紙袋を持ち上げる。


    　行ってしまう。


    　どうすれば彼を引き留めることができるのか、必死で知恵を巡らせて考えるが、言葉が出てこない。


    　俺と父さんの宝物で駄目だったのなら、どんな言葉も彼の前では意味を成さないのではないかという絶望感だけが湧わき上がってくる。


    　脳が焦げ付くような焦燥の中、和玄さんは俺を見上げて……


    「……あれは、こはるの友達だな？」


    　少しの間、答えに詰まる。


    　しかし、すぐに思い直して、力強く答えた。


    「そ、そうです！」


    「……君も入れて５人か……ふっ、私より多い」


    「えっ……？」


    　和玄さんが、笑った……？


    　目の前のそれに驚いていると、和玄さんは改めてこちらへ向き直り、


    「……まず、君は一つ勘違いをしている」


    「勘違い……？」


    「押おし尾お颯そう太た、私は何故なぜこはるからスマートフォンを預かったと思う」


    「何故って……こはるさんがミンスタをやるのが気に食わなかったから、スマホごと取り上げたとかでは……」


    「違う」


    　和玄さんがかぶりを振った。


    　……えっ、なんだ？　違うのか……？


    「そんな親が今時いるものか。原因はこれだ」


    　そう言って、和玄さんは紙袋の中からある物を取り出して、テーブルの上に広げていった。


    　それは某大手通信キャリアのパンフレットが数冊と、そしてなにやら小ぶりな箱が一つ、これは……


    「Wi-Fiルーター……？」


    　俺が訝いぶかしげに眉まゆをひそめていると、和玄さんはもう一度深く嘆息し、そして衝撃的なその台詞せりふを吐いた。


    「──通信制限だよ、まったく無知な娘を持つと苦労する」


    「……は？」


    　時間が止まった。


    　２秒、３秒……どれだけの時間が経ったのかは知らないが、やがて静寂を破って、


    「「「「「はぁぁぁぁっ!?」」」」」


    　俺と、そして雫しずくさんら４人の声が重なった。


    　この反応を受けて、和かず玄はるさんは娘の失態を恥じ入るような、そんな調子で語り始めた。


    「……我が家では、データ通信プランを家族シェアパックで契約しているのだがね。君の教えたミンスタとやらにこはるが夢中になってしまったせいで、こはるがほとんど一人で通信量の限度ギリギリまでギガを使ってしまった」


    「ひ、一人で……？」


    「詳しくは知らんが、なんでも同じアカウントの写真を何度も繰り返し閲覧していたらしい……おかげでこちらは大変な迷惑をこうむった。この忌いま々いましい通信制限のおかげで妻とは連絡がとれない、仕事のメールも満足に返信できん。毎朝の楽しみだったニュースアプリもおじゃん、完全に予定がくるってしまった」


    「え、で、でも和玄さん、俺とは普通に電話して……」


    「通話程度のデータ通信なら速度制限がかかっていても可能だ。君も高校生ならそれぐらい知っておけ」


    「こ……こはるさんから〝たすけて〟ってメッセージが……!?」


    「あのバカ娘……制限がかかった途端、スマホが壊れた、とパニックになっていたからな。どこかのタイミングで送ったのではないか」


    　ちょ、ちょっと待てよ!?


    　じゃあ、それって、もしかして……！


    「スマホを取り上げたんじゃなく、預かったっていうのは……！」


    「通信制限が解除されるまで私がこはるのスマートフォンを預かったというそれだけの話だ、また妙なところをいじられては敵かなわない……どのみち使えないスマホを持っていても意味がないだろう」


    「外出を禁じたっていうのは!?」


    「こはるを連れてショップへ通信プランの契約変更手続きに行く必要があった。このままではなにかと不便だからな」


    「なんだそれ……」


    　へなへなと脱力して、その場に崩れ落ちてしまった。集まった４人も、この間抜けな事件の顚てん末まつに、呆あきれ果ててしまっている。


    　──結局のところ、娘を束縛する親なんてどこにもいなかった。


    　目の前にいるのは、佐藤さんと同じく、どこまでも不器用で、口下手で、感情表現に難のある、ただの一人の父親だったのだ。


    　全身へ押し寄せる疲労感に打ちのめされていると、和かず玄はるさんはおもむろに……


    「まぁ、後は本人から聞くといい」


    「えっ」


    　その時、狙ねらったようなタイミングで駐車場に停とめられた車の、後部座席のドアがひとりでに開く。


    　不思議に思ったが、その理由はすぐに明らかになった。


    　それまで後部座席のシートに身体からだを横たえ、身を隠していたらしい彼女が今になってようやく姿を現したのだ。


    「……」


    　まるでこれから[image: ]しかられることを理解している子どものように、ばつが悪そうに、申し訳なさそうに。大きな両目を涙で潤うるませ、肩をすぼめて、ただでさえ華きや奢しやな身体を更に小さくしながら、彼女は満を持して登場した。


    　佐さ藤とうこはる。


    　彼女はその場にいる全員の注目を浴びながら、綺き麗れいに90度頭を下げ、そして震える声で──


    「──ごめんなさぁいっ!!」


    　謝罪の言葉を口にしたのだ。


    「わ……私が何も知らなかったせいで、押おし尾お君に、皆に迷惑かけて……こんなに大おお事ごとにしちゃって……約束してたかき氷もっ……！」


    　顔を上げた彼女が、今にも泣き出しそうなくしゃくしゃ顔でまくし立てる。


    　そして再び90度。


    「本当に、全部、全部──ごめんなさぁいっ!!」


    　地平線の向こうまで届くんじゃないかと思われるほどの声量で、彼女は謝罪の言葉を口にしたのだ。


    　この展開に、俺たちはもはや言葉を失うしかない。


    　そんな中、和玄さんは相変わらず感情を感じさせない、無機的な口調で……


    「……まぁ、今回の件については色々と言いたいことがあるだろうが、私の言葉足らずが招いた事態でもある。その点については私も謝罪しよう。お詫わびと言ってはなんだが──」


    　そう言って、彼はパンフレットの山の中から、一枚の紙を取り出す。


    　いかにも安っぽいつくりのそれには、ポップな字体で『さくらば大花火祭2020』と記されている。


    　要するに、花火大会の案内パンフレットであった。


    「──どうやら、この近くで花火大会があるそうだ、祭りというからには露店の一つや二つ並ぶだろう、例えばかき氷とか……」


    「か、和玄さん……？」


    「まぁ、こはるも反省しているようだし、今日の用事は全て済ませた。少しぐらいの外出なら許してやろう。花火でも眺めながら、腹を割って話し合うことだな、そうだろう押おし尾お颯そう太た」


    「……あなた、まさか……全部知って……？」


    「発言の意図が分からん」


    　和かず玄はるさんは素知らぬ顔で言う。


    　──なんてことだ。


    　佐さ藤とうさんと同じく、だなんてとんでもない。全部が全部、彼の掌てのひらの上であった。


    　まさか、こんなにも恐ろしく、こんなにも狡こう猾かつで、そしてこんなにも娘に甘い親が存在するなんて──


    「過保護、すぎるでしょ……」


    「それも今日までだ」


    　──かくして、俺と和玄さんの戦いは、俺の完全敗北に終わった。


    　全てが彼の思惑通り、である。
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    　佐さ藤とうこはると押おし尾お颯そう太たの二人が〝cafe tutuji〟から姿を消したあと。


    「お待たせいたしました」


    　佐藤和かず玄はるのテーブルへパンケーキが運ばれる。電飾に彩られたフラワーガーデンを眺めていた和玄は、これをちらと横目で見やって、


    「注文していないが」


    「同期のよしみだよ、和玄君」


    　そう言って、押尾清せい左ざ衛え門もんは向かいの椅い子すに腰を下ろした。


    　和玄は忌いま々いましそうに、わざとらしく目を逸そらす。


    「せっかく肩の荷が下りて一息ついていたところだったというのに……なんだこれは？　私は甘いものが嫌いなんだ、食い物も人も」


    「ははは、自分が一番娘に甘いくせに……随分丸くなったもんだ。それに筋肉もなくなった。アメフトサークルの時もっとガチガチじゃなかったっけ？」


    「お前が変わらなさすぎるだけだ。もう学生じゃない、無駄な筋肉などいらん」


    「見せ筋は無駄な筋肉じゃないし」


    　座ったまま身体からだをひねり、上半身の筋肉をアピールする清左衛門。


    　しかし和玄は見てもいない。代わりに、彼はぼそりと……


    「……その、咲さき子こさんのことは、残念だったな」


    「驚いた！　君もそういうことが言えるようになったんだね！　学生の頃からは考えられない躍進だ！　やっぱり親になると変わるのかなぁ」


    「茶化すな」


    「ははは、まぁもう大丈夫だよ。颯太も随分大人になったし」


    「押尾颯太、な……」


    「どうだった？」


    「なにがだ」


    「とぼけちゃって、本当は自分が颯太のこと見たかっただけのくせに、まぁ途中で帰らなかったってことは少しは認めてくれたっていう解釈でいいのかな？」


    「……」


    　和玄は応こたえず、思い出したように手元のフォークとナイフでパンケーキを切り分け、一切れ口に運んだ。眉み間けんに刻まれたシワが、きゅっと深まる。


    「甘い、胸やけしそうだ」


    「そういうもんだからね。また来たら頼んでよ」


    「こんな甘ったるいもの注文するか、茶ぐらいならともかく……あっ」


    　和かず玄はるがおもむろに声を上げ、頭を抱えた。


    「どうしたの？」


    　清せい左ざ衛え門もんが尋ねると、彼は、いかにも悔しそうに顔を歪ゆがめながら……


    「……しまった、写真を撮り忘れてしまった」


    　そう、ぽつりと零こぼしたのであった。


    



    　　　♦


    



    「とんだ茶番」


    　二人がいなくなったのち、あたしはスマートフォンをいじりながら、ぶっきらぼうに言った。


    「結局あの二人のノロケに付き合わされただけかぁ」


    　雫しずくさんが、背もたれに寄りかかって大きく伸びをしている。


    　その隣ではつまらなさそうに空を眺めていた蓮れんさんが、おもむろに席を立って、


    「トイレ行ってくるわ」


    　そう言い残して、店内へと姿を消す。


    　そして遠くからドアの閉まる音が聞こえてくるやいなや、残された３人の内ただ一人静かにスマートフォンを見つめていたあたしに、麻ま世よさんは──


    「……もう我慢しなくていいからね」


    「うっ……」


    　それまでの無表情をくしゃりと歪めて、スマートフォンを両手で握りしめながら、声を押し殺して泣き始める。


    　もう、とっくに限界だったんだ。


    　彼が見せたマジックアワーの奇跡、あれが誰に見せたかったものなのか、そしてその想いはきっと通じ合っているということも全部、あたしには分かっていたんだ──


    「……今回は、あたしの負けです……」


    　震える声で、しかしはっきりとした意思を持って言葉を紡ぎ出す。


    「……恋愛に、ゴールなんてありませんから……お互いが好き合ってたって、上う手まくいかない場合なんて、いくらでもありますから……」


    「いやはやまったくもってその通り」


    「右に同じ」


    　雫さんと麻世さんがおどけた調子で言う。その言葉に同情の色はなくて、それがなによりありがたかった。


    「だから、泣くのは今だけですから……！」


    「凛りん香かちゃんが一番大人よ」


    「今日は３人で飲み会だねー」


    　二人の温かい手のひらが、あたしの背中に添えられる。


    　須す藤どう凛香は、諦あきらめない。


    



    　　　♠　♥


    



    　生なま温ぬるい風が、俺たちの頰ほおにまとわりついては、後ろへ消えてゆく。


    　どこからか聞こえてくる、じいじいというキリギリスの鳴き声、錆さびついたペダルの回転音。


    　マジックアワーはとうに過ぎ去り、宵よい闇やみがあたりを包み込んでいた。


    「……」


    「……」


    　ゆっくり、ゆっくりと慎重にペダルをこぐ。後ろに座る彼女を振り落とさないよう、細心の注意を払って。


    　振り向いて確かめることはできないし、指先の一本だって触れていない。でも、背中に彼女の存在を感じることはできる。


    　──心臓が張り裂けてしまいそうだった。


    　それは彼女もまた同様なのだろうか、二人乗りを始めてからの数十分、お互いにまともな会話を交わしていない。


    　会話といえば「後ろ大丈夫？」「……うん、大丈夫」「そっか……」ぐらいなものだ。


    　……そりゃあ気まずいに決まってる！


    　だって、強敵佐さ藤とう和かず玄はるとの戦いが終わっても、依然、俺が佐藤さんにフラれたっていう事実は消えないからな！


    「……」


    「……」


    　沈黙が痛い。


    　自転車に二人乗り、という青春の代名詞みたいなシチュエーションに、かえって助けられたかたちだ。だって今、絶対に正面から佐藤さんの顔なんて見られるはずがないだろう。


    　……だけど。


    　──腹を割って話し合うことだな、そうだろう押おし尾お颯そう太た。


    「……」


    　どうしてあの人の言葉が今、脳裏をよぎるのだろう。


    　彼は知っているはずがないんだ、今俺が佐藤さんと気まずいことなんて、知るはずがない。


    　……知るはずがないのに、なんでだろう。


    　あれが全部分かったうえでの発言な気がするのは……


    　……いや関係ないな。


    　どちらにせよ、俺は佐さ藤とうさんとの関係に決着をつけなければならないんだ。


    　からからに渇く喉のどへ、唾つばを落としてやって、そして俺は──


    「佐藤さん！」「押おし尾お君！」


    「あっ……」


    　期せずして、お互いを呼ぶ声が重なってしまい、気恥ずかしさから顔が赤らんだ。


    　本当に、自転車で良かった。


    「……あ、はは……佐藤さんからどうぞ」


    「え、あっ……う、うん！　じゃあ私から言うね！」


    　言ってから、自分の情けなさで自己嫌悪に陥った。


    　なんで俺っていうのは、こんなに……！


    　俺がうじうじしている一方で、佐藤さんは「ええと……」とやはり恥ずかしそうに語り始める。


    「その……まずはありがとう、そしてごめんなさい、私のせいで押尾君たちには迷惑をかけちゃった……お父さん、怖かったでしょ？」


    「……ちょっとね」


    　かなり盛った。


    　あのドスの利いた声でいきなり怒鳴られでもしようものなら、まず間違いなく泣いていただろう。若干の噓うそはナイーブな男子高校生ゆえ、ということでご愛あい敬きよう。


    「でも、気にしないでよ、全部丸く収まったみたいだしさ」


    「……やっぱりすごいね押尾君は、私なんて16年ずっとお父さんと一緒にいるのに、まだ怖いもん」


    「……」


    　あれだけ子煩悩なのに、それが全く伝わってないとは……親の心子知らず、和かず玄はるさんが少しだけ不ふ憫びんだ。


    「とにかく、本当にありがとう、押尾君……」


    　不意に囁ささやかれて、不覚にもどきりとしてしまう。


    　やめろ、高鳴るな俺の心臓！


    　なんとか手を使わず、気合いだけで自らの鼓動を鎮めようとしていると、佐藤さんは、意を決したように深呼吸をする。


    「……それともう一つ、この前の告白のことなんだけど……」


    　すん、と心臓の鼓動が収まった。どころか停止してしまったかもしれない。


    「あ、ああ……コクハクね……」


    　返事ができたのは、我ながら奇跡だ。


    　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、佐さ藤とうさんは語り始める。


    「……あれからずっと考えてたの、やっぱり押おし尾お君にはちゃんと改めて返事をしないと、って」


    「ひゅっ」


    　唐突な死刑宣告に、変な声が出た。


    　な、なんでこのタイミングでそんな……!?


    「む、無理しなくてもいいからね……？」


    　絞り出した言葉は、最後の抵抗だった。なんせ今ここで改めて「ごめんなさい私は押尾君のこと異性として見られません。これからも一人の友達としてよろしくね」なんて言われようもんなら間違いなく吐く。泣きながら吐くぞ。だからやめてくれ、頼む神様！


    　いるのかしらん、恋愛の神様に祈りを捧げながらペダルを漕こいでいると、佐藤さんは意を決したように口を開いて──


    「じ、実は私、押尾君から電話で告白された時、ちょうどお風ふ呂ろに入ってて……あ、あのあとすぐにのぼせて、お母さんに運ばれちゃったの！」


    「……えっ？」


    　予想していたものとはだいぶ違う告白を受けて、俺は間の抜けた声をあげてしまう。


    「のぼせたって……そんなに長風呂してたの？」


    「う、うう……そうじゃなくて……」


    　もじもじと、後ろの方で佐藤さんが身をよじっている。


    　しばらく待つと、佐藤さんはとうとう覚悟が決まったらしく、その言葉を口にする。


    「──好きな人から告白されて、それぐらい嬉うれしかったの！」


    　──その言葉に、世界がまっさらになった。


    　虫たちの鳴き声も、ペダルの回転音も遥はるか遠くに消えてしまう。


    「……ホントに、ホントに恥ずかしくて言おうかどうか迷ってたんだけど……実は、あの時の記憶が、特に最後の方がかなりあやふやで……目が覚めたらベッドの上で……」


    　今、俺に感じられるのは佐藤さんの息遣い、熱、そして彼女の紡ぐ言葉だけ。


    「……だから、私も改めてちゃんと返事したかったの、押尾君に、ちゃんと……ちょっと卑ひ怯きようだけど、でも押尾君もＭＩＮＥマインで告白したわけだし、おあいこだよね……？」


    「なにが……」


    　ほとんど夢見心地に発した言葉は、途中で呑のみ込む羽目になった。


    　何故なぜならば、後ろから抱きつかれていたから。


    　焼けるほどの熱を持った佐藤さんが、後ろから俺に抱きついてきていたから。


    　そして、佐藤さんは言う──


    「──私も、押尾君が好きです……まだ顔を見ては言えないけど、でもずっと好きでした……この前〝cafe tutuji〟でこわいお兄さんたちから助けてくれた時よりも、ずっと前から」


    　低い音があたり一帯に鳴り響いて、空がぱあっと明るくなる。


    　花火が上がったのだろう。でも、そちらを見る余裕なんかなかった。


    「お、押おし尾お君は、なんて言おうとしたの……？」


    　確かに感じる彼女の体温に、視界が滲にじむ。


    　……つくづく自転車で良かったと思う。


    　こんな顔は、彼女に見せたくない。


    　彼女の前では、まだ格好つけて、いたかった。


    「これからもまた、色んな所に行こうね、ってさ」


    「……まずはかき氷だよ」


    「……そうだね」


    　次々に花火が上がり、初夏の夜を彩る。


    　今、両手が塞ふさがっているからスマートフォンは使えないけれど、写真に収めなくとも、ミンスタにアップしなくとも、きっとこの光景だけは一生忘れないのだろうな。


    　俺は彼女に見られないよう静かに泣きながら、そう思った。


    
      了
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    あとがき


    



    　はじめましての方ははじめまして、猿渡さわたりかざみです。さるわたりではございません、さわたりです。


    　今回、初の青春ラブコメものに挑戦してみました。剣も魔法もありません。これが一番のファンタジーなのではないでしょうか。


    　正直、未いまだに「自分のような人間が青春を、そしてラブコメを書いた！」という事実を上う手まく呑のみ込めずにいます。


    　青春ともラブコメとも無縁の、映ばえない学校生活を送ってきました。


    「とはいえ高校生、覚えていないだけで甘酸っぱいイベントの一つや二つあっただろう」


    　そう思って、昔使っていたスマホを引っ張り出してきて過去の画像フォルダを漁あさってみたところ、


    「上半身裸で飼い犬と喧けん嘩かする男」


    「上半身裸でコウモリを追い回す男」


    「上半身裸でベ〇マックスのモノマネをする男」


    　などという、明らかに〝法が存在しない世界線で撮影されたらしき画像の数々〟を発掘してしまいました。


    　ちなみにこの上半身裸の男たちはイモータン・ジョーの手下でも、拳けん王おう軍のザコでもなく、高校時代のぼくの友人たちなのですが、この写真を発掘した時点で友人ではなくなりましたのでご安心ください。写真もきっちりお焚たき上げしておきました。


    　お察しの通り、上半身裸のアホどもに囲まれたぼくもまた同様にアホであり、こんなアホの吹き溜だまりに女の子が寄ってこようはずもありません。


    　女の子は、なんというかもっとこう、フローラルでボタニカルなガーデンカッフェとかで季節のハーブティーを嗜たしなんでいるはずです。間違っても上裸の猿どもが駆け回るポストアポカリプス空間なんかに近付いてはいけません……


    　閑話休題。


    　まぁ、そんなわけで、青春ともラブコメとも無縁の学校生活を送ってきました。そんなぼくが〝青春ラブコメ〟を一本書き上げられた、というのは奇跡なのです。


    　今までファンタジー一辺倒だった自分がラブコメを書くというのは、新鮮で楽しかった反面、やはり苦労した部分も多く、お酒を飲んでベロベロになりながら、やっとの思いで書き上げました。これも皆さまの助けがあってこそです。


    　では、謝辞を。


    　まずはウェブ版から応援してくださった読者の皆様がた、本当に頭が上がりません。皆様の応援のおかげで、ここまでこれました。同様にこの本を手に取って下さった皆さまにも頭が上がりません。興味を持っていただけたのでしたら幸いです。


    　この本の出版に携わってくださった全ての方々にも多大なる感謝を。


    　イラストを担当してくださったＡあちき先生。好きです（直球）。イラスト集も買いました（媚）。


    　Ａちき先生の描く可か愛わいらしいキャラクターと、繊細な色使いにはいつも驚かされております。Ａちき先生の素晴らしいイラストに見合うだけの内容となっていればいいなぁ、なんて思いつつ頑張って書きました。


    　そして、この作品にお声がけくださった担当編集の田た端ばたさんへ。最近ぼくがツイッターへお酒の画像を投稿するといいねをくれますが、これは〝圧〟なのでしょうか？　いつも恐ろしくて震えながら酒を飲んでいます。


    　ご存じのこととは思われますが、たとえ締め切りに追われていようと、お酒はうまいのです。


    　最後に、佐さ藤とうさんと押おし尾お君へ。こんな大人になってはいけません。


    　これからも二人でイチャイチャしながら、素敵なものを撮り続けてくれれば、ぼくとしても嬉うれしいです。間違っても呑のんだくれた上裸の猿どもがフレームに入り込んだりすることのないよう、押尾君は細心の注意を払うように。


    　でもまぁ心配はいりませんね。彼らはきっとこれからも、不器用ながらもまっすぐに、映ばえる青春を謳おう歌かしていくことでしょう。


    　その点ぼくはもう色々と手遅れですが、手遅れなりに頑張ってみようかと思います。


    　映ばえる青春は送れませんでしたが、小説を通して皆様を少しでも楽しませられるのなら、それでいいんじゃないでしょうか？


    　……いいですよね？　いいと思います。じゃあ生なま頼みますね、すみませーん……


    　では、おあとがよろしいようで、ぼくはそろそろ山へ帰ります。機会があればまたお会いできたら幸いです。そんなわけでさようなら、良い一日を！（中ジョッキ片手に山奥へと走り去って行く上裸の猿）

  


  
    猿渡かざみ


    Kazami Sawatari


    



    しょっぱい青春時代を送り、格ゲーの得意な友人から〝詰めが甘い〟と評されたラノベ作家。そんなわけで塩キャラメルに親近感を覚えていたのですが、この前塩キャラメル君に奥歯の詰め物根こそぎ持っていかれました、アイツには人の心がありません。
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